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はじめに
いわゆる祖国復帰運動が大きな高まりをみせている時期でしたから、
どの発言者もみな「私たちも日本人なのです」とか「平和憲法をわれわ
れの手に」とかいった調子でありましたが、黒い肌の島袋盛勇だけはそ
れらのパターンとは異なっていたのです。 （中略）演題もはっきり記憶
しています。 『シマンチューであること』というのでした。シマンチュ
ーとは、島人としづ意味です。島袋盛勇は、この島の独特の文化や伝統
に興味をもっと言い、なにがなんでも日本本土が優れていてこの島独特
のものが劣っているかのように考える者が多いのを疑問に思う、などな
ど並べあげるのでした。そして最後に、自分たちは日本人であることを
宣言する前にシマンチューであることを自覚して、もっとこの島固有の
ものに誇りをもとう、と結んだのです。 「私たちも日本人なのです」と
いった、公式主義的な発言ばかりのなかでシマンチューなる言葉を用い
た島袋盛勇の発言は、まさに虚を衝くもので、あったため、終ると嵐のよ
うな拍手がおこりました。
（中略）ぼくは、島袋盛勇の黒い顔がし、かにも得意そうに 「すばらし
きかな、シマンチュー！」と結んだ瞬間、それが彼の保身術から出た言
葉だと見抜いていました。日本本土へ復帰することで全てが解決するか
のような教育、その日に備えて標準語を話せる努力をせねばならぬとし
て教室でうっかり方言をつかったら罰札を首から下げさせられるような
なかで、皆はひたすら日本本土への劣等感を養うだ、けだ、ったのではない
でしょうか。そのような島で生きる混血児は、日本を祖国と思い込むこ
ともできずさらに少数派です。島袋盛勇は、日本本土への劣等感をいだ
きつつ反援しているこの島の人間に、巧みに迎合する言葉として、 「す
ばらしきかな、シマンチュー！ 」を思いついたにちがいないのです。
（佐木 1978:71-73)
以上の一節は佐木隆三の『偉大なる祖国アメリカ』 (1978）からの抜粋で
ある。この一節は校内弁論大会での中学2年生の島袋盛勇の発表の様子を主人
公である与那城修の視点から描いている。
島袋盛勇は、アメ リカ軍人の父親とウチナンチュの母親の聞に生まれた黒
人の子どもで、物語の中心人物である与那城修の中学校の同級生である。こ
の与那城修もまた、アメリカ軍人の父親とウチナンチュの母親の聞に生まれ
た子どもだが、彼の父親にあたる者は、アングロ・サクソンの血を享けた白
人である。与那城修は「サムJと呼ばれ、不明の父からアングロ・サクソン
の血を享けたことに誇りを持ち、沖縄で生まれ育ちながらも沖縄を憎みアメ
リカ人であろうとする逆説的な人間と して描かれている。物語は、島の少女
を殺害した与那城修が未決監から憧れの祖国アメリカの合衆国大統領に宛て
た陳述から構成されている。
波平勇夫（1980）は『偉大なる祖国アメリカ』をフィクションではあるが、
1969年2月28日に起こった 「絹子ちゃん殺害事件Jにもとづいて構成されてい
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るとしている。白人系混血青年による事件で、その残酷な手口から異常性格
と結びつけられて報じられたが、混血児が背負っている問題からの指摘はほ
とんどみられず、青年の背景は複雑な家庭事情として報じられたとしづ。波
平はその事件をはじめて混血児の原点から迫ったものが『偉大なる祖国アメ
リカ』だと位置づけている。
ただ、本研究は「絹子ちゃん殺害事件」を扱うものではないため、当時の
事件についての詳細には一切触れない。
それよりも、この事件をもとに構成された『偉大なる祖国アメリカ』の島
袋盛勇と与那城修のアイデンティティのあり方や当時の混血児の置かれた沖
縄の社会的状況の描写に注目したいのである。
物語では、与那城修と島袋盛勇という二人の混血青年が対照的に描かれて
いる。与那城修がアメリカに渡りアメリカ人になることを夢見ているのに対
し、官頭からも分かるように島袋盛勇は自らをアメリカ人でも日本人でもな
く「j中縄人（シマンチュー）」としてアイデンティファイしている。与那城
修は島袋盛勇の誇示した沖縄人としてのアイデンティティの誇示を「保身術」
ととらえていた。混血児は沖縄社会で、は少数派で、あったが、沖縄人もまた本
土への劣等感と反撲の間に揺れる少数派で、あった。島袋盛勇の弁論は、混血
児たちが不安定なアイデンティティに揺れる沖縄人たちのウチへと入り込み、
沖縄人たちの視線を、混血児から本土人（内地人）にすり替えるようとする
意味においては「保身術」であったといえよう。
アメリカ人の父親と、沖縄人の母親を両親にもつ与那城修や島袋盛勇のよ
うな子どもたちは、戦後、日本における米軍基地面積の7割以上を占める沖縄
社会で多く誕生した。
彼らは「混血児」などと称され沖縄社会で差別やいじめ、偏見の目にさら
された。 「あいのこ」 「クロンボ」 「アメリカー」などと基地の落とし子と
いう意味を込めて呼ばれることもあった。伊高浩昭（1979）によると、沖縄
の1972年の本土復帰前、復帰・反戦運動が盛んなころには B52墜落など基地
事故や米軍による犯罪が起こるたびに、学校で混血児たちがウチナンチュの
同級生から糾弾されることもあったという。 「反戦平和」は正しくとも、こ
のことが反基地、反米兵と結び、っき、 「反混血児」になってしまったのであ
る。
沖縄が本土復帰を果たし現在にいたるまで、 「混血児」の置かれた状況は
多少は和らいだといえるだろう。 1985年の国籍法の見直しが叫ばれるなかで
「混血児」としづ言葉のもつ差別的な意味は反省され、彼らは「国際児」と
新たに称されるようになった。現在では「アメラジアン」や「ハーフj と称
されることが多くなった。とはいえ、彼らをとりまく、母子家庭による貧困
や、差別、教育の問題が解決されたわけではない。
本研究の主たる研究対象である「アメラジアンj という語はアメリカ人と
アジア人を両親に持つ子どもを指す。ただし、このアメラジアンという言葉
には、アメリカ人父親は軍人または軍属であることが含意されている。アメ
ラジアンという言葉もまた、沖縄では戦争を連想させるとして忌み嫌われて
いた語であったといえる。
しかし、 1998年、沖縄である学校の開校をきっかけに、アメラジアンの置
かれた位置づけは徐々に変化が生じてきている。沖縄ではじめて、アメラジ
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アンが「集団」として教育の権利を主張しはじめたのである。その学校こそ
が「アメラジアンスクール・イン・オキナワ（以下、 AASOとする）」である。
アメラジアンとは何か。アメラジアンとは誰か。本研究では、沖縄におけ
るアメラジアンが、いつどのように現れ、どのような問題を抱え、どのよう
な「戦術」を用いてメインストリームにコミットメントしているのかという
点に迫るものである。またAASOという学校がアメラジアンにとってどのよう
な場であるのかを探る。AASOでのフィールドワークを通して当事者の目線に
立ちAASOの活動に関わることで、何が変化し何が変化していないのかを明ら
かにしたい。
以降、本研究では「国際児」や「混血児Jとしづ語は用いず「アメラジア
ンj という語を積極的な意味合いを込めて用いることにしたい。
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序章
第1節イントロダクション
1-1. アメラジアン
本研究の主たる研究対象である 「アメラジアンJは、広義の意味ではアメ
リカ人父親とアジア人母親の両親の問に生まれた子どもという意味である。
ただ、本研究では、野入直美が「このことばは米軍のアジアへの派兵・駐
留を出生の背景にもつことを含意している。ただし、アメ ラジアンの父親は
必ずしも米軍人・軍属ではなく、米軍の派兵・駐留にともなって移住した民
間人を含んでいる」 （野入 2009:204）と述べるように、軍人または軍属の
「アメリカ人j と「アジア人」の両親の聞に生まれた子どもと定義する。
そのため、後述するアメ リカ国籍を持つフィリピン系アメリカ人やアメ リ
カに帰化した者なども 「アメリカ人」としてとらえ、無論フィリピン系アメ
リカ人とアジア人の聞に生まれた子どももアメラジアンとして扱う。
1-2. ウチナンチュと沖縄的なるもの
また、 沖縄が「日本本土の他の地域と異なる歴史をもち、文化的独自性を
もっj といった研究は多くなされているため自明のものとし、ここでは沖縄
の独自性については論じない。沖縄の人々は、 「ウチナンチュ」 「シマンチ
ユj 「沖縄人」などと称されるが、本研究では沖縄の人々を石垣島や宮古島
などの島興部も含めた広義の意味としての「ウチナンチュ」として統一する。
何をもって 「ウチナンチュj とするかという問いについて、谷富夫 （1989)
は、住民票その他に記載されている 「本籍Jを手がかりに、 沖縄県籍者を
「沖縄人」、他県籍者を「本土人jに分類しているが、本研究では沖縄での
生活を経験し沖縄的な文化実践一般を身につけている者を広くとらえたうえ
で「ウチナンチュ」としたい。
また、沖縄以外の本土人は「ヤマトンチュ」や「ナイチャー （内地人） J 
「本土の人Jなどと称されるが、本研究では、聞き取り調査からも多く 聞か
れたように「ナイチャー」という語で統一する。
沖縄的文化実践一般は岸政彦（2013）や谷富夫（2014）の言葉を借りて
「沖縄的なるものJとする。谷（2014）によれば「沖縄的なるもの」は沖縄
の風土に適応した価値意識や社会規範のことであり 「ゲマインシャフ ト的第
一次関係」であるといえると述べている。すなわち、沖縄に特徴的な生活様
式や沖縄社会の基礎構造を指し、生活史調査や意識調査といった方法論的個
人主義の立場から対象へとアプローチする際には文化的側面が社会的側面よ
り注視される。本研究では、この「沖縄的なるもの」には沖縄の「方言」や
「慣習」 「親族ネット ワー ク」なども含んで論じてし1く。
また、岸 （2013）は 「沖縄的なもの」は、常に日本本土と比較して語られ
ると述べている。それは、実際には「日本的でないもの」であり、 「沖縄的
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なもの」についての語りはすべて本土を言及しなし、かたちで参照されている。
つまり、 「沖縄的なもの」に関する語りはすべて、日本という国家における
沖縄の周辺的な位置を反映しているものととらえられる。
1-3.ウチナーグチ
沖縄の方言は「琉球語」 「琉球方言」 「シマクトウバ」 「ウチナーグチJ
などと称されることが一般的である。内間直仁（2011）は琉球方言すなわち
沖縄の方言は衰退しつつあり、若年層では 「ウチナーヤマトゥグチ」といわ
れる表現が成立していると論じている。本研究でもとりあげる沖縄の方言は
狭義の意味ではこのウチナーヤマトゥグチを指す場合が多い。しかし、ウチ
ナンチュ自身は沖縄の方言を「ウチナーグチj 「方言」と表現することが一
般的であるため、沖縄的な喋り方、言葉の選び方も含めた意味として 「ウチ
ナーグチjで統一する。
第2節先行研究
2 1.沖縄のアメラジアンおよびAASOの研究
沖縄のアメラジアンに関する研究は、非常に少ない。あるいは、 「アメラ
ジアン」と呼ばれるようになってから彼らの研究が非常に少ないというべき
かもしれない。なぜならアメラジアンが「アメラジアンJと呼ばれるように
なったのは最近になってからのことであるからだ。
戦後、沖縄社会ではアメラジアンを 「混血児」や 「国際児」という表象を
用いて称するのが一般的であった。アメラジアンが研究対象として注目され
るようになったのは1970年代から1980年代にかけての沖縄の「無国籍児」の
問題が明るみにでてからである。この無国籍児たちの問題は、実際はアメ ラ
ジアンの問題であった。
沖縄の混血児の研究は、伊高浩昭（1979）や福地噴昭（1980）の研究があ
げられる。伊高は敗戦後の沖縄社会に置かれた混血児たちが「反戦平和」の
運動がしだいに 「反混血児」の運動に飛び火し、彼らの受けた差別を明らか
にしている。 「混血児jから「国際児」へと改める過程にも言及している。
また、 1971年に設立された社会福祉法人ISAO(International Social 
Assistance Okinawa, Inc:ISAO）の活動や、母親たちの相互扶助によって1977
年に発足した「国際児母の会Jの運動を通して無国籍児の問題に取り組んで
し1る。
福地は、沖縄の混血児たちをとりまく貧困やいじめ、犯罪などの様々な問
題を分類し自身のインタビュー調査から多くの事例として提示している。
無国籍児の問題に関する研究は石田玲子（1980）、金城清子（1984）など
があげられる。石田は、無国籍児がなぜ生まれてしまったのか、日米両国の
国籍法を比較し、法の落とし穴を浮き彫りにすることで無国籍児の生まれる
メカニズムを明らかにしている。金城は無国籍児を、 「純粋無国籍児」 「未
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就籍無国籍」 「婚姻外無国籍児jの三つのケースに分類し、ケースごとに無
国籍となるプロセスが異なっていることに言及している。
アメラジアンとしての主たる研究は野入直美（2005、2007、2008、2009、
2014）やスティーブンマーフィ一重松（2002）によるものがあげられる。
自身もアメラジアンであるマーフィ一重松は、フィールドワークを通して
沖縄だけでなく、アメリカや日本本土、その他のアジア諸国に存在するアメ
ラジアンの置かれた状況やアイデンティティを自らのエピソードをとりあげ
つつ種々の人権問題を論じている。アメラジアンを包括的に論じたはじめて
の研究であるといえる。
沖縄のアメラジアンについての研究は野入を中心になされている。野入は
多くのインタヒ守ュー調査やフィールドワークから、アメラジアンのアイデン
ティティや教育権、さらにはアメラジアンを持つ母親たちの相互扶助のネッ
トワークなどを多角的に論じている。
2-2. AASOの研究
1998年に沖縄県宜野湾市で開校されたAASOは、アメラジアンを子にもつ5人
の母親たちによって設立された。同校が設立にいたるまでの経緯やカリキュ
ラム、学歴保障をめぐる権利の主張の歴史等については、同校の現校長であ
るセイヤーミドリ（2001）や、与那嶺正代（2001）、照本祥敬（2001）、
AASOの理事長でもある野入を中心におこなわれてきた。
セイヤーや与那嶺は自身もアメラジアンの子をもっ母親で、あり、AASO設立
の中心人物である。なかでも現AASO校長のセイヤーは、アメラジアンの子ど
もたちが沖縄社会で経験した差別やいじめの実態を浮き彫り にし、なぜアメ
ラジアンのための学校が必要だ、ったのか、またAASO設立にいたるまでを時系
列ごとにまとめている。学籍回復の取り組みや学歴保障運動の当時の様子を
当事者として詳細に論じ、なによりもアメラジアンの子どもたちが少しでも
いい環境で就学できるよう、学校長として現在も精力的に様々な活動を続け
ている。
照本も、 AASO設立の支援者として当事者の観点からアメラジアンとAASOに
ついて論じている。照本はアメラジアンをこれまでカテゴリーなきマイノリ
ティとして権利を主張できずにいた「サイレント・マイノリティ」であった
と称した。彼らがはじめて権利を主張するきっかけとしてAASOの設立をあげ
ている。 「アメラジアン」という表象がもっ意味を再確認し、 彼らが沖縄社
会で、マジョリティと共生できるようなコミュニティづくり をAASOに期待して
いる。
また同校の教員でもある北上田源（2011, 2014）は同校の生徒を 「移動す
る子どもJとと らえ、日米教員による平和教育の試みからAASO独自の社会科
カリキュラムの作成に取り組んでいる。
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2-3. ウチナンチュとナイチャーの研究
「ウチナンチュ」と「ナイチャー」の境界線については、谷富夫（1989,
2014）や近藤健一郎（2006, 2008）、岸政彦（1999, 2013）、富山一郎
(1990、2010）などがあげられる。
谷は、本土からのUターン現象が、那覇都市圏における過剰都市化を引き起
こしている要因としてとらえ、 Uターン経験者に対するライフヒストリー調査
から多くの本土人とは異なる沖縄の「異質性」を導き出している。
また、近藤は、沖縄での「方言札」による言語矯正や、標準語としての国
語教育という視点から、国民統合によってもたらされたウチナンチュの「大
和化」を論じている＼
岸は、戦後の沖縄における本土への集団就職の経験者から得たライフヒス
トリー調査から、当時のウチナンチュが本土で経験した同化や他者化を通じ
て、マイノリティとマジョリティのアイデンティティについて論じている。
また、奄美出身者を「ディアスポラ」として、故郷から空間的にも時間的に
も遠く離れた場所で独自の文化を実践する様子をてがかりに、共同体が想像
される社会的な過程について論じている。
富山は、沖縄を「終わらない植民地主義」の象徴ととら之、戦後の沖縄の
歴史経験から排除や蘇鉄地獄に代表されるような飢えのメカニズムについて
理論的に解き明かそうとしている20
以上の先行研究をふまえたうえで、本研究では沖縄の独自の地域性すなわ
ち「沖縄的なるもの」を構成する要素の一つである「ウチナーグチ」に着目
する。これまでのアメラジアン研究では、アメラジアンのアイデンティティ
論や、教育権をはじめとする種々の権利については論じられてきたが、 「沖
縄的なるもの」のような地域性に結びつけて論じられる研究は少なかったよ
うに思われる。
沖縄社会においてウチナーグチを話すか話さなし、かとしづ分類は、ウチナ
ンチュの 「ワ レワレ意識」を確認する証明としてと らえられる。ウチナーグ
チが沖縄社会のウチに入るための「合言葉jのような役割を担い、互いに同
じ言葉で喋るということが「沖縄的なるもの」の共有を確認しあう帰結を生
んでいるといえる。それが、ウチナンチュ同士の紐帯を強めることになって
いるととらえる。それは、本土の人々を指す「ナイチャー」という語がしば
しば蔑称の意を込めて用いられることからも裏付けされよう。
アメラジアンは様々な場を通してウチナーグチを身につける。マジョリテ
ィである他者と接触する際にウチナーグチを話すことによって、アメラジア
1 近藤（2008）によると、 「方言札」は標準語励行の強行手段として沖縄各地で用いられ
た罰則で、方言を使った生徒に方言札と書かれた木札を渡し、これを持ったものは、
他の方言を話してる生徒を見つけて手渡していくというものであった。1907年頃から用
いられた罰則である。しかし、岸（2013）もいうように、実際には、子どもたちの間で
方言札はゲーム的な要素ももち、子どもから子どもへと、わざと日本語に訳せないよう
な単語を選び意味を尋ねることで方言を使わせ、木札を手渡していくというイタズラを
流行させるものでもあったという。
2 蘇鉄は澱粉を含む植物で、十分に処理されれば食用になるが基本的には有毒である。冨
山（2010）によると、蘇鉄地獄は1920年代に沖縄で起きた現象で、それは糖価の暴落と、
それに伴う社会の崩壊と大量の移民の登場も合意するものだとしている。
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ンという属性は一旦身を潜める。それが意識的であれ無意識的であれ沖縄社
会のマジョリティであるウチナンチュの「ウチ」へとコミットメントし「上
手に生きるJための 「戦術」として作用しているものととらえたい。
第3節依拠する理論
3-1. スティグマとパッシング
ゴフマン（1963）は、スティグマを「未知の人が、われわれの面前にいる
聞に、彼に適合的と思われるカテゴリー所属の他の人々と異なっていること
を示す属性、それも望ましくない種類の属性一極端な場合はまったく悪人で
あるとか、危険人物であるとか、無能であるとかというーをもっていること
が立証されることもあり得る。このような場合彼はわれわれの心のなかで健
全で正常な人から汚れた卑小な人に毘められる。この種の属性がスティグマ
なのである」 (goffman 1963=2001: 15）と定義している。
ただし、この場合、スティグマは必ずしもその属性自体が望ましくない種
類の属性として扱われるものではない。ゴフマンは、スティグマという言葉
が、人々の信頼を失わせる属性一般を表す言葉として一人歩きしていること
を指摘し、実際にはスティグマは「属性jではなく「関係j を表現する言葉
としてとらえられるべきであると論じている。つま り、ある種の者がそれを
もっとスティグマとなる属性も、別のタイプの人には正常性を保証すること
がある。したがって、そのような属性はそれ自体は、信頼を勝ち得ることに
なるものでも、信頼を失わせることになるものでもなく、あくまでも関係ご
とにおいてのみ変化するものなのである。
ゴ、フマンは、こうしたある個人のもつ属性の’情報を意図的に操作すること
をパッシングと呼んでいると ゴフマンはパッシングを、まだ暴露されていな
いが、暴露されれば信頼を失うことになる自己についての情報の管理／操作
と位置づけている。端的にいえば、 「身元を伏せた」越境である。
本研究では、 「アメラジアンj を他者との関係において肯定的／否定的な
感情を呼び起こす「属性」としてとらえ、アメラジアンが自己を表すカテゴ
リーを操作することで、アメラジアンという属性を伏せたり、反対に顕示す
るものととらえる。
また、パッシングをする際に、ウチナーグチは「道具的jな用いられ方を
すると考えられる。つまり、マジョリティ側であるワチナンチュとアメラジ
アンが接触する際、ウチナーグチを話すことによって、アメラジアンという
属性は－EL身を潜める。それが意識的であれ無意識的であれ結果的に、ウチ
ナーグチを媒介としたパッシングがおこなわれるものと考えたい。
また、ゴ、フマンは特定の期待から負の方向に逸脱していない者を「常人j、
社会的場面での初対面者を「スト レンジャーJと呼んでいる。
3 エリス・キヤツ、ンュモア（2000）によると、パッシング （passing）には人種的な境界
線をひそかに越える、属性をふせて生きるという意味がある。
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3-2.場
オジェ（2002）は、 「場所j対 「非一場所」の対概念から現実空間とその空
間を使用する者たちがとりむすぶ関係を示している。オジェによれば、 「場
所Jは「アイデンティティ付与的場所」 「関係的場所」 「歴史的場所」の三
つに分類される。
まず、アイデンティティ付与的場所とは、諸個人がその場所において自己
を確認し、その場所を通して自己を規定することができるという場所である。
二番目に、関係的とは、一定数の諸個人（その場所で自己確認と自己規定
をおこなう諸個人）が、自分たちを相互に結びあわせている関係をその場所
に読みとることができるという意味である。
三番目に歴史的とは、その場所を占めている者たちが、往時に人が移住・
定着した際の諸々の痕跡をその場所に認め、ある出自の表徴をそこに認める
ことができるという意味である。
例えば、空港はそこを通過するだけの乗客にとっては 「非一場所」であるが、
空港で毎日働いている者からすると「場所Jなのである。
また、中根千枝（1967）は、 「場」と「資格Jの概念を用いて、集団構成
の条件を、それを構成する個人の 「資格」の共通性と「場jの共有にあると
論じた。
中根によると 「資格」とは、一般的に知られている意味よりも広く、名前
や、生得的に個人にそなわっているものもあれば、学歴・地位・職業のよう
に生後個人が獲得したものもあるように、社会的個人の一定の質をあらわす
ものであるとしている。
「場jは一定の地域や所属機関などのように、資格の相違を問わず、一定
の枠によって、一定の個人が集団を構成している場合を指す。
この場合、 「資格」は「場」に入る際の「許可証」となり うる。この資格
の有無によって 「ウチ」と「ソト（ヨソ）」が分けられる。中根は特に日本
人にとっては「ウチ」がすべての世界になってしまい、知らない者は「ソト
（ヨソ）」として扱われる傾向が強いと論じている。
3-3.本研究におけるアイデンティティのとらえかた
パウマン（2007）は、フーコーの「アイデンティティは事前に与えられて
いるものではなく芸術作品を生み出すように、 生み出す必要がある」という
主張に対し、あらゆる「人間の生涯が芸術作品になるか」という疑問をもと
に議論をはじめている。つまり、人生という芸術があるとするならば、世代
によって思い浮かべる「芸術作品」のイメージは異なるのではなし、かという
ことである。パウマンは、一昔前の世代の者ならばおそらく 、時間の流れや
運命の気まぐれに動じない、 究極の価値や不滅のものを思い浮かべたかもし
れないとしながら、そのような古きよき時代は終わりを告げ、 リキッド・モ
ダン（流動的近代） の現代社会において「私たちを取り巻く世界は、ほとん
ど秩序を欠いた断片と化している一方、私たちの個々の生活は、 まとまりを
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欠いたエピソードの連なりに切り分けられてしまっていますJ (bauman 
2004=2007:38）と述ベグ。
岸は（2013）は、パウマンやギデンズ、プラマーをもとに、自己とは再帰
的な語りそのものであると論じている。岸（2013）は、自己、あるいはアイ
デンティティとは「私によって語られた私」であるとしている。語られた自
己と自己そのものには無限の距離が存在し、アイデンティティとはこの距離
をあらわすための概念であると述べる。
また、岸（2009）は、マイノリティのアイデンティティを「マジョリティ
のアイデンティティをどのように作ればよいかJというある種の文法違反と
もいえる問いに迫ることで明らかにしようと試みている。マイノリティのア
イデンティティに関する研究が多くなされていることに対し、マジョリティ
のアイデンティティに関する研究は非常に少ない。岸は、それはマジョリテ
ィがアイデンティティを「持つ」ことができなし1からではないかと考えてい
る。
岸によると、アイデンティティとは持ったり、捨てたりする何かではない。
アイデンティティを「持っている」というのは、正確にはアイデンティティ
を「持っている」ということは、アイデンティティをもっているとみなされ
るような、ある種の社会的な「状態」にあるということでもある。岸はそれ
を「アイデンティティという状態j とし、ブルデ、ューのハピ トゥスの概念を
用いて説明している。
以上をふまえ、本研究におけるアメラジアンのアイデンティティは、常に
流動的で、持ったり捨てたりするものではなく、果てしない自己への問し1かけ
という「アイデンティティの状態Jとしてとらえていく。
第4節研究方法および研究対象
アメラジアンを対象にした学校は県内のみならず、全国的にみてもAASOの
一校しか存在しない。本研究では、所在地を明かすことによってAASOがある
種の観光地のようになったり、差別の標的となることを危慎しながらも、
AASOがアメラジアンネットワークの拠点となり、支援の輪が広がっていくき
っかけとなるように積極的な願し、を込めてAASOや所在地の名称を伏せずに論
じていく。
筆者は2014年1月から、 AASOでボランティアスタッフとして採用されている。
以降、定期的に沖縄を訪れ、ボランティアをしながらフィールドワークに従
事することができた。具体的には、 1ヶ月から2ヶ月の聞に1度の頻度で、 1週
間から3週間の期間（長期休暇時は4週間程度）で沖縄に滞在しながらほとん
どをAASOで過ごした。2014年12月現在でもボランティアを続けている。
4 リキッド・モダニティという言葉についてバウマン（2001）は、近代社会は流体のよう
に形態を長く同じにとどめておくことないうえに、流体が個体より軽く、早く動くもの
であるから、近代とは液状化のプロセスであったと説明している。今日では人々が空間
的にも、 言語的にも越境することが珍しくないため、アメラジアンの子どもたちは、リ
キッド・モダニティの産物であるととらえられる。
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ボランティアスタッフとしての主な業務は、教材づくり、授業補助、 JSL講
師など直接授業に関わることから、掃除、イベント時のカメラマン、学童ス
タッフ、害虫駆除など様々な業務をこなした。授業開始後の午前9時前後から、
放課後の学童の時聞が終了する18時30分まで教員や他のボランティアスタッ
フ、学童スタッフそして生徒たちと時間を共有することができた。また、
AASOの県外でのイベントの際は可能な限りカメラマンや物販の補助員として
参加している。
約l年のボランティアを通じて、セイヤーみどり校長をはじめとする全教員、
ボランティアスタッフ、学童スタップ、生徒たちと十分にラポールを築いた
うえで、主にセイヤーみどり校長からAASOの卒業生たちを紹介していただき、
インタヒ守ューをおこなうことができた。また、実際に語り手の方からも雪だ
るま方式でAASOの卒業生を紹介して頂くこともあった。結果的に、卒業して
まもない方から社会人となって結婚している方まで 8人のアメラジアンの
方々に調査をおこなうことができた。
具体的な研究方法としては、 AASO卒業生たちに対し半構造化インタビ、ュー
の手法を用いた。AASOの学校生活を経験した生徒たちが、公立高校、いわば
アメラジアンというマイノリティとしてマジョリティの学校に進学する際に、
初対面の他者（ストレンジャー）との接触において「沖縄的なふるまし 1」が
パッシングとどう結び、ついているのかに注目した。一人あたり 1時間から2時
間程度話を聞くことができた。聞き取りは、 2014年6月から9月にかけて、主
にAASOの一室内あるいは東京都内のカフェでおこなった。
聞き取り場所が主に学校期間中のAASOの一室内でおこなわれたものが多か
ったため、ボイスレコーダーが他の子どもたちの関心を惹き、聞き取りが中
断される可能性を考慮しボイスレコーダーの使用は控えメモをとりながら話
を聞いた。聞き取り中は、あらかじめ設定してあった質問項目を軸に、語り
に応じて質問の順番を変えていった。
4-1.質問内容
①もし、 「あなたは00人ですか？」と聞かれたらなんと答えますか？
②自分のことを説明するときにアメラジアンというカテゴリーを用います
か？
③ウチナーグチを意識的に用いた・使い分けた経験はありますか？
④敢えてウチナーグチもしくはエイサーや三味線などの沖縄文化の習い事を
学ぼうと思ったことはありますか？
⑤内地に住んでみたいと思いますか？また、それはなぜですか？
⑥自分がウチナーグチを身につけたと思われる「場」にどのようなものを思
い浮かべますか？
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⑦ウチナンチュとしてのアイデンティティを感じる瞬間はありますか？また
それはどういった瞬間ですか？
4-2.質問内容について
聞き取り調査で得られた資料から、アメラジアンがアメリカと沖縄のアイ
デンティティを保つうえで、 「沖縄的なるものjのひとつであるウチナーグ
チは言葉としてのもの以上の意味があるのではなし1かと考えたい。
例えば、ウチナーグチは三味線や琉球舞踊のように他者に自己のアイデン
ティティを誇示することができる道具のようなものとしての一面を有するの
ではないだろうかと仮定する。
沖縄では、本土出身の人を 「ナイチャーJとしばしばからかったり、蔑称
の意を込めて称することからも、ウチナーグチを話すか話せなし1かでウチと
ソトを区分する傾向があるといえる。それは、沖縄にルーツを持つ日系南米
人のネットワークが世代を超えてもほとんど途切れずに継続していることか
らもわかるように、沖縄文化を共有することで得られるワレワレ意識は強い
といえるだろう。
アメラジアンが沖縄社会で生きていく、あるいは沖縄以外の場において生
活していくうえで、ウチナーグチは沖縄のアイデンティティと自分を結びつ
ける「証明」としての機能を有するととらえる。彼らがウチナーグチを意識
的であれ、無意識的であれ道具として使い分けていることがあれば、エスニ
ック・マイノ リティが場面ごとに戦略的にア与デンティティを操作し主流社
会に参入しようとする場合、 「マイノリティと地域語」の関係は再考するに
値するトピックであるといえるだろう。エスニック ・マイノリティにとって
の地域語の意味合いを研究することで既存の研究では取り上げられなかった
エスニック・マイノリティと地域語（教育）の関係に対して新たな視点を生
み出したいと考えている。
聞き取り調査における質問内容の意図としては、 「アメラジアンJという
名称が彼らによって集団内部から自発的に生み出されたものでなく 、他者に
よってカテゴライズされたものだととらえたうえで、AASOの目指すアイデン
ティティ付与と、 AASOに通う生徒の聞に「アメラジアンj というカテゴリー
のとらえ方に差異が存在するのかどうかという点を明らかにしたい。
例えば、 AASOの場においてはアメラジアンというカテゴリーに違和感はな
くても、日常生活のインフォーマルな他者との接触の場においては「私はア
メラジアンですと言っても通じないし説明するのも面倒なので、ハーフですと
言ってその場をやり過ごしている」といったような使い分けを意識的におこ
なっているのかどうかという点である。
また、アメラジアンがウチナーグチを習得する場にどういったものが存在
するのかを分析する。学校でのコミュニケーション以外の場でウチナーグチ
を頻繁に聞き、使用する場があるとするならばアイデンティティ付与的な場
として、場そのものだけでも考察する意義は十分にあるだろうと考える。
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第1章沖縄のアメラジアン
第1節 沖縄におけるエスニシティの現状
法務省入国管理局の「都道府県別 国籍 ・地域別在留外国人J (2014年8
月現在）によると、沖縄県における在留外国人の総数は10,198人となってい
る。
表1は2013年の沖縄県における在留外国人数のである。表1をみるとわかる
ように、 2013年の沖縄県の在留外国人数を出身地域別にみると、最も多いの
がアメリカ（米国）の2,243人で、中国の1,642人、フィリピンの1,624人、韓
国・朝鮮795人と続く。
また、表2は2013年の日本全体の在留外国人数である。表2をみると、日本
における在留外国人で最も多いのが中国の653,004人で全体の32%、次いで韓
国・朝鮮の530,421人で26%、フィ リピンの203,027人で10%と続くことがわ
かる。アメリカは48,371人で全体の2.4%に留まっている。沖縄社会では、全
国的に最も多いエスニック・グループρで、ある中国国籍者よりも、アメリカ国
籍者のほうが600人程多く、最大のエスニック・グループ。で、あることがわかる。
さらに、表3の都道府県別の外国人総数をみると、最も多いのが東京の
407,067人で、大阪の203,921人、愛知の197,808人と続く。全国47都道府県の
うち沖縄県は、 29番目に位置している。総務省の2010年の国勢調査によると、
沖縄県の総人口に占める外国人人口の割合は0.6%となっている5。割合が最
も高い都道府県は東京都で2.5%、次いで愛知県の2.2%、大阪府1.9%、群馬
県・岐車県・三重県の1.8%と続く。
表4の沖縄県内各市町村別の在留外国人数をみると、総数では那覇市が
2,552人と最多で、沖縄市1,252人、宜野湾市941人と続く。ただし、国籍別に
みると、那覇市では中国国籍者が666人と最も多く、韓国 ・朝鮮262人、フィ
リピン238人と続くが、沖縄市では、アメリカ国籍者が477人と最も多く 、フ
ィリピンが293人、中国が110人と続いている。このことから、米軍基地の位
置する沖縄市や宜野湾市を中心に米国国籍者またはフィリピン人が多く居住
していることがわかる。
ただし、実際には表1から正確なアメ リカ国籍者数を読み取れるとは言い難
い。鈴木規之 （2007）によると、法務省入国管理局の調査では、米軍基地内
の軍人・軍属である米国国籍者や帰化をした日系人、外国人登録をしていな
い非正規滞在者の外国人が含まれていいないため、 同調査から読み取られる
米国国籍者の人口数と実態とでは大きな差異が生じていると指摘している。
実際に、沖縄市のコザや宜野湾市、北谷町などの飲食店やショッピング施設
では日常的に 「外国人Jの姿を見ることができる。
5 総務省『平成22年国勢調査 人口等基本集計結果』参照。
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表1 沖縄県における在留外国人数（2013）単位：人
地域 国籍 人数 地域 国籍 人数
アジア アフガニスタン 22 アフリ カ アノレジエリア 1 
6,456 ミャンマー 21 93 ボツワナ
バングラデ＼ンュ 57 カメルーン 2 
カンボジア 3 エチオピア 2 
スリランカ 36 ガーナ 6 
中国 1,642 ギニア 2 
台湾 363 ケニア 5 
キプロス 2 マグガスカノレ
インド 299 マリ 1 
インドネシア 226 モロッコ 3 
イラン 16 モーリシャス 9 
イスラエノレ 4 ナイジエリア 10 
ヨノレダン 2 セネガノレ 1 
韓国 ・朝鮮 795 スーダン 5 
ラオス 9 タンサ＊ニア 9 
マレーシア 36 トーゴ
モンゴノレ 23 チュニジア
モノレデ、ィブ 2 南アフリカ共和国 17 
ネパー ノレ 712 エジプト 7 
パキスタン 24 ブノレキナファソ
フィリピン l, 624 イIfンビア 5 
サウジアラビア 2 ジンパブエ 3 
シリア 北米 ノくノレノ《ドス 2 
シンガポーノレ 25 2,385 カづダ 102 
タイ 99 コスタリカ 3 
トノレコ 6 キューパ 2 
ベトナム 402 ドミニカ共和国
イエメン エノレサノレパドノレ 2 
パレスチナ 2 ジャマイカ 7 
ヨーロッパ アノレハニア メキシコ 21 
527 オーストリア 7 ニカラグア
ベノレギー 12 トリニダード ・ト
ノ、岳::I、目
ブノレガリア 6 米国 2,243 
ベラノレー シ 南米 アノレゼンチン 64 
クロアチア 588 ボリビア 7 
チェコ 2 フラジノレ 246 
デンマーク 2 チリ 4 
エストニア 2 コロンビア 9 
フィンランド 2 ノ号ラグアイ 2 
プランス 69 Pとノレーー 256 
ドイツ 61 オセアニア オーストラリア 63 
ギリシャ 5 126 プイジー 11 
ハンガリー 4 マー シヤノレ
アユイノレランド 20 ニュージーランド 43 
イタ リア 29 パプアニューギニ
ア
キノレギス ノ4ラオ 2 
カザプスタン トンガ 1 
リトアニア 2 サモア 4 
モノレドバ 1 無国籍 23 
マケ ドニア 2 合計 10, 198 
オランダ 8 
ノノレウェー 1 
ポーランド 日
ポノレトガノレ 2 
ノレー マニア 12 
ロシア 51 
スペイン 35 
スウェ テーー ン 17 
スイス 18 
英国 138 
ウクライナ 2 
スロベニア
スロパキア 2 
法務省入国管理局 『在留外国人統計 2013年12月末版』 (2014年）より筆者
作成
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表2 日本における在留外国人数（2013)
国籍 人数（人） 割合（%）
中国 653,004 32. 0 
韓国・朝鮮 530,421 26.0 
フィリピン 203,027 10. 0 
ブラ、ジノレ 193, 571 9. 5 
ベトナム 52,385 2. 6 
ベノレー 49,483 2. 4 
米国 48,371 2. 4 
タイ 40,146 2. 0 
インドネシア 25,543 1. 3 
ネパー ル 24,073 1. 2 
台湾 22,779 1. 1 
その他 195,356 9. 6 
合計 2,038,159 100. 0 
法務省入国管理局『平成24年末における国籍・地域別在留外国人数』より筆
者作成
1-1. 沖縄におけるフィリピン人
また、鈴木規之・玉城里子（1996）は沖縄における外国人は、第二次世界
大戦後の占領・統治をきっかけに来沖したアメリカ人と、軍属として来沖し
たインド人やフィリピン人などが基地との関係が強いと述べている。鈴木に
よると「フィリピン人は、戦後まもなく軍人や軍属として来沖・定住したパ
ター ンと、 一九AO年代以降エンターティナーとして来沖・居住しているパ
ターン（基本的には半年で入れ替わる）の二つがあるとしている。そして彼
らのほとんどが、沖縄市、宜野湾市などの中部に居住している（フィリピン
人エンターティナーは金武町にも多い）」 （鈴木 2005:40）といわれている。
1-2.オールドカマーのフィリピン人
沖縄の大きなエスニック・グループ。の一つで、あるフィリピン人は、戦後の
アメリカによる沖縄統治の時代に米軍基地の整備のための外国人労働者とし
て最も多く雇用された。彼らは、英語を話すことができたため重宝されたの
である6。鈴木・玉城が「当時のフィリピン人労働者は、その英語力により、
他の基地内労働者に比べて収入が高く経済的に裕福であったことから、多く
の沖縄女性が彼らと結婚した」 （鈴木・玉城 1996:61）というように、アメ
ラジアンのなかにはアングロ・サクソン系、黒人系アメリカ人の他に「フィ
リピン系アメリカ人」を父親にもつ者も多かった。官頭の一節の、佐木隆三
『偉大なる祖国アメリカ』で主人公の与那城修はアメリカ人の父親を訪ねよ
うと渡米を試みるが、彼の父親もフィリピン系アメリカ人の軍人であった。
6 鈴木・玉城（1996）によると、 フィリピン人労働者は1950年代後半には （その家族は含
まず） 6,000人を越えたとされている。
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また、フィリピンから妻子や親族を呼び寄せるケースも増えた。呼び寄せ
られた彼／彼女らの中には、メイ ドや飲食店などの低所得の職種に就く者が
多く、基地外での歓楽街で働く場合もあったが、家族を呼び寄せるフィリピ
ン人自体は基本的には高収入のホワイトカラーでありエリートであった。
このような、本土復帰以前に来沖し、基地関連の職業に従事するにつれて
定住したフィリピン人はオールドカマーのフィリピン人と呼ばれる7。鈴木・
玉城は「彼らの定着によって、フィリピン料理レストラン、タガログ語のカ
ソリック教会、フィリピン映画のビデオショップ、在沖フィリピン人組織な
どの出現がみられたことは、一つのサブカルチャーが形成されたといえるで
あろう。現在、フィリピン人組織では三世まで確認できるが、彼らはその子
弟教育においても地元の学校ではなくインターナショナル・スクールを選択
している」 （鈴木・玉城 1996:64）と、 現代沖縄社会におけるフィリピン人
のエスニック・グループ。としてのあり方を説明している。
つまり、沖縄におけるオールドカマーは、本土で一般的にオールドカマー
としてみなされる在日韓国・朝鮮人の人々などではなく、米軍基地を背景と
して流入したフィリピン人労働者であり、しかもホワイトカラーのエリート
たちであった。
1-3. ニューカマーのフィリピン人
一方で、沖縄の本土復帰後、多くのフィリピン人が解雇され総数が減少し
たものの、コザや金武町などの基地周辺地域での歓楽街で働く者が現れた。
鈴木・玉城（1996）がいうように、 1980年代半ばから本土のフィリピン人エ
ンターティナーの増加に伴って、沖縄でもフィリピン人エンターティナーの
女性たちが増えていったのである。彼女らはその多くがエンターティナーと
して来沖し、ニューカマーのフィリピン人女性としてとらえられる。ニュー
カマーのフィリピン人はオールドカマーのフィリピン人とは来沖の時期、背
景、職種において区別される。ニューカマーは、フィリピンから沖縄への
「第二の出稼ぎJの潮流であると言っていいだろう。
それは、在沖フィリピン人のネッ トワークの二大組織と してあげられる
「FILCOMRI8」や 「AFILJAN9Jに所属しているフィリピン人のほとんどがオー
ルドカマーのフィリピン人であることからも裏付けされる。
鈴木・玉城が 「オールドカマーフィリピン人とその家族、次世代のほとん
どが所属しており、フィリピンの文化を伝える行事の開催、 フィ リピン独立
7 鈴木・玉城（1996）は、オールドカマーのフィリピン人は「第一タイプ」と「第二タイプ」
に分けられるとしている。第一タイプは、戦前に沖縄県出身者が移民としてフィリピン
に渡り定住し、戦争で日本人父親を失った日系二世孤児が、基地内労働者として一般の
フィリ ピン人労働者に混じって来沖したタイプである。第二タイプは戦後、主として基
地内設備の建設部門に従事したフィリピン人だと定義される。
日 THEFILIPINO COMMUNITY IN RYUKYU-ISLANDの略称である。
9 ASSOCIATION OF FILIPINO・JAPANESENATIONALSの略称である。 「日本国籍フィリピン
人協会」ともいう。鈴木・玉城によると、 「もともと 日本国籍をもっていたオールドカ
マーの第一タイプによって設立され、現在は彼らの他にフィ リピンからUターンして、日
本に帰化した二世とその家族も多く所属する。近年の傾向としては、日本人男性と結婚
した若いフィリピン女性が見られる。」 （鈴木 ・玉城 1996:82）といわれている。
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記念日などの祝日に聞かれるパーティなど実に様々な行事がある。これらの
行事は在沖アメリカ軍社会というもうひとつのホスト社会にかなりの同化志
向があるなかで、彼らのエスニックアイデンティティの維持に役立つている」
（鈴木・玉城 1997:253）というように「FILCOMRIJや「AFILJAN」のような
組織化されたネットワークを通じてアイデンティティの再確認をおこなえる
場としている。
反対に、ニューカマーのフィリピン人はそのほとんどがエンターティナー
として働く同質的なグループ。で、ある。鈴木・玉城（1997）によると、ニュー
カマーのフィリピン人たちはほとんどがエンターティナーとして来沖するた
め、沖縄での滞在が長期の場合でも6ヶ月（資格外で、6ヶ月以上在留する例も
もちろんあるが）であり、そのため移動と定住が流動的であることや、彼女
たちの労働環境において相互の組織化が困難であることからニューカマ一同
士のネットワークの結束が弱い。彼女たちも「FILCOMRIJや 「AFILJAN」に入
るよう誘われることはあっても、そのメンバーの多くがランクの高いエリー
トフィリピン人であることから疎外感を感じ入会を断わるケースが多いとい
二 10ノ。
以上のことから、沖縄におけるフィリピン人はオールドカマーとニューカ
マーの来沖時もその背景も全くことなり、また、両者間には結束したネット
ワークもないため、両者をそれぞれ別のコンテクス トに置きながら論じる必
要があると言及しておかなければいけない。
1-4.沖縄にはチャイナタウンがない
このように沖縄社会は決して少なくない外国人を抱えながらも、米軍基地
を例外としてエスニック・マイノリティのコミュニティが把握しにくいこと
が特徴のひとつであるといえる。沖縄には、愛知県や静岡県などにみられる
ブラジル人をはじめとする外国人労働者の働き口となる自動車工場や大きな
勤め先がないため、 「00人街」や「00人が集まって暮らす地域」という
ものも存在しなし＼110 
例えば、県内で米国籍者の次に多い中国国籍者についてみてみよう。八尾
祥平（2014）は、沖縄に居住する琉球華僑が米国人に次ぐ規模のエスニツ
ク・マイノリティであるにも関わらず 「沖縄社会の中では琉球華僑はこれま
で顔の見えない隣人として、その存在が十分に認知されてこなかった。その
一方で、個人の力量や自助努力では解消できない、琉球華僑として団結して
解消すべき社会構造上の問題が存在しても、琉球華僑自身が個人で解決すべ
き問題としてとらえてしまうため、琉球華僑同士で団結して問題の解決をは
かることがこれまでなされてこなかった」 （八尾 2014:132）とし、地域社会
10 鈴木 ・玉城 （1997）によると、エンターティナーとして来沖したフィリピン人女性は
繁華街のパーやクラブで働くことが一般的であるが、なかには性的サービスも含まれる
ことがある。彼女らとオールドカマーのフィリピン人の聞の生活レベルの隔たりは大き
いといわれる。
11 米軍基地周辺の沖縄市や宜野湾市のような特定の地域ではアメ リカ人やフィリピン人
が多く居住しているが、 「00人街」のような 「顔の見える」エスニック・ク、ルー プの
集落は存在しない。
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においても顔の見えない存在のままになっていると言及している。一定数の
中国人居住者が確かに存在するものの、沖縄にはチャイナタウンが存在しな
いのだ120 
ただ、過去にはチャイナタウン建設の構想も全くなかったわけで、はなかっ
た。これについて八尾は「戦後の沖縄における中華街構想は、 もともとは琉
球華僑によって提言されたものではなく、筆者が調査を行った限りでは、
1989年に沖縄の官界側から提言されたものがはじめてであると考えられる。
官界側からの働きかけは当時の日本の中央でしきりに掲げられていた国際化
への対応としづ文脈につらなるものと考えられる」 （八尾 2014:145-146）と
指摘している。
つまり、沖縄で、はチャイナタウン構想の担い手となるはずの琉球華僑自ら
がチャイナタウンの構想に着手したのではなく、むしろ県の側が観光産業の
発展を目的とし政治的に創りあげようとしていたことになる1¥
八尾は、琉球華僑は沖縄社会で無視できない規模のマイノリティであるに
もかかわらず、政治的にも社会的にも顔の見えない存在のままであり続け、
さらには顔が見えないのは地域住民にとってだけではなく、琉球華僑同士で
あっても同様だと指摘している。
これまでみてきたように、沖縄社会は愛知県や静岡県にあるような大きな
働き口となる工場などが存在しなし1かわりに、米軍基地を周辺としたビジネ
スに伴いフィリピン人などが流入してきた。しかし、フィリピン人や琉球華
僑にも共通していることは、チャイナタウンが存在しないことからも推測さ
れるように、地域住民とだけでなく、彼らのようなエスニック・マイノリテ
ィ同士のネットワークも希薄であるということである。
丹野清人（2005）は、必要なときにすぐに求めることのできる労働力とし
て扱われる日系人労働者は、当然必要でない時にも地域に存在し続ければな
らないのだが、労働市場の需要によって主に地域住民との外部不経済が引き
起こされる問題を「顔の見えない定住化」と呼んでいる。
また、八尾（2014）も指摘するように、急速に観光化される社会状況を鑑
み、琉球華僑が地域社会の一員として貢献するために提案された 「チャイナ
タウン構想jは、沖縄社会で、琉球華僑が顔の見えない存在のままであり続け
たことや急速な観光化に結び、つけてとらえられてしまったことと折り重なり、
地域住民から理解を得ることができず、皮肉にもその後も琉球華僑は顔の見
えない状況におかれ続ける結果となった。
大きな働き口はなくとも、米軍基地を流入の背景とし、沖縄にもたしかに
「顔の見えない定住化」は存在するのである。さらには、エスニック・マイ
ノリティである当事者同士であっても顔が見えない状況に置かれていること
こそが、沖縄における顔の見えない定住化の特徴であるといえるだろう。
12 鈴木（2005）は中国人、台湾人は那覇を中心とした地域に居住し貿易、商業などに従
事している場合が多いとしている。また八尾（2014）は、もともと中部の琉球華僑の有
力者は米軍関係のビジネスを行っていたとしている。
13 ただし、八尾（2014）は琉球華僑は自らを「華僑でもあり沖縄社会の一員でもあるj
と認識し、 「中華街の建設で、地域経済の活性化につながるならばJと地域住民と共存で
きる機会であるととらえ中華街構想に取り組んでいたと強調している。
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表3 都道府県別にみる在留外国人人口 （2013) （単位：人）
都道府県 総数 アジア ヨー ロッ アフリカ 北米 南米 オセア 無国籍
パ ニア
北海道 22,629 18,237 1,666 258 1, 422 227 813 6 
青森 3,975 3,352 140 24 390 33 35 1 
岩手 5, 505 5,013 132 30 228 57 44 1 
宮城 15,247 13,337 559 123 866 245 106 11 
秋田 3,714 3, 192 164 30 251 20 56 1 
山形 6, 182 5,758 108 17 163 108 27 1 
福島 9,726 8,755 222 42 372 245 88 2 
茨城 51,107 40,403 1, 010 338 967 8, 201 169 19 
栃木 30,727 20,906 381 100 575 8,672 80 13 
群馬 42,171 23,321 433 110 601 17, 552 132 22 
埼玉 123,294 104,300 2,357 1, 373 2,334 12,440 424 66 
千葉 108,848 94,637 2,598 948 2,797 7,254 574 40 
東五ミ 407,067 351, 162 22,873 2,633 20,078 6,307 3,845 169 
神奈川 165,573 133,370 5,871 1,494 6, 169 17,572 972 125 
新潟 13,256 11, 654 563 61 454 402 109 13 
冨山 13, 361 10,072 585 39 218 2,408 39 
石川 10, 773 9,059 309 88 301 954 62 
福井 11, 689 8,865 147 17 196 2,449 10 5 
山梨 13,996 9, 731 188 29 308 3,688 48 4 
長野 31,003 22,959 492 65 714 6,479 271 23 
岐阜 45, 105 32,396 416 138 496 11, 538 120 1 
静岡 75,467 39,554 827 115 1, 141 33,613 202 15 
愛知 197,808 132,615 2,603 708 3, 177 58,016 646 43 
三重 42,945 24,820 317 109 401 17,186 106 6 
滋賀 24,712 13,872 278 33 487 9,939 83 20 
京都 52,266 47,368 2,049 237 1,629 627 344 12 
大阪 203,921 191,219 3, 335 652 3,452 4,166 989 108 
兵庫 96,541 86,666 2,370 323 2,860 3, 617 629 76 
奈良 11, 164 9,505 345 46 416 768 80 4 
和歌山 5,923 5, 431 138 13 202 94 40 5 
鳥取 3,906 3,577 103 64 116 22 24 
島根 5,530 3, 971 72 11 145 1, 305 23 3 
岡山 20,958 18,930 371 70 444 1,045 95 3 
広島 38,736 33,655 677 159 908 3,178 140 19 
山口 13,387 12, 575 193 25 404 156 33 1 
徳島 5,002 4,533 119 63 193 58 35 1 
香川 8, 510 7,426 191 25 205 625 36 2 
愛媛 8,834 8, 138 175 33 239 179 68 2 
高知 3,428 3,054 95 32 157 30 60 
福岡 56,437 51, 714 1,595 387 1, 753 637 339 12 
佐賀 4,387 4,084 95 8 147 18 35 
長崎 7,995 6,970 293 96 516 47 66 7 
熊本 9,693 8,779 277 71 389 79 88 10 
大分 9,862 8,852 367 77 362 104 100 
宮崎 4,262 3,710 153 44 245 49 60 1 
鹿児島 6,443 5,733 211 50 320 60 58 11 
沖縄 10,198 6,456 527 93 2,385 588 126 23 
未定・ 不
3, 182 2,454 251 44 152 117 163 
言羊
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表4 沖縄県各市町村の国籍別在留外国人数 （2013)
市区町村 総数 中国 ~、 'if宅唇 韓国・ フィリ ブラジ ペトナ ペルー 米屋 その他
朝鮮 ピン JI, ム
沖縄県 那覇市 2,552 666 152 262 238 50 194 54 227 709 
宜野湾 941 154 28 64 255 32 3 8 245 152 
市
石垣市 272 28 24 37 47 6 2 24 104 
浦添市 767 71 5 42 69 4 69 5 109 393 
名護市 350 110 7 48 51 13 5 3 55 58 
糸満市 192 45 9 8 33 4 22 71 
沖縄市 1,252 110 19 66 293 21 5 75 477 186 
豊見城 169 53 10 24 17 9 4 25 26 
市
うるま 597 66 6 21 80 2 50 36 214 122 
市
宮古島 208 18 5 19 77 2 34 17 36 
市
南城市 119 12 9 39 5 I 12 41 
国頭郡
国頭村 21 6 2 5 6 
大宜味 11 2 2 6 
キT
東村 B 2 I 1 3 
今帰仁 36 12 5 3 2 8 6 
村
本部町 43 3 4 4 5 1 12 14 
恩納村 337 36 14 19 10 4 4 9 61 180 
宜野座 27 2 2 16 7 
村
金武町 89 4 35 2 2 35 9 
伊江村 13 7 2 2 2 
中頭郡
読谷村 380 9 14 24 45 4 2 3 209 70 
嘉手納 86 3 2 5 35 3 30 7 
町
北谷町 498 40 8 44 97 35 11 175 88 
北中城 311 14 8 55 5 2 134 92 
中十
中城村 110 16 5 9 10 2 9 24 34 
西原町 409 103 17 38 8 6 17 16 36 168 
島尻郡
与那原 99 19 4 15 15 2 8 8 19 9 
町
南風原 73 21 3 4 16 2 2 14 10 
町
渡嘉敷 4 1 I 
キナ
座間味 6 2 1 1 
村
粟国村 4 I 2 
渡名喜
キナ
南大東 19 2 14 2 
キサ
北大東 5 4 1 
村
伊平屋 13 11 1 
村
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伊是名 17 2 3 9 
中十
久米島 27 4 2 2 7 2 1 9 
町
八重瀬 50 7 2 4 18 1 13 
町
宮古郡
多良間 20 17 3 
村
八重山
郡
竹富町 54 2 19 4 14 2 4 
与那国 8 2 5 
町
法務省入国管理局『在留外国人統計 2013年12月末版』 (2014年）より筆者
作成
第2節 アメラジアンとはだれか
前節では、沖縄社会がし、かなるエスニック・マイノ リティを抱え、またそ
れにいたるまでにどのような背景があったのかを数値を用いながら示した。
本節からは、本研究の主たるテーマである「沖縄のアメラジアンj について、
一体アメラジアンとは誰のことを指し、どのような生活を送っているのか、
また、アメラジアンが沖縄社会においてし 1かなるコンテクス トのなかで位置
づけられているのかを示していく。
まず、 「アメラジアンj とは誰なのかという聞いについて紐解いていきた
い。端的にいうと「アメラジアン」とはアメ リカ人とアジア人の聞に生まれ
た子を指す。アメリカ人を指す「アメ リカン（American）」とアジア人を指
す「アジアン（Asian）」の間に生まれたので、その子どもは両者を合わせた
「アメラジアン（Arneras i an）」と表現されているのだ。
しかし、実際にはアメラジアンという語に含意される意味は一様ではない。
アメラジアンを巡る語の認識は日本とアメリカでも大きく異るのだ。照本
(2000）は、 Webster’sNew Worldに記載されている「アメラジアン」の意
は 「米国人とアジア人を両親にもつ人、あるいはそうした祖先をもっ人」と
説明されているとしているが、アメリカ側とアジアの側とでの意味のとらえ
方は異なることを指摘している。つまり、 「さきの辞書にあったのは、要す
るに、 自国内に暮らす多様なエスニシティ・グループ。のーっとしてアメラジ
アンを説明したものである。したがって、おなじアメラジアンを定義するに
も、アジアの側からでは、その語意やイメージが違ってくるのが当然であるJ
（照本 2000:159 160）と述べている。多様なエスニック・グループ。が存在す
るアメリカ社会においては、アメラジアンという表象は、そのグワレーフoを指
し示すカテゴリーのひとつであるにすぎないことに対し、日本における米軍
基地の7割以上が集中する沖縄社会においてアメラジアンという語は、いうま
でもなく「基地を連想させる」表象としてとらえられてきたのである。
アメラジアンについて、野入直美によると「アメラジアン（Amerasian）と
いう言葉は、ヴェ トナム戦争の後にヴェトナムに残された、米兵を父親に持
つ子どもたちの過酷な状況がアメリカ合衆国で社会問題としてとりあげられ
23 
2 
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る中で一般化してきた。ただし、アメラジアンの子どもたちは、 戦時下だけ
でなく、平時における米軍のアジア諸国への駐留によって生まれ続けてきたJ
といわれている（野入 2005:39）。つまり、 「アメラジアンJと呼ばれる
人々は米軍属の父親を持っていることが含意されており、近年よく聞かれる
ようになった「ハーフ」とは区別されることになる。
マーフィ一重松（2011）によると「アメラジアン」という語はもともと、
1892年生まれの作家ノミ ノーレ・パックが1960年代に日本を訪問した際に創りだ
したものだといわれている14。また、マーフィ一重松は 「アメラジアン」とい
う言葉が日本で使われ始めたのはごく最近のことであり、大半のアメラジア
ンは自分をアメラジアンと呼ぶことはないだろうと述べている。このことは、
後述するアメラジアンのインタビ、ュー調査から得られた語りからも裏付けで
きる。 「アメラジアン」という言葉に明確な特性が欠けているとしづ意味で
は「アメラジアン」という語を用いる点では注意が必要である。 「アメラジ
アンJという語はしばしば、 「基地の落とし子Jや「母子家庭の子」といっ
た負のイメージを連想させることがあるからである。
日本では特に、沖縄でアメラジアンが多く存在している。当然、 「アメラ
ジアン」を 「軍属のアメリカ人父親と日本人母親の聞に生まれた子Jと定義
するならば、横須賀や横田、岩固などの米軍基地のある地域でもアメラジア
ンは存在するのだが、米軍基地の規模や戦後の歴史を考えるとやはり沖縄特
有の現象であるといえよう。
また、アメラジアンは「沖縄の無国籍児Jとして称され、 1970年代から
1980年代にかけて国籍法の見直しを迫る無国籍児問題の象徴として取り上げ
られた。萩野芳夫（1981）はアメラジアンを、無国籍日米混血児（Amerasian
children）と称し、アメリカ軍事基地を背景として生じている無国籍の混血
児問題に触れ、国籍法の改正の必要性を訴えた。
とはいえ、 「アメラジアンJという語が沖縄でいっ頃使われるようになっ
たのかは明らかにされていない。確かに、パール・パックが1960年代の来日
の際に「アメラジアン」という語を創ったとされているが、アメラジアンた
ちは一般的には 「混血児」 や「国際児Jなどと称されていた。後述するが、
日米の国籍法の網から抜け落ちたことにより生じた「沖縄の無国籍児」の問
題が深刻化し、 1970年代から1980年代にかけて国籍法の改正を求める声が高
まっていった時期があった。この時期に萩野芳夫が混血児を、 「無国籍日米
混血児（Amerasianchildren) Jと称したように、 「混血児Jとしづ言葉の
使われ方は「国籍法」の見直しを分水嶺として次第に変化していったものと
思われる。
伊高浩昭（1979）は、 「混血児j とし1う言葉について、混血児は異民族問
に生まれた子を意味する日本独特の表現であり、戦後の米軍占領時代から広
14 佐藤亮一 （1977）によると、パールパックは1892年6月26日ウエス トパージニア州ヒ
ルスポロに生まれ、1938年に『大地』でノーベル文学賞を受賞している。アメリカに生
まれたが、生後四ヶ月には宣教師の父母に連れられ中国に渡り、 18歳でアメリカの女子
大学に入学するまで中国で、育ったといわれている。中国をはじめとするアジアを舞台に
した作品を多く残した。 「アメ ラジアン」という語を生んだとされるのは1960年 （68歳）
5月24日に『大つなみ』映画化のためシナリオ執筆で来日した際か、あるいは再来日した
同年8月下旬頃だと推測できる。
24 
く使われるようになったと述べる。嘉本伊都子（2001）もいうよ うに、 国際
結婚としづ言葉自体が日本特有のものであるといえる。 「国際結婚」という
語は「一億純血日本人Jの幻想のもとに誕生した語であり、日本で使用され
る場合にのみ効力が発揮される。伊高（1979）は、 「国境」や 「民族Jより
も「男女」が先にあると考える世界の大部分の地域では 「混血」が当たり前
のことで、 「混血児Jなどという無意味な言葉はなく、 「混血児」という言
葉が存在するとしづ不幸は、当事者よりも「純血日本人」全体にとってのほ
うがより深刻であると述べている。
また、 「国際児j という語についても特筆しておかなければならない。
「混血児」が戦後から一般的に使用されてきた語であるとすれば、 「国際児J
という語は混血児という言葉の使用に自戒の意を込め、同語がもっ暗いイメ
ージからの脱皮を図るために肯定的にとらえ直した語であるといえる。 伊高
( 1979）によると、国際児は 「生来、肉体的、文化的多様性を備え、国際時
代に自由に活動できる資質を持つ児童」としづ意味から称されるようになっ
たものの、混血児よりはずっといいが、それでも苦し紛れの表現であり、
「国際児」から 「ただの子ども」になる日を期待しながら暫定的に 「国際児J
という語を選択していると述べる。
現在、 「アメラジアン」という語は沖縄社会においても一般的に認知され
た語であるとは言し嘆お1といえよう。むしろ、戦後社会の急速な動きのなか
では 「混血児」や 「あいのこj 「ひーじゃーぬ目 15」 「基地の落とし子j 「GI
チルドレンJなどといった戦争を連想させるような差別的な形容のされ方を
していたように戦後から現在にいたるまで、アメラジアンは「個人」の領域
では差別・偏見や貧困、無国籍といった諸々の問題を抱えながらも、 「集団J
としては輪郭のぼやけた広義の意味としての 「マイノリティ」として扱われ
た。彼らの問題は、アメラジアン特有の問題ではなく、あくまでも国際結婚
によって生まれた国際児なら誰もが経験しうるであろう問題と一緒くたにさ
れてしまっていたといえよう。
現在では、 4章のアメラジアンからのインタビュー調査で得られた語りから
も分かるように「アメラジアンJは一般的に「ハーフj （あるいは「ダブノレj
「ミックス」）といった語で形容されることが多いといえる。
さて、沖縄には現在どの程度のアメラジアンがいるのだろうか。実は、沖
縄にいったいどのくらいのアメラジアンがし1るのか、という問いには答える
ことができないといわれている。
野入は「毎年、約260人の、 アメリカ人の父親と日本人の母親を持つ子ども
が生まれている。また、海外で出生し、母親に連れられて沖縄に移動してく
る子どもたちもいるJとしているが、 「父親が現役の米軍人・軍属である場
合、子どももその家族として日米地位協定によって保証された身分、 SOFA
(Status of Forces Agreement）となり、外国人登録の対象から外される。
統計的に正確な人数は、不明である」と、実際にアメラジアンが沖縄にどの
くらいいるのかという人口統計は不明だとしている（野入 2005:39）。
15 山羊の目の意。青い瞳に対する蔑称としてしばしば使われる。
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図1 沖縄県と東京都におけるアメリ力人父親と日本人母親の子の出生数の推移
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図1は1993年から2013年までの沖縄県と東京都におけるアメリカ人父親と 日
本人母親の夫婦問に生まれた子の出生数の推移である。1993年から2013年ま
で、年度によっていくらかの増減があるものの沖縄県、東京都のどちらも全
体的に右肩上がりで増加していることがわかる。
特筆すべき点は東京都と比較した沖縄県の総人口に占めるアメリカ人父親
と日本人母親の子の出生数である。東京都のホームページによれば、 2014年
の東京都の総人口は13,294,039人である1＼一方で、沖縄県企画部統計課人口
社会統計班の統計資料によれば沖縄県の2014年の総人口は1,423,736人であり、
沖縄県の総人口は東京都のl割程度であることがわかるへ
東京都と沖縄県では総人口の人口差に10倍近くの大きな差があるものの、
アメ リカ人父親と日本人母親の聞に生まれた子の出生数は、最も差が生じた
2008年であっても142人であり、 1996年ではわずか14人の差しか生じていなし＼0
このことからも、いかに沖縄でアメリカ人男性と日本人女性の聞に生まれる
子が多いかが容易に想像できるだろう。
しかし、 実際には図lの示すデータが全てアメラジアンの出生数であるとは
いい難いのが現状である。なぜなら先に野入が述べたように総務省統計局の
調査では、アメリカ人父親が「軍属」であるかどうかという事実まで明らか
16 総務省統計局ホームページ参照。 (http://www.e・ 
stat.go.jp/SG 1/estat/GL08020102.do?_toGL08020102 &tclassID=000001041645&cycleCo 
de=7 &requestSender=estat) 2014年12月4日取得。
17 東京都ホームページ参照。
(http://www.metro.tokyo.jp/INET/CHOUSA/2014/01/6001 ulOO.htm) 2014年12月4日
取得。
18 沖縄県企画部統計課人口社会統計班ホームページ
(http://www. pref.okina wa.jp/toukeika/estima tes/estima tes_suikei.html) 2014年12
月4日取得。
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にされていなし＼からである。何度もあるように、 「アメラジアン」という語
には「軍属の」アメリカ人父親と米軍基地の所在する地元のアジア人女性と
の聞に生まれた子であることが含意されている。図1はあくまでも 「国籍別」
の統計であり、アメリカ人父親の職業までは考慮、されていないため、アメリ
カ軍基地とは無縁の生活を送る在日アメリカ人父親と日本人母親の子も当然
含まれるのである。
また、 「軍属のアメリカ人父親をもっ」とアメラジアンを一旦定義付ける
とするならば、本来その定義に該当するような子でも、出生前に両親が離婚
しておりアメリカ人父親の行方が分からない母子家庭で生まれた子や、 出生
後の届け出がなされてない子ども、後述する「無国籍」扱いとなるアメラジ
アンの子どもは対象から省かれることになる。
以上をふまえると、沖縄における外国人登録者数と、実際に沖縄に居住し
ている米軍人・軍属を含めた外国人の数は、米軍属のアメリカ人の数が含ま
れていないため統計と実態が事離した状態にあるといえるだろう。
沖縄社会において、アメラジアンは確かに存在しているものの、今までに
どの程度の人々が居住しているかを把握する調査は行われたことがなく「サ
イレント・マイノリテイ 19」として位置づけられる。このため、彼らは教育権
をはじめとする学校選択の不自由や、名前や顔立ち、肌の色からいじめ・差
別などといった諸問題を経験している。さらに、沖縄ではアメリカ軍と日本
章による「沖縄戦」の悲惨な歴史を経験したことから「アメリカ人Jに対す
る偏見や敵意をもっ者が現在で、も存在する。アメリカ人男性との結婚を周囲
から猛反対されたり、 「敵国の男と結婚した」と親族ネットワークから爪弾
きにあう女性もいる。
お母さん（のお母さん）が、 （アメリカ兵と結婚するなんて）裏切られ
た、みたいになって、出て行け、って。父さんの父さんも、すっごいアメ
リカ人で、第二次世界大戦にも出て（参戦して）、日本に対しての考えが
すごしVトさかったから、日本人と結婚するなら出て行けって。どっちもそ
ういう状態になったんだけど、今は二人がほんとに愛し合って、ここまで
やってきてるっていうのをどっちの家族も見ているから、許して、もう全
然、問題ない。 （野入 2005:42)
いうまでもなく、アメラジアンの両親が夫婦円満だという家庭も存在する
し、アメリカ人父親の積極的な沖縄的親族ネットワークへの介入が親族の認
識を改善させるケースもあるのだが、沖縄社会において、米兵との結婚は単
なる国際結婚では片付けられない背景と親族の戸惑いのうえに成り立ってい
ることを認識すべきであろう。
19 照本祥敬（2001）で用いられた語である。 「声」を、したがって「権利」を奪われて
きた少数派の意。
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第3節無国籍とアメラジアン
3 1.養育費の問題
アメラジアンの問題は、しばしば貧困の問題と関連付けて語られる。それ
は、アメラジアンの両親の多くが離婚を経験しているといわれていることか
らもわかるであろう。往々にして、アメラジアンと母子家庭は同じコンテク
スト上で語られることが多いのだ。
外務省によると日本において1970年で5,000件ほど、だ、った国際結婚は、 1980
年代後半から増加しはじめ2005年には年間40,000件を超えたといわれているへ
国際結婚が増えたということは同時に国際離婚も増えるということである。
これにより、離婚後の扶養義務の不履行、さ らには離婚手続き自体が難航す
るケース、また、 一方の親による同意のない子の国外への連れ去りなどとい
った新たな問題が生じることになったへ
養育費が支払われないケースは、主にアメラジアンを子に持つシングルマ
ザーからの「悲痛の叫びJとして常々問題とされてきた。米兵との恋愛を経
て結婚したものの離婚にいたり、夫が行方不明となったことで女手ひとつで
残された子を養わなければいけない。さらには、夫の消息がわからないため
に養育費も請求することができず、米兵と結婚したという理由で親戚の援助
も受けれないため貧困から抜け出せないといった事例は数多く報告されてい
る。
例えば、福地（1980）は沖縄のアメラジアンとその母たちの抱える諸問題
を、数多くのインタビュー調査から問題ごとに事例をカテゴリー化し、列挙
したうえで沖縄のアメラジアンの実態について触れている。以下は扶養義務
の不履行について、アメラジアンを子に持つ母親、伊波ツヤ子（29）の事例
である（人名は全て福地による仮名である） 。
（前略）昭和五O年突然離婚審判書が送られてきた。夫がオハイオナ卜｜
で離婚申立をし、妻への出頭期日の広告を新聞紙上になし、出頭がない
ので夫の主張通りに離婚が成立したのである。長女の親権者を母親とし
ておきながら、養育費支払については定めがないという片手落である。
更に次女については全く記載がない。
夫は審判書送付後行方不明となっている。ツヤ子は娘二人の日本への
帰化を希望しているが、必要書類の入手が困難である。本来米国籍を取
20 外務省ホームページ （http://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr一ha/page22_000843 .html) 
21 ハーグ条約は1980年10月25日に作成され、日本では2014年4月1日から発効されてい
る。2014年時点で91カ国が条約を結んでいる。外務省によると、ハーグ条約は「国際的
な子の奪取の民事上の側面に関する条約」と位置づけられている。これによ り、国境を
越えて連れ去られた子の変換申し立ての手続きは可能になったが、同条約では養育費に
ついては言及されておらず、養育費の請求についての法的拘束力はない。
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得してから帰化すべきであり、一五才以下であるため、両親の帰化同意
書が必要である。 （福地 1980:90)
さらに、養育費の仕送りの約束が守られなかった伊地和子（34）と徳里伸
子（28）の事例を以下に並べる。
昭和四二年二月アメリカ人と結婚、同年一二月には男児が出生した。
翌年四三年一家そろって渡米、四四年には次男が出生した。
夫は陸軍を除隊した後は、日雇いの労務をしていたが、仕事は毎日あ
るわけでなく、経済的に困窮し、口論がたえなかった。
和子は沖縄の母親に旅費を送金してもらい、子供達をつれて帰ってき
たが、夫は養育費仕送りの約束を守らず、請求しでも少額送られてきた
り、途絶えたりで大変困っている。 （福地 1980:91)
続いて、徳里伸子の例を以下に挙げる。
伸子の夫マツダは、日本人であったが、母が彼を連れてアメリカ人と
再婚、渡米したので、一三歳の時アメリカ籍に帰化して、アメリカ市民
権をとり、空軍兵として沖縄に来ていた。正式結婚後、子供が生まれ、
アメリカ領事館に出生届を出したところ、マツダが自分の子供に国籍を
与えるための条件－米国内に－o年以上居住すること をー充たしていない
ので、子供はア，メリカ籍にはならないとのことであった。当時マツダは
二一歳であった。上の子の問題も片付かないうちに、次の子が生まれた。
その頃から夫婦聞が不和になり、別居するようになった。子供達のた
めに何とかよりを戻そうとしたが、その度に口論となり、結局性格の不
一致を理由に、家庭裁判所で調停離婚した。離婚の条件は、子供達の親
権者は父親と指定するが、当分の間母親が養育し、父親は母親に毎月養
育費を支払う。また慰謝料を月払で支払うことで、あった。
その後マツダは沖縄勤務を終えて離日した。沖縄勤務中は調停条項通
り、養育料と慰謝料の支払いがあったので それがずっと続くものと思
っていた。しかしその後何の連絡も送金もないので、伸子が軍に訴えた
ところ、マツダは特殊部隊員であり、米軍機密保持のため彼の部隊の転
属先についてはコメントできないが、伸子からそのような訴えがあった
旨本人に伝える。それ以上のことはできないとのことであった。しかし
その後も本人から何の音信もない（後略） 。 （福地 1980:91-92)
以上の事例からも分かるように、離婚が成立しても最初のうちしか養育費
が支払われなかったり、請求しようにも前夫の行方がわからなくなるケース
があるため、母親たちはどこにも相談することができずに泣き寝入るほかな
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い状況に追い込まれることが多い。さらに、徳里伸子の事例のように、国籍
法が原因でアメラジアンの子どもが「無国籍」になってしまう問題も生じた。
1972年5月15日、沖縄はアメリカから日本本土に返還されたが、沖縄県の本
土復帰後の後遺症のーっとして「無国籍児」の問題が人権、社会問題として
大きくとりあげられた。逆説的にいうと、無国籍児の問題が大きくなること
でようやくアメラジアンの存在が全国的に認知されるようになったともいえ
る。
沖縄におけるアメラジアンの変遷をたどるためには、日本における国籍法
概念の変遷を追う必要がある。なぜなら沖縄のアメラジアンは「無国籍児」
として国籍法の法の抜け穴に陥ることによってはじめて陽の目を浴び、国籍
法の改正とともに存在を主張していくようになったからである。次節では
「無国籍」となってしまったアメラジアンの子どもたちについて取り上げた
3 2.無国籍児
谷口優子・与世田兼稔（1981）によると、国際福祉相談所の1981年2月13日
時点での資料によれば、沖縄では1981年時点で3,500人前後と推定される国際
児＝混血児（アメラジアン）がいて、このような国際結婚の中から無国籍児
童が生まれてきていると述べている。
また、金城（1984）によれば、沖縄の無国籍児の実数を完全に把握するこ
とには限界があるとしづ。 1978年時点12月時点で、国は、沖縄県内に在留す
る無国籍者で外国人登録をしている者は79人であるとしているが、この数字
をそのまま沖縄の無国籍児の数と見ることはできないと指摘している。無国
籍者のなかには日本への帰化を目的として自らの意思で中国（台湾）国籍を
離脱したケースなどが含まれており、アメラジアンだけの数字だとは限らな
いからである220 
無国籍者として外国人登録をしている人のなかには、日本への帰化を
目的として自分の意思で、中国（台湾）国籍を離脱したケースなどが含
まれている。日本人女性と外国人男性との聞に生まれた無国籍児とはか
ぎらないのだ。 一方、法の光の届かないところで、外国人登録もせず、
学校へもし 1かないで、ひっそりと隠れ住んでいる子どもたちも少なくな
い。子どもが無国籍だとわかると、自分から引き離されてアメリカへ強
制送還されてしまうと思い込んで、逃げまわっていた母親もいたほどだ
からー・。 （金城清子 1984:64) 
22 陳天璽 （2011）によると、 1972年の日華平和条約の終結を機に東京の中華民国の大使
館は閉鎖され、 中華人民共和国の大使館となった。これにより、中華民国・台湾を支持
してきた者は苦境に追い込まれた。戦後来日し、中華民国国籍を証するパスポートを所
有していた者たちは、国交のない国の国民として生きていくか、中華人民共和国に国籍
を変更するか、日本国籍に帰化するかという選択を迫られた。なかには陳の家庭のよ う
に、中華人民共和国も日本も選択せず、 「無国籍も国籍のひとつ」として自主的に 「無
国籍」を選ぶケースもあった。
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1978年のアメリカの国籍法の改正まで、アメリカではたとえ出生時にアメ
リカ国籍を取得していても国外で外国人と結婚して生まれた子の場合、本国
での居住歴が5年以上なければアメリカ国籍は失効してしまうという規定があ
った230 
金城清子（1984）によると「『アメリカ合衆国移民及び国籍法』には、合
衆国外で外国人と合衆国市民とを両親として生まれた子の場合は、出生によ
ってアメリカ国籍を取得しても、二十三歳に達する前にアメリカにきて、十
四歳から二十八歳までに、継続して五年以上アメリカに居住しないと、取得
した国籍を失うとしづ規定がある。七二年（昭47年）、この居住要件は二年
に短縮されはしたが、アメリカ国籍児への影響は大きかったJ （金城
1984: 77）とある。
アメリカ合衆国移民及び国籍法第三O一条（a)(7）「合衆国及びその海
外属領外において、両親の一方が外国人で、他の一方が合衆国市民であ
って、合衆国市民たる親が、合衆国もしくは海外属領に通算－o年以上、
その－o年のうち少くとも五年以上は一四歳に達してから事実居住した
者より出生した子j は米国籍を取得する。国際結婚して母が子供を引取
り、引続き沖縄に居住するというケースは非常に多い。その場合母に引
き取られた子は、自ら米国籍をもつが、 自分の子に米国籍を与える資格
がない。しかるに、その子が正式に結婚した場合は、生まれてくる子は
父が米国籍であるので母の戸籍には入れない。両国の法律の狭間に置き
忘れられた問題である。 （ケリー正代 1980:33)
また、石田（1980）も以下のようにアメリカの国籍法が両親と子の別居を
強し、るものであるとの批判にさらされたと述べている。
一九五二年「移民・国籍法J三O一条（b）項によれば、合衆国外で外国
人と合衆国市民とを両親として生まれた合衆国市民は、二三歳に達する
前に米国に来て、一四歳から二八歳までの聞に、継続して五年以上事実
居住しないと、その市民権は喪失するとされていた。しかし、海外で生
活する米国市民から、市民権留保のため、両親と子どもが五年間もの別
居生活を強いられることに、批判の声があがっていた。一九七二年－o
月二七日の改正により、居住要件は二年に短縮されたが、この要件を充
たさない限り、海外出生の子どもたちの市民権が失われ、無国籍となる
可能性は依然として存在した。 （石田 1980:38)
23 石田 (1980）によると、 1978年10月10日の移民・国籍法改正により、三四九条及び三
五二条から三玉玉条までの削除とともに、市民権保有のため米国での二年間の居住要件
を規定する三O一条（b）項も削除され、この改正により日本においても、約4,000人の
合衆国市民権喪失。無国籍発生の事態は回避されたことになる。
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つまり、アメリカ人と日本人を両親に持つアメラジアンの子弟たちは、ア
メリカ合衆国移民及び国籍法第31条（a)(7）項に則り、アメリカ人の父親が10
年以上（10年のうち少なくとも5年以上は14歳に達してから）アメリカ領土内
に居住歴があれば、アメリカ領土の一部であった沖縄で出生したことで自動
的にアメリカ国籍を取得することができた。アメラジアンの子弟たちが継続
してアメリカ国籍を保持するためには、 14歳から28歳までの14年間のうちに
継続して5年以上アメリカで居住しなければいけない。23歳に達するまでに渡
米しなければ、 28歳になるまで5年以上アメリカで居住することは理論上不可
能であるため、 「23歳」という年齢がアメリカ国籍保持のデッドラインとさ
れたのである。
しかし、出生直後に両親が離婚し母親に引き取られ沖縄に渡るケースや、
沖縄で出生したもののアメリカ人の父親は母国に戻り行方不明となるケース
は数多く報告されている。先の福地の挙げた事例からもわかるように、離婚
もしくは事実上の離婚後に母国であるアメリカに戻った元夫が養育費を支払
わずに行方不明となるケースから、貧しい母子家庭で育つアメラジアンたち
がアメリカに渡る旅費や現地での滞在費を十分に確保できるほど生活に余裕
があるとは限らない。むしろ、そういった例は稀であろう。
福地は、母子家庭のアメラジアンの貧困について「混血児の家庭は一般的
に貧しい。混血児の属している世帯の約八割が母子世帯であり、経済的援助
を必要とする世帯がひじように多い。母子家庭にとってもっとも深刻な問題
は、低い所得であり、平均的にみてパートで働くために平均の月収が僅か五
万円程度である。それがために、まず独立した住宅をもつこともできず狭く
て安い部屋に間借りをせざるを得ないし、教育の面でも上級学校へ進学させ
得ない問題があるJ （福地 1980:145）と述べている。貧しい母子家庭のアメ
ラジアンにとって、アメリカに渡ること自体が現実的ではないうえに、アメ
リカ本国からも渡航についての経済的援助は一切受けられない。こうして、
23歳に達するまでにアメリカが定める居住歴を満たすことができず「無国籍j
となるアメラジアンが問題とされたのである。
また、金城（1984）によれば、無国籍児は、永続的な愛情を誓った正式な
国際結婚から生まれるとされている。これは、正式な婚姻関係を結んだがた
めに生じる法の矛盾であるといえる。つまり、外国人男性との事実婚や、同
棲関係、一時的な交渉から生まれた婚姻関係にない子どもは、 「父を知らな
い子」として扱われ、母親と同じ日本国籍を自動的に取得するからである。
皮肉にも、婚姻届を出した時点で、それ以降、将来的に万が一アメリカ人の
夫と離婚するということになった場合、アメラジアンとして生まれた我が子
は「無国籍」として扱われる危険性を苧むことになるのだ。
さて、谷口・与世田（1981）や金城（1984）によると、アメラジアンの子
どもたちが「無国籍」となるメカニズムは国際福祉相談所の資料にもとづい
て大きく3つの類型に分けられると述べている。一つ目は「純粋無国籍児」の
ケース、二つ目は「未就籍国籍児」、そして三つ目が「婚姻外無国籍児」の
ケースである。
一つ目の 「純粋無国籍児」のケースを以下に挙げる。
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A子の母は、高校卒業後、アメリカ軍の将校クラブでウェートレスとし
てイ動いてた時にアメリカ人と知り合い結婚した。一年後A子が生まれた。
そのときA子の父は十九歳になっていなかったので、子どもにアメリカ国
籍を取得させるための居住要件を満たすことが出来ず、 A子は無国籍とな
った。父はその後ベトナム戦争に参加し、頭に重傷を負って、妻子のも
とではなく、直接アメリカに送還されてしまい、現在まで連絡もなく、
生死すらわからない。母は、父はいつかは帰ってきてくれると信じて、 A
子を育てながらその帰りを待っている。
A子は間もなく結婚適齢期を迎えようとしている。しかし籍がなくては、
結婚もできないだろうと母にもいえず悩んでいる。 （金城 1984:6970) 
「純粋無国籍児」にあたる無国籍の子どもは、出生地主義を採用している
アメリカの「アメリカ合衆国移民及び国籍法」と、日本の「国籍法」の法の
狭間に産み落とされた子どもたちといえる。当時の日本の国籍法では、父親
が判明しているならば子は自動的に父親の国籍を取得することができるが、
子は母の国籍を取得することができなかった。
谷口 ・与世田 (1981）によれば「純粋無国籍児」を「これは、日米国籍法
の消極的抵触によって生じた無国籍児である。即ち、米国人男性と日本人女
性が法的に結婚した場合、日本国籍法によれば、その間の子は日本国籍を取
得する可能性はなし＼（国籍法二条）。他方、アメリカ合衆国及び国籍法によれ
ば、米国人親がその子に米国籍を取得させるための要件として『満14歳から
継続する五年間を含む10年間以上アメリカ本国に居住している場合』（第301
条g項）と定めているため、米国人父親が19歳以下で、あったり、米国本土での
居住年数が10年に満たない場合には、その子は父の米国籍も取得できない（
後略）」 （谷口・与世田 1981:21) と説明している。
次に、 「未就籍無国籍児」のケースをみてみよう。
E子、 F子の母は、 1976年（昭51）に父と結婚。七七年にE子が、七八年
にはF子が、ともに桑江米軍病院で生まれた。ところが父は、二人の出生
届をせず、七九年に、妻子を放置したままアメリカへ帰ってしまった。
妻は夫がいつ帰国したかもわからなかった。
E子、 F子の父は、居住要件を満たしていたので、法律的には二人はア
メリカ国籍を取得している。だが、子の出生届をしてアメリカ国籍をも
っていることの証明となるパスポートをアメリカ領事館から発給しても
らうためには、父が、自分が父であること、居住要件を満たしているこ
となどを明記した宣誓供述書を作成して手続きをとらなけばならない。
父がこの手続きをとらないと、子は、法律上はアメリカ国籍だといって
も、それを証明するパスポートがないので、アメリカは自国民とは扱わ
ない。現実には無国籍である（後略） 。 （金城 1984:7172) 
33 
以上からも分かるように、 「未就籍無国籍児Jは、夫はアメリカでの居住
要件を満たしているため、観念上はアメリカ国籍となるものの、なんらかの
理由によってそれを証明する「書類」が取得できないために、アメリカ市民
として扱われず、結果として「無国籍」と同様の状況に陥ったケースである。
ケリー（1980）によれば、アメリカ人の父親の出生証明書、居住要件を証明
する書類、親子関係を証明する宣誓供述書等は、アメリカのプライパシー法
により、本人の署名がなければとることはできない。日本のように印鑑と委
任状で他人の戸籍謄本をとることはできないのである。そのため、父親の行
方がわからず連絡がとれなかったり、父親が服役中で、あった場合は必要書類
を揃えることが如何に困難であるか容易に想像がつくであろう。
最後に、 「婚姻外無国籍児」であるが、ケリーは無国籍児で最も多いケー
スがこのケースであると述べている。これはつまり、夫と正式な婚姻関係に
ある妻が、他の男性との聞に子を生むことで生じる問題である。ケリーによ
ると 「夫と法律上は婚姻継続中の母が、夫と別居中他の男性との聞に子を生
むと、子は法律上の夫の子としての嫡出推定を受ける。あるいは、離婚して
も、離婚成立後三00日以内に生まれた子は、前夫の子と推定されるJ （ケ
リー 1980:34）とある。
なんらかの理由で婚姻関係にある夫と連絡がつかず音信不通となっている
問、他の男性との聞に子が生まれたとしても行方不明となった夫と離婚する
ための必要書類を集めることが難しいうえに、谷口・与世田がいうように、
前夫との法律上の婚姻関係が残ってしまうことでそれが障害となり、 母の戸
籍に入ることができないことで無国籍となってしまうのである。
表5 1978年時点の沖縄の無国籍児数（単位：人）
解決済み 未解決
純粋無国籍児 2 4 
未就籍無国籍児 10 12 
婚姻外無国籍児 23 21 
その他 2 
計 35 39 
谷口 ・与世田 1981:21より筆者編集
以上のよ うに、沖縄の無国籍児は、日中国交回復によって「台湾籍Jが認
められず、自ら「無国籍」を選択した華僑などとは対照的に、ある日突然無
国籍を告げられたのである。さらに、その大半はまだ生まれて問もない赤子
や国籍の概念もままならない子どもで、あった。
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次節では、日本の国籍法の概念と変遷を追い、国籍法一部改正のきっかけ
となった「国籍確認請求控訴事件」の裁判から、戦後の後遺症として個人の
領域に限定されてのみ問題視されていたアメラジアンがようやく集団として
権利を主張してし1く潮流をとらえてしだ。
第4節 国籍法から考えるアメラジアン
丹野清人（2013）は、平賀健太による『国籍法』上下巻本（上巻：1950、下
巻：1951) と黒木忠正・細川清の『外事法・国籍法』 (1988）を用いて日本に
おける国籍概念の変遷をまとめている。丹野によれば、日本の国籍法の変遷
は以下のようにまとめられる。以下の表6に時系列順に並べ、要点をまとめる。
表6 日本における国籍法の変遷
1873年 明治六年布告（明六布告） 。日本の国籍法の出発点。現代における
「国籍」として把握されるものが登場（ただし「国籍Jという用語
ではなく「日本人たるの分限」という語が使われている）
(1890年） 旧民法。施行はされず。
「日本人たるの分限」から「国民たるの分限jへ変化。
1899年 国籍法（＝旧国籍法） 。国内法であると同時に国際私法。父系血統
主義。
1945年 日本敗戦。
1950年 旧国籍法改正（＝「新国籍法」） 。
植民地であった外地戸籍の人々にも日本国籍を認めていたものが、
内地戸籍の人々のみとなる。
日本人との結婚、養子入りによる家のなかでの身分の取得を理由と
した日本国籍取得を否定。父系血統主義を維持。
1972年 沖縄県本土復帰。
1977年 日本で初めて国籍法意見訴訟。父系血統主義と衝突。アメラジアン
無国籍問題。
1979年 国連が国連女性差別撤廃条約採択、 1981年発効。
1984年 新国籍法一部改正、翌年施行。父母両系制の血統主義採用。
1985年 日本が国連女性差別撤廃条約締結。
2009年 新国籍法改正。
丹野 2013:72-80、石田 1980:37をもとに筆者作成
沖縄のアメラジアンの「無国籍児J問題は、 1985年の国連女性差別撤廃条
約の批准によって浮き彫りにされた。それまで、日本国民の男性を父親とす
る場合にのみ、子に日本国籍を認める従来の国籍法の父系優先血統主義が採
用されていた。しかし、父系優先血統主義の性格が男女平等の原則に反する
ものだとし、母親からも子に国籍の継承を可能にする法改正を求める声が高
まったのだが、あくまでも男女平等の原則に反するものととらえられていた
もので、沖縄の無国籍児のアメラジアンと母親たちの存在は欠落していたの
である。
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丹野によれば、 1950年に改正された旧国籍法は「日本人と結婚したり、日
本人の家に養子に入ったりすることによる、家のなかでの身分の取得を理由
とした日本国籍の取得を否定したJ （丹野 2013:74）とあり、さらに「この
結果、日本の国籍は出生による国籍取得以外は個人の意志に基づく帰化行為
だけを国籍取得理由とするものとなったのである」 （舟野 2013:7475）とあ
る。
1899年成立の旧国籍法は、 1950年改正の新国籍法になっても父系血統主義
の性格を維持した。そのため、丹野がいうように、 1985年の女性差別撤廃条
約第九条第二項の「締結国は、子の国籍に関し、女子に対して男子と平等の
権利を与える」との文言は父系血統主義と衝突することになったのである。
また、 1977年には無国籍児の問題が日本で初めて国籍法の意見訴訟として
東京地裁に提訴された2＼石田によると「訴えを起こしたのは、アメリカ人S
氏を父、日本人を母とする生後三ヶ月の女の子で、あった。 S氏夫妻は娘の出生
届を東京港区役所に出し、日本人として母の戸籍に記載することを求めたが、
国籍法を理由に受理されなかった。また米国領事館からも、 S氏の米国市民権
が子に市民権を継承できる条件を充たしていないと、娘の米国市民権が、認
められなかったj （石田 1980:37）とある。
本訴訟は「国籍確認請求控訴事件」として取り上げられ、 1982年6月に判決
が下っている。
畑尻剛は「原告は、国籍法の父系優先血統主義は憲法一四条・二四条二項
の両性平等原則及び一三条の人権尊重主義に反するものであり、父母のいず
れかが日本国民である子は出生により日本国籍を取得するものと合憲解釈す
べきであると主張して、原告が日本国籍を有することの確認を求める訴訟を
提起した」と当時の訴訟の概要をまとめている2¥
結果として、原告側の控訴は棄却されることになった。裁判所は「ある規
定が実定法上に存在しないとき、それがいかに憲法上望ましいものであろう
とも、違憲立法審査権の名の下に、これを存在するものとして適用する権限
は裁判所には与えられていなしリとしたお。つまり、国籍付与制度自体の違憲
性を論じ、合憲となる国籍法を制定するのは国会の権限かっ義務で、あり、裁
判所はこのような権力の範曙外にあると結論づけ棄却したのである。
畑尻によると、本裁判の論点は以下の4点にまとめられる。
24 昭和国年（行コ）第27号国籍確認請求控訴事件。東京高裁昭和57年6月23日判決。
25 東京地裁は昭和56年（1981年） 3月30日の判決で、 「口国籍法の父系優先血統主義の父
母の性別による差別は、 重国籍防止にとって必要かっ有用なものであるが、これのみで
は差別を正当化することはできない。日現行国籍法が、父系優先血統主義の結果日本人
母の子で日本国籍を取得できないこととなるものについて日本人父の子と差別のない地
位を取得することを可能ならしめている補完的な簡易帰化制度を併せともなう限りにお
いて、立法目的との実質的均衡を欠くとまではいえず、 『これを著しく不合理な差別で
あるとする非難を辛うじて回避し得るものであると考える』として、原告の請求を棄却
した。原告はこれを不服として控訴した」とある。畑尻剛， 2000,
「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例百選｜』有斐閣，
76-77参照。
26 畑尻岡IJ, 2000, 「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例
百選 I』有斐閣， 76-77参照。
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①子が親の性別による差別の違憲性を主張できるか、国籍の存在の確認を
求める利益など、訴訟の適格性の問題。
②憲法上、国籍取得の権利・国籍継承の権利が認められるかという問題。
③父系優先血統主義が憲法の男女平等原則に違反するか否かという問題。
④違憲の差別が行われている場合これをし1かに救済するかという問題。
畑尻は、本判決はもっぱら④について検討したものであると論じている。
裁判所は判旨において、父系優先血統主義は今日では十分に合理的なものと
はいえないとしながらも「立法者が法の欠恨の補正をするための法改正ない
し新法制定をすると仮定した場合に、立法政策上複数の選択肢が考えられる
場合には、そのいずれかを選択するかは立法者に任せられるべきであり、条
理の名によって裁判所が選択決定することは許されないものというべきであ
る」としている2¥
また、 「本件の場合、国籍取得の要件として、生地主義を採用することも、
両親血統主義を採用することも、また、片親血統主義中の父母両系平等主義
を採用することもすべて憲法の諸原則に違反していない。」とまとめている280
つまり、国籍法改正においてこのうちのどれを採用するかという選択は国会
の自由であるため、司法府である裁判所は特定の基準を採用してこれを実法
の法として適用することはできないというわけである。
これに対し畑尻は、 「生地主義」、 「両親血統主義」を「父母両系平等主
義」と同列に論じている裁判所の判旨に疑問を呈している。畑尻によると
「なぜなら、 『現行国籍法においては、血統主義が一つのシステムとして合
憲的に成立しており、日本人の父親の子どもは出生によって無条件に日本国
籍を取得しているという事実があるのであって、そのシステム内の違憲性の
除去にあたって、別のシステムを考慮するに及ぱなし吐からであり、また、
国際的な趨勢・女性差別撤廃条約批准のための法整備の必要性・改正作業の
進捗状況など本訴訟前後の具体的状況に照らして考えれば、 『立法府が片親
血統主義を維持する蓋然性が高し1』からである」と理由付ける2＼したがって、
裁判所が権利の拡大解釈の措置をとったからといって、それがすぐに立法者
の裁量を侵害したことにはならないのだと畑尻は主張する。
本裁判は1988年4月、控訴人が上告を取り下げたことで幕切れを迎える。本
訴訟と同時期に開始された新国籍法の改正作業が完了したからである。1984
年2月23日の総会で法制審議会は「国籍法の一部を改正する法律案綱領Jを採
択し、これを法務大臣に提出していた。結果として、 1984年5月25日「国籍法
及び戸籍法の一部を改正する法律」が成立し、 1985年1月1日から施行された。
これにより、父系優先血統主義は「子は、出生の時に母が日本国民であると
27 畑尻剛， 2000, 「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例
百選 I』有斐閣， 76-77参照。
28 畑尻岡IJ, 2000, 「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例
百選 I』有斐閣， 76-77参照。
29 畑尻剛， 2000, 「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例
百選 I』有斐閣， 76-77参照。
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きも、日本国民とするものとするj と定められ「父母両系血統主義」に改め
られたのである。
畑尻によると、父母両系血統主義が採用されたことによって、 「この法律
の施行前に生まれた子について改正前の適用を二O年前まで遡及させ、同法
施行日に二O歳未満の子は施行日から三年以内に法務大臣に届け出をすれば、
日本国籍が取得できるようになった」とあり、無国籍児の問題は一応の終わ
りを告げたといえる300
ただ、これにより新たな問題が生じる可能性も浮上した。後藤明史（1984)
によれば、父母両系血統主義に従うことは、今日、国際的に確立した原則と
なりつつあるようにみえるものの、父母両系血統主義は父系優先血統主義に
比べると必然的に多数の重国籍者を生むこととなると指摘している3¥
重国籍者となることでアメラジアンの子どもたちは22歳になった際に否応
なく日米の国籍選択を迫られることとなる。後述するように、それは、彼ら
／彼女らが自ら「アメラジアン」としてスタートすることで他者から付与さ
れたカテゴリーを振り払い、国家や国籍にとらわれない生き方を模索する矢
先に突き当たる壁である。つまり、アメラジアンという生き方は、結局は国
家にこだわらざるをえず、アメラジアン自身がみずからを線引きをしなけれ
ばならない運命を実感させるものとなってしまうのである。
30 畑尻岡IJ,2000, 「37 国籍法の性差別とその救済方法」 『別冊ジュリスト 憲法判例
百選 I』有斐閣， 76-77参照。
31 後藤（1984）によれば「国籍法改正に関する中間試案」では、第一に、 20歳を一つの
区切りとして、重国籍者に対して国籍の選択を求めていた。すなわち、未成年間の重国
籍はこれを容認して、重国籍となったときが20歳以前であるときは22歳までに、 20歳以
上で重国籍となったときはそのときから2年以内に法務大臣に日本の国籍を選択し、外
国籍を放棄する旨の宣言をしなければ日本国籍を失うものとしていた。第二に、外国籍
を放棄する宣言をした者が外国の国籍を離脱できるときは、法務大臣は、 6ヶ月以上の
期間を定めて外国の国籍の離脱に必要な手続きをすべき旨を催告するものとし、期間内
に手続きをなさなかった者は日本国籍を失うものとした。これに対し、結果としてこの
中間試案の内容は要綱において、第二の部分を全て廃し、かっ、第一の宣言を怠った場
合でも当然に日本国籍を失うのではなく、法務大臣が、国籍の選択を1ヶ月以内にすべ
きことを催告し、この期間内に日本国籍を選択しなかった場合にはじめて日本国籍を失
うものとした。
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第2章 アメラジアンスクール・イン・オキナワ
第1節 アメラジアンスクール設立の経緯について
アメラジアンスクール・イン・オキナワ（AASO）は、 1998年6月、アメラジ
アンの子を持つ5人の母親を中心に設立された。それまで、沖縄県だけでなく
全国的にみてもアメラジアンを対象にした学校は過去には存在していなかっ
た。このため、アメラジアンを対象にした学校が日本ではじめて誕生するこ
ととなった。
しかし、日本における米軍基地の7割以上が存在する沖縄において、 1990年
代後半の同校の誕生はむしろ遅いくらいに思えなくもない。案の定、アメラ
ジアンを対象にした学校が日本で初めて設立されるにいたるまでは様々な困
難が存在している。AASOの設立を制度史的な観点からみるまえに、まず、な
ぜ沖縄社会にAASOが必要とされたのかを追う。AASO設立以前の沖縄社会で、
アメラジアンの子弟とその親たちはし1かなる学校選択あるいは学校生活を経
験していたのだろうか。沖縄におけるアメラジアンがどのような社会的背景
のもとに存在し、 「包摂」あるいは「排除」を経験していたかを記述する必
要があるだろう 320 
1997年、 AASOが誕生するきっかけとなる出来事があった。 同年4月、沖縄県
で唯一のインターナショナル・スクールで、あったオキナワ・クリスチャン・
スクール・インターナショナル（以下OCSIとする）の移転先が、産業廃棄物
処分場跡地であることが判明したのである。
OCSIのホームページによればOCSIは、 1957年に沖縄に居住するキリスト教
徒の子弟のために設立された学校である。設立初年度は北谷町にある 「FEBC33J 
の使用されていない建物を校舎として11名の生徒が学んでいた3¥
自身もアメラジアンを子にもつ母でありOCSIで事務員として働いていた経
験をもっ与那嶺は IOCSIは、 一九五八年、米国人宣教師の師弟のために創設
された民間のキリスト教主義のアメリカン・スクールで、当初は浦添市港川
にあった。復帰前はこのような学校が他に二校あったが、いずれも廃校とな
った。 OCSIは四歳児から高校三年生までの一貫教育で児童生徒約三五O名。
生徒たちの国籍は米国、日本、日米をはじめ様々で、あったが、国籍にかかわ
りなく、エスニシティの面で圧倒的多数を占めていたのはアメラジアン
32 倉石一郎（2009）は1970年をメルクマールとして戦後日本の教育の領域に「包摂」と
いう現象が生じたと述べている。倉石は「包摂j を、それまで教育が関心の坪外におい
ていた存在に 「今さらながら」関心のまなざしを向け、それに対して何らかの働きがけ
を開始することと定義付けている。1970年を戦後の日本社会論における境界とみなし、
「同和加配Jの名の下に部落の子どもが、 「外国人加配」の名の下に在日韓国 ・朝鮮人
が配置され、同和教育が「同和対策事業特別措置法」の成立にもとづき、 新たな段階に
入った年であったと論じている。
33 FEBCホームページによるとFEBCとはFarEast Broadcasting Companyの略称で、
ラジオを中心としたキリス ト教放送局である （http://www.febcjp.com）。
34 OCSIホームページから筆者訳（http://www.ocsi.org/about/history .html)。
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表7 沖縄県のアメリカンスクール一覧（1992年9月時点）
学校名 所在地 学年 開校 閉校
(1）アメリカン 泡i額 1 12 1946年9月15日 1952年6月
スクーノレ大学
(2）久場崎高校 北中城村瑞慶覧 7 12 1952年
那覇軍港に移転 7 12 1957年
北中城村瑞慶覧に 7 12 1964年 現存
移転
(3）アワセ小学 f包j頼 1-6 1947年 1952年
校
(4）スクラン陸 北中城村瑞慶覧 1-6 1953年
軍省学校
「スクラン小学 北中城村瑞慶覧 1-6 1957年
校」と名前を変更
「ズケラン小学 北中城村端慶覧 1-6 1972年 現存
校」と名前を変更
(5）沖縄アメリ 泡瀬 1 6 1953年 1957年
カ軍人小学校
(6）カデ、ナ小学 嘉手納基地 1-6 1954年 現存
校
(7）久場崎中学 北中城村喜舎場 7 9 1954年 1980年
校
(8）ポートウィ 那覇空軍基地 7-9 1956年 1970年6月
ノーレ中学校
(9）牧港小学校 浦添市中西、牧港 1-6 1956年 1964年
補給基地
(10）タイラー小 那覇空軍基地 1-3 1957年 1968年6月
学校
( 11）ナノ，；J、学校 那覇空軍基地 4-6 1958年 1969年6月
(12）キャンプ・ 宜野湾市大謝名 幼 1 1958年 1962年9月
ブーン幼稚園
(13）アダムズ小 那覇空軍基地 幼 3 不明 1970年
学校
(14）チハプライ 那覇空軍基地 1-3 不明 不明
マリー小学校
(15）ハナポート 那覇軍港 4-6 不明 不明
ウィール小学校
( 16）スクラン中 北中城村瑞慶覧 7 9 不明 不明
学校
(17）クイ・プラ 北谷町桑江 幼－3 不明 1979年
イマリー小学校
(18）マーシー小 宜野湾市真志喜 幼 6 1961年8月 1975年間
学校
(19）キンザー中 北谷町謝刈 7-9 不明 不明
学校
(20）イェムケイ 嘉手納基地 幼－3 不明 1980年6月
小学校
(21）牧港小中学 那覇市天久 幼 9 1965年 1987年4月
校
(22）パシフイツ 中城村喜舎場 5-8 1966年 1980年
ク中学校
(23）ナハ中学校 那覇空軍基地 5 9 1969年8月 1978年6月
(24）アイゼンハ 那覇空軍基地 1-6 1970年8月 1979年6月
ワー小学校
(25）カデナ中学 嘉手納基地 6-9 1970年 1981年
校
末吉節子 1993:56-62より筆者作成。
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だ、った。」 （与那嶺 2001:65）と述べている。表7は1992年時点での沖縄の
アメリカンスクールの一覧で、あるが、 OCSIはあくまでも民間のフリースクー
ルであり、表7にみられるような米軍基地内のアメリカンスクールとは区別さ
れる。
このOCSIの異臭騒ぎの出来事については、 1997年4月14日の琉球新報の記事
を以下に引用したい。
建設廃材など5品目が投棄された読谷村座喜味の産業廃棄物処分場跡地
に建設した「オキナワ・クリスチャンスクール ・インターナショナル」
（ポー ル ・A・ギーシャン校長）校内から異臭を含んだ高温の水蒸気が発生。
児童、生徒から目の痛みや頭痛、吐き気など体の変調を訴える者が続出
し、退学希望者が合い次いでいる。 事態を重くみた保護者は学校の管理
責任を追及し、環境調査の公表を求めていた。学校側は10日、建設前の
環境調査結果（95年6月30日）をもとに「人体に影響なしリと発表したが、
父母らは「安定型処分場跡地には10年以上経過した時点で建物を建設す
るのが常識。学校は子どもの健康と安全管理を怠ったJと訴え、 20日に
予定されている学校側の説明会で学校長の退陣と学校の一時閉鎖、第三
者機関による環境再調査などを求める。 父母や生徒によると同校は昨年
9月ごろから校内の3カ所で、異様なにおいの水蒸気を噴出しているのが
確認された。それに合わせ体調不良を訴える子どもが増え、これまで約
10人の生徒が病気を理由に退学した。 トイレや室内の床温度が一部では
60度を超え「裸足で歩けなしリ状態という。保健所も実態調査を行った。
同スクールは幼児から高校生まで児童、生徒約400人が在籍。浦添市牧港
で米国籍または日米両国籍を持つ子どもたちを受け入れてきた。生徒数
の増大と校舎老朽化のため96年6月、現在地に移転した。学校移転地は地
下水を汚染しない廃プラスチック、ゴムくず、金属くず、ガラス、陶磁
器くず、建設廃材の5品目に限って埋め立てが許される「安定型処分場」 。
学校は最終投棄が終了した95年2月16日からわずか数カ月後に建設工事が
行われている。 学校が公表した測定結果によると、噴出するガスは主に
水蒸気。地下で産業廃棄物が発酵し、熱で地下水が上昇、地上に噴出。
硫化水素、アンモニアは作業場の許容濃度を下回る値で「爆発の危険性
はない」と公表している。小学生3人を通わせ、うち2人を体調不良を理
由に退学させた女性保護者は「今年1月ごろから吐き気と頭痛で体調を崩
した。ほかにも大勢の子が同じような症状を訴えている。旧校舎ではみ
られなかった症状。私たちの調査では学校敷地に問題があることは明ら
か」と指摘する3¥
OCSIに我が子を通わせていた母親たちは、子どもたちの人体への影響の不
安や、 OCSIの事件後の対応をきっかけに失望感を感じ、子どもたちを退学さ
35 琉球新報1997年4月14日参照。
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せざるを得なかった。セイヤー（2001）によると、実際に、約80名の生徒が
退学することになったとしづ。しかし、 OCSIから子どもを退学させた母親た
ちはここから本当の困難に直面することとなる。
後のAASO設立に携わる中心人物の一人であるセイヤーは「高温異臭ガス騒
ぎの後に退学した約八O人の生徒（私の三人の子どもたちも含まれる）は、
OCSI以外に転校できるインターナショナル・スクールがなかったため、それ
ぞれが日本の公立学校、無認可のアメリカン・フリースクール、自宅学習
（ホームスクーリング）で学ぶこととなった」 （セイヤー 2001:90）と、
OCSI退学後の学校選択の際に「英語を学ぶことのできる学校」が見つからず、
日本の公立学校に我が子を通わせることも視野に入れざるを得ない状況を述
べている。
とはいえ、日本の公立学校では英語を学ぶ機会がほとんどないことに加え、
アメラジアンに対する周囲からのいじめや偏見の目にさらされるといった不
安が常につきまとう。セイヤーは「アメリカン・スクールを退学するという
ことは、英語の環境からはなれることであり、父親とのパイプを断ち切られ
ることでもあった。選択肢はただひとつ、民間の国際児の通うフ リー スクー
ル（無認可）しかなかった。母親一人の稼ぎで授業料一人当たり四万五00
0円は痛い。払えるだろうかと不安を覚えながらあるフリースクールに転入
手続きをとったJ （セイヤー 2001:91）と、 OCSI退学後の学校選択の様子を
続けて語っている。
しかし、無認可のフリー・スクールに子どもを通わせるということは、学
歴の保障、進学という点で将来的に子どもたちが沖縄に居住し続けるとする
ならばどうしても不安が残る。そこで、セイヤー同様、この無認可の某フリ
ースクールにアメラジアンの子どもたちを通わせていた5人の母親たちが中心
となり、 1997年11月に「アメラジアンの教育権を考える会Jを結成した3¥
野入（2009）によると「アメラジアンの教育権を考える会（以下、考える
会） 」は1998年からは、市民が参加し、アメラジアンをはじめとする国際児
の教育権や生活権の保障に向けて活動してきた。具体的には、行政に対する
学齢期のアメ ラジアンの就学実態調査、公立インターナショナル・スクール
の設立や公的財政援助などの教育権保障を要請した。1998年4月には、沖縄人
権協会と考える会（セイヤーみどり代表）のメンバーらがともに、キャン
フ0 ・キンザー内の小学校と本島中部にあるアメリカンスクールを視察し教育
環境を比較した3¥
36 琉球新報1997年4月14日参照。
37 沖縄タイムス1998年4月2日参照。1997年12月、日本弁護士連合会は政府に対し、外国
入学校に通う児童・生徒の人権救済を求める勧告書を提出したが、在日米軍関係者の児
童 ・生徒が通学する学校については 「調査の対象外Jとしていたため、 「考える会Jの
メンバーが沖縄人権協会に依頼し視察が実現している。その結果、米軍基地内の学校が
予算にも恵まれ、施設や教育内容、指導体制がしっかりと整備されているのに対し、民
間のアメリカンスクールは資金不足で、学校設備も不十分であることがわかった。授業
料においても、キンザー小学校の学費は、軍人の子女以外は基本的に年間130万円以上
と高額で、元軍人または軍属の親の家庭、離婚家庭のアメ ラジアンの子どもが通うこと
は経済的に困難であるという現状である。また、アメリカンスクールの授業料も年間約
50万円で、公立学校の10倍にあたる（沖縄タイムス記事内では年間60万円で公立学校の
4倍とあるが、アメ ラジアンスクール資料集2004によるとこれは記事の誤りであるとさ
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また、 1998年4月23日には、考える会のメンバーと子どもたち15人が那覇市
与儀の県知事校舎を訪れ、大田昌秀知事に対し、国際児の置かれた教育環境
の現状を訴え、県独自の外国人学校の設立などを要請した380 
さらに、考える会の教育権や生活権の保障を訴える運動は、その運動を通
じて会員メンバー自らにも、より深くアメラジアンの諸問題を考える機会を
与えることとなった。考える会の代表であるセイヤーは、 「何よりも、沖縄
社会に対して子どもたちの実情を積極的に訴えた。当初は、アメラジアンに
教育権があるのかも知らなかったし、国連子どもの権利条約のなかにマイノ
リティの権利が保証されていることを知らなかった母親たちだが、教育権保
障の獲得運動の家庭で学び、力をつけていったことは大きい。」 （セイヤー
2001:92-93）と考える会の存在意義を述べている。
しかし、国際児の学校設立といった県への再三の訴えかけは、マスコミの
協力を得ながら展開されたものの結局実現にはいたらなかった。そこで、
1998年5月、それまで子どもたちを某フリースクールに通わせていた5人の母
親たちが子どもたちを退学させ、翌月の1998年6月、 5人の共同出資によって
日米二つの文化を学べる「アメリカンスクール・イン・オキナワ（AASO）」
をついに開校させたのである。
1998年6月2日、 AASOは宜野湾市の県立駐留軍従業員等健康福祉センター内
の一室を月3万円で借り、無認可のフリースクールとして開校した。同日の沖
縄タイムスの記事では以下のように当時の開講式の様子を報じている。
「国際児たちにやっと教育の光 アメラジアン学校が開校」
「制度づくりの第一歩j
同日午後、センターホールで、行われた開講式には子ども、保護者、県
関係者など約五十人が出席し、開校を祝った。
冒頭、上里和美理事長は二つの文化、言語をルーツに持つ「児童・生
徒jを 「“ダブルの教育”を受ける権利がある」と激励。アメラジアン
を戦後沖縄の歴史が生んだ、マイノリティーとし「日米両政府、県は責任
ある保障を」と訴えた。
唯一の専属教師となるグレン・ホーランドさんが「この学校は差別や偏
見から解放され自立心を養い、あなたと両親が誇りに思う場所Jと述べ
たほか生徒代表のミッシェル・フロッドさん（一四）らが 「学びやJを
得た喜びを英語で伝えた3¥
れている） 。また、琉球新報1998年4月24日の記事でも考える会と知事との意見交換の
様子が取り上げられた。考える会のメンバーから「両国闘を持つ者には、両国の言葉、
両国の文化を学ぶ権利がある」 「二重国籍が認められているのだから、大きくなって国
籍を選ぶ基盤となる学校がないのはおかししリと大田知事に訴えかけたが、大田知事か
らは「県としてできるだけのことはやっていきたしリとしながらも、法律や文部省の壁
で難しい面があることを指摘し理解を求めていることがわかる。
38 琉球新報1998年4月24日参照。
39 沖縄タイムス1998年6月2日参照。
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AASO開校時の生徒数は小学l年生から中学3年生合わせて20人40で、 教師は専
属教師の他に5人のボランティアが交代で、教壇に立つことになった4¥
だが、同年1998年8月末、開校まもなくして、 AASOは宜野湾市大山の民家を
借り移転している。与那嶺（2001）によると、当初、オフィスピ、ルの一角で
いよいよ開校されたものの狭い教室には教材を置くことが許可されず、休み
時間に声を上げてかけまわることも許されなかった。同じヒ守ルで、働く大人か
ら 「トイレの使い方が悪い」 「うるさし1」との苦情もあり、子どもたちにと
って居心地のよい場所で、はなかったため別の移転先を探すにいたったとされ
ている。そこで、セイヤーの提案で宜野湾市大山にある借家に問い合わせ、
賃貸契約金の60万円を母親5人で出しあい契約するにいたったとある420
1998年9月、こうして新たな場所でAASOは新学期を迎えた。ここから、 AASO
のアメラジアンの教育保障に向けた運動が本格化することになる。
まず、開校から間もないAASOには子どもたちの「学籍回復Jとしづ難題が
待ち受けていた。セイヤー（2001）によると、 AASO設立からまず先に動いた
のは子どもたちの「学籍の有無Jの確認であった。つまり、 AASOに通うこと
となった子どもたちのなかには、前に通っていた学校からインターナショナ
ル・スクールに通っていると判断され、親の同意もなく一方的に学籍を抹消
されているケースがあったと分かつたのである。沖縄タイムス1999年1月22日
の記事によると、 AASOの義務教育過程にある生徒17人のうち15人の学籍の所
在が分からない状況になっていた。うち7名の生徒が、外国籍を持ったうえで
外国の認可校に通う場合などに認められる「就学義務猶予」を市の教育委員
会から受けている。通常、就学義務猶予の扱いになれば学籍は抹消されるこ
とになる。一方的に学籍を抹消された子の母親らは「手続きの際に十分な説
明がなかった」と反論し、学籍の有無の確認と経緯説明を求めたと報じてい
る。
つまり、学籍が抹消されているということは、日本の教育システムから排
除されることと同義であり、無認可で運営されていたAASOをそのまま卒業し
たとしても義務教育の卒業資格が受けられないため、日本国内の公立高校や
国公立大学の受験資格がない状況にあったことを意味している。野入（2008)
によると、 AASO設立当初に生徒たちが就学義務の猶予・免除を受けていたこ
とは、 1984年の文部省通知「国籍法の一部改正に伴う重国籍者の就学につい
て」に基づく措置であった。この通知は、保護者からの願し1出があれば、
「重国籍者が将来外国の国籍を選択する可能性があることにかんがみ、他に
教育を受ける権利が確保されていると認められる事由があるときには」就学
の猶予または免除を認められるとしている。しかし、野入はこの通知には
1985年に改正された国籍法との整合性の点で問題があると指摘している。
40 野入直美， 2009,p.211では開校時の生徒数は16人となっている。しかし与那嶺政江，
2001, p.77で、は13人と記されており、人数に若干の違いがある。
41 沖縄タイムス1998年6月2日参照。同年9月には学歴保障が取れる米国式「ホームスク
ール」のカリキュラムを導入するなど本格運営を始める方針であると報じられている。
42 与那嶺政江（2001）によれば、移転先の宜野湾市大山の借家は、敷地面積270坪でそ
のうち250坪くらいが雑草に覆われていた。家屋はコンクリー 卜2階建ての民家だが、数
年前までは保育園として使用されていたとある。
44 
つまり、 「国籍法によれば、重国籍者は22歳までの間にどちらかの国籍を
選択すればよい。しかし就学猶予・免除を受けると現実的に義務教育の学歴
は得られなくなり、本人が成人して日本国籍を選びたいと願っても進学と就
職に大きな障壁となる。国籍選択の幅は厳しく限定されてしまう」 （野入
2008: 211）とあるように、本来自由であるはずの国籍選択が実際には進学や
就職の足かせになるとし1う奇妙な矛盾が生じていることがわかる。
論点を以下にまとめよう。まず、ここで問題となったことは「就学猶予 ・
免除」が母親の同意あるいは十分な説明もなく抹消されていたことが判明し
たことである。実際に、市はこの「就学猶予・免除」を市の教育委員会が受
け入れたことについては行政上のミスがあったことを認めている。この問題
が発覚したことで、 AASOに子を通わせる母親たちは我が子に学籍があるのか
どうか分からない状況に陥ってしまったのだ。
就学猶予・免除を受けていたとしても、将来子どもが成人し日本国籍では
なく「確実に」外国籍を選択し、同じく外国に居住し、さらに外国で教育ま
たは進学をすると仮定したならばここまで問題が明るみに出ることはなかっ
たかもしれない。しかし、 AASOの生徒たちはその多くが日本の公立学校に進
学するものとみられていたため、就職猶予・免除を受けたままだと学籍が無
い状態にあり、 AASOから日本の公立学校への編入学する際の資格が与えられ
ないということになる。
AASOは中学校までのカリキュラムしかないため生徒たちは卒業すると公立
高校に入学するか、外国の高校進学を選択ほかない。AASOから初めての卒業
生が出る前に、一刻も早く就学猶予・免除の解消と学籍を回復する必要があ
ったのだ。
1998年12月29日の沖縄タイムスの記事では、琉球大学教育学部の照元祥敬
助教授が 「アメラジアンスクールに学歴を認めない一方で、同校への通学を
理由に日本の学校から学籍を消すのは矛盾している。すぐに学籍を回復すべ
き」と訴えたことや、一橋大学の田中宏教授が来県した際のAASOの見学や、
専門家や行政との意見交換の様子を報じるなど県内外からの注目の広がりを
強調している。
この結果、この問題に対しAASOは宜野湾市の教育委員会へ学籍回復願し、を
提出し、宜野湾市教育委員会から1999年1月28日に生徒らの学籍がなかったこ
とを確認したうえで回復を認めるとの回答を得ている430
学籍が回復されたことにより、それまで無認可で運営されていたAASOが
「学歴保障」という次なるステップに向けて進むこととなった。学籍は回復
したものの、 AASOの生徒たちは「無認可のフリースクールに通う不登校児」
43 沖縄タイムス1999年1月29日参照。学籍回復を認める回答によって、宜野湾市内に住
む8人の生徒については学籍が回復されることになった。うち6人は保護者による就学猶
予願が提出されたという理由で学籍が抹消されていた。しかし、就学猶予の条件には、
重い病息などで学校に通えない状態にあるか、外国籍を持つ子どもが法人格のある外国
人学校に通っていることなどが挙げられ、 AASOのような無認可のフリースクールに通
うという理由で就学猶予を出すことはできないはずである。宜野湾市教育委員会は就学
猶予を受け入れたことを手続き上のミスだったと認めている。また、宜野湾市以外に住
む学籍の所在のわからなし守人については各自治体によって検討されていると記されて
いる。
45 
として扱われていたため、 AASOを卒業したとしても中学校の教育課程を修了
したとみなされないという問題が残っていた。この問題を解決するため、
AASOは県が認可する教育施設であると認められる必要があったのだ。
考える会は県の教育庁に「出席扱いをする際の判断基準j 「卒業、進級の
認定に関する県教育委員会の見解」などの8項目の公開質問状を提出するなど
して県の教育委員会に検討を求めた44。この結果、 1999年8月20日、ついに
AASOを出席扱いとする県からの合意が得られることになった。当時の沖縄タ
イムスの記事によると「宜野湾市教育委員会（高宮城昇教育長）はアメラジ
アン・スクール・イン・オキナワ（セイヤー・みどり代表）に通う児童・生
徒について、市内の在籍校で『出席扱し 1』とする方針を二十日、スクール側
との協議で伝えた。自主運営の学校や施設について『出席扱し寸にするのは
県内で初めて」と報じられている4¥
「出席扱し＼」が認められたことによって、 AASOの生徒たちはAASOへの出席
がそのまま学籍を置く公立学校に適用されるようになった。つまり、 「出席
扱い」の制度によってアメラジアンの子どもたちが、今後も日本社会で定住
していくうえでの大きな保障となったのだ。
沖縄タイムスの記事によれば、 「出席扱いするに当たって、義務教育の枠
組みを前提に①今後、学校復帰を目指す②市教委、学校側、保護者・スクー
ル側の三者の協力連携を密にすることでほぼ合意したJとある46。野入（2008)
によると、現在、 AASOは「不登校の生徒の学校復帰」、すなわち公立学校に
通うようになることを支える民間の教育施設と沖縄県教育庁と市町村教育委
員会によって位置づけられていると述べている4＼野入はさらに「一方で、ア
メラジアンスクールには、スクールが『不登校』生徒を支援する民間の教育
施設という側面だけに収まりきらない性質をもっているという見解がある」
と述べる。AASOは確かに、いくつかの理由で公立学校に通うことが困難な児
童・生徒を矯正しうる機能を果たしているのだが、 AASOでしか学べないAASO
ならではの教育もまた同じように実践されているということである。その教
育こそが次節でみる「ダブルの教育」である480 
第2節 アメラジアンスクールの運営とカリキュラム
OCSIの異臭騒ぎを分水嶺に、考える会が設立され、ヂメラジアンの諸権利
の見直しを訴え続け、ついにAASOは開校されることになった。
44 琉球新報1999年5月28日参照。
45 沖縄タイムス1999年8月21日参照。
46 沖縄タイムス1999年8月21日参照。
47 セイヤーみどり（2001）は、アメラジアンの子どもたちを自ら「不登校」扱いとして
学歴保障を得ることを不本意であるとしながらも大きな成果の一つであるとしている。
48 しかし、野入（2008）によると、教育行政にとっては、 AASOの教育内容そのものを
積極的に位置づけるAASOのカリキュラムが、文部科学省が定める指導要領どおり のも
のではなくオリジナルなものであるため容易に共有できないものといわれている。
46 
写真1 普天間基地フヱンスの様子
筆者撮影53
こうして、新しく広くなった新校舎でAASOは2014年11月現在も運営されて
いる己本節では、 AASOが如何なるカリキュラムのもとで運営されているかを
記す。沖縄県だけでなく全国的にも他に類がないアメラジアンを対象にした
学校が、アメラジアンの母親たちの共同出資で無認可のフリースクールとし
てはじまり、学歴保障を勝ちとり「学校」として認められてきたのかという
背景をふまえ、 15年以上に渡りどのように運営されてきたのかを制度史的な
観点から記述する。
AASOは現在、不登校の生徒が通う「民間の教育機関Jとしづ位置づけでNPO
として運営されている5＼ そのため、在校生徒は地元の公立学校に籍を置いて
いるかたちになる。あくまでも、なんらかの理由で公立学校に通えない生徒
を学校復帰させるという名目でAASOは運営されているのだ。したがって、
AASOでの出席日数や学習記録がそのまま地元の公立小学校・中学校に毎学期
提出される。授業日数と学期の公休日は、授業日数を考慮して日米両国のも
のから採用されている。生徒たちは公立学校とAASOの両学校に通学すること
が許され、例えばAASOがアメリカの祝日のため授業がない日は公立学校に登
53 AASOからほど近い普天間基地のフェンスにはビ、ニールテープで反基地の抗議を表す
パツ印が並ぶ。 通学する生徒の多くがこのような光景を日常的に目にしているといえる。
54 2004年7月8日にNPO法人として認定されている。聞き取りは2014年11月20日におこ
なった。
48 
校することができる。また、公立学校での期末テストや運動会や文化祭など
のイベント時にも公立学校に登校することがある。
以下にAASOの学校案内（表8）をもとに基本的な情報を掲載する。
2014年11月20日時点でAASOに通う生徒数は65人である5＼対象学年は小学生
から中学生で、クラスはAクラス （小学校1年に相当）からGクラス（中学校3
年に相当）に分かれており、生徒は宜野湾市だけでなく 、県内の様々な地域
から通学している。スクールパスはないため、登下校は保護者による送迎が
一般的である。理科室や運動場といった設備はない。学校給食もない。部活
動はないが、課外活動として三線クラブやエイサークラブ、習字クラブ、英
検対策などのクラブ活動がある。学校制服はないが、スクールTシャツがあり、
毎週金曜日はスクールTシャツを着て登校する日になっている。
授業時間は、月曜から金曜までの午前8時30分から午後3時30分まで（中2と
中3の生徒は午前8時30分から午後4時30分まで）である。授業料は一人あたり
30,150円が毎月支払われている。
表8 アメラジアンスクール学校案内
対象学年 学童
小学生一中学生 月曜日金曜日： 1s:30-1s:oo
5000円／月
授業時間 体験入学
月曜日金曜日：8:3015:30 1日：2,500円
（中2／中3:8:30 16:30) 
授業料（月謝） 持ち物リスト
l人 30,150円 上履き、鉛筆、筆箱、消しゴム、その他筆
2人： 57,300円 記用具、かぱん、体育用服、 その他
3人 .68,950円 入学時：トイレットペーパー、ティッシ
4人・ 85,000円 ユ、雑巾など
その他料金 ランチ
登録日： 15,000円（入学時） 自宅から弁当を持参するか、近所の弁当業
教材費： 2,500円（4月、 9月、1月） 者に注文できる。
スク ノーレTシャツ： 1,300円
スクールポロシャツ： 1,500円
NPO保険： 1,850円／年
PTA会費 ：1,000円／年
AASO学校案内から筆者編集
AASOの授業は、後述する「ダブルの教育」をもとに、日本語話者教員と英
語話者教員による日米両言語で実践されている。もちろん、 AASOはアメラジ
アンの母親たちによる民間のフリースクールからスタートした学校なので独
自のカ リキュラムというものがもともとあったわけではない。教員が試行錯
誤しながら独自の「ダブルの教育Jを実践している。教材不足や、教育施設
の問題も多く抱えている。
55 志真志校舎移転後の全校生徒数は毎年70人前後である。 聞き取りは2014年11月20日に
おこなった。
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野入（2009）によると、 「アメラジアン・スクールのカリキュラムは幼稚
園と低・中・高学年の3クラスをそれぞれ1人ずつアメ リカ人の教員が担当し、
独自に作成する教材とアメリカのホームスクーリングの教材を併用して、英
語によって科目を教えている56。主要な科目は『言語』 (language）、 『数学』
と『科学』 (science ：理科・社会科）である。日本語と日本語による教育は、
日本人の退職教員や大学院生、学生などのボランティアによって担われてい
る。主要な科目は日本語、音楽、そして総合科目である。 （中略）これとは
別に、日本語を母語・生活言語とする子どもたちを対象とするESL（第二言語
としての英語学習）が、放課後や日本語の授業時間に併設されている57j とあ
り、英語話者教員が各クラスの担任を持ちながらも、日本語話者教員と英語
話者教員がそれぞれ分担して各教科を指導していることがわかる。また、全
学年の週32時間の授業のうちの「日本語」と「日本語による授業jの科目は
週に6～8時間であり、その他は 「英語」と 「英語による授業」に割り当てら
れていることがわかる。
ただし、高度に体系化された一つのカリキュラムがあるとしても、それが
AASO全生徒に適応されるとは限らないだろう。むしろ、その反対であると言
っていいかもしれない。なぜなら、 AASOの生徒たちはたとえ学年は同じであ
れ、使用言語や言語能力には大きな差があり、一人一人に適応したカリキュ
ラムというもの自体がその都度に変わってくるからである。
また、 AASOの生徒たちは「移動する子どもたちj ととらえていいだろう 580
AASOでは日本の公立学校や基地内の学校、外国の学校などと様々な学校を経
てAASOに通学しているという子どもが少なくない。むしろ小学校1年生から卒
業までをAASOで過ごすという生徒のほうが少数派だといえる。そのため、以
前の学校で使用されていたカリキュラムも当然一人一人異なるのだ。北上田
(2014）の研究によると、 2009年から2013年の5年間にAASOの中学生クラスに
短期間でも在籍した生徒は計48人であり、そのほとんどがそれぞれ異なった
学校移動を経験していたことがわかる。
表9からもわかるように、 AASOに在籍する生徒は、同校に在籍する前に通っ
ていた教育機関も異なれば、学校内で使用していた言語も、準拠していたカ
リキュラムも異なるため、以前に通っていた教育機関での学習状況や内容を
56 2014年11月22日現在、中学三年に相当するGクラスは、高校受験を見据えて日本人教
員が担当している。
57 2014年11月22日現在では、 ESLの対象生徒がし、ないためESLの授業はないが、JSLの
授業が行われている。
58 川｜上郁雄（2006）は、 「移動する子ども」を親の都合や子ども本人の理由も含め 「移
動せざるをえない子どもたち」ともいう ことができると説明している。川上は「移動J
は空間的な越境だけではなく、言語聞の「移動」も含まれると説明している。 たとえば、
家庭で両親と話すときは母語、兄弟問で遊ぶ時は日本語、父親と話す時は母語、母親と
話す時は日本語などの言葉のつかいわけが考えられる。また、志水（2013）は、世界の
2つあるいはそれ以上の地点に生活の拠点 ・足場を持ち、身体的あるいは精神的に行っ
たり来たりしている人々を「往還する人々」と呼んでいる。これらの定義に従えば、
アメラジアンの子どもたちは、親の都合による空間的移動、そして言語間移動をを余儀
なくされているといえるうえに、父親の母国であるアメリカにも親族ネットワークがあ
り、親と共に長期休暇中にアメリカを訪れたり、SNSを用いて国境を越えたコミュニケ
ーションをとっていることから 「移動する子ども」あるいは 「移動せざるをえない子ど
も」であり「往還する人々Jでもあるといえる。
50 
把握することは困難であり、すべての生徒の学習状況に応じた授業を行って
いくことが難しい。さらに、国や地域によっては学年と生徒の年齢は必ずし
も一致しないことも考えられる。
北上田によると「学期途中に米本国および基地内学校からアメラジアンス
クールに学習の場を移した場合、同じ学年に入るとは限らないことがある
（逆にスクールから米本国の学校に移る場合でも同じ。その弊害を避けるた
めに、スクールから米本国の学校に移る生徒たちの多くは、アメリカの学校
の始業時期である9月の前にスクールをやめる場合が多い）」 （北上田
2014: 13-14）としていてAASO（スクール）では、日本の公立学校にみられな
い「飛び級」 （またはその逆）を採用していることがわかる。
これは、 「移動する子ども」 あるいは「移動せざるをえない子ども」たち、
つまり「アメラジアン」を対象にしたAASO特有の問題だといえるだろう。実
際に、基地内の学校から両親の離婚や、軍属である父の退役などの原因に伴
いAASOに転校してきた子どもは多い。 このカリキュラム間の移動によって生
じる学習上の困難は、日本の公立学校間つまり同カリキュラム間の移動の際
には問題とならないだろう。AASOの生徒たちの移動は「場が変わる」だけで
はなく「カリキュラム自体が全く異なるものに変わってしまう」移動なのだ。
そういう意味では模索の段階にあるといっていい。
表9 AASO生徒の同校在籍以前に通学していた教育機関一覧
教育機関 使用言語 準拠しているカリキュラム
日本の公立学校 日本語 学習指導要領に基づく
米軍基地内の学校 英三日五ロ Do DEAカリキュラム59
県内のアメリカンスクー ノレ 英語 教育機関によって異なるものの、複数の
学校はACSI(Associate of Christian 
Schools International：キリスト教学校
国際協会）の認定を受けており、キリス
ト教の教えに基づいたカ リキュラムが編
成されている。
海外の学校 現地の言語 国ごとに大きく異なる
アメリカ本国の学校 英語 アメ リカ本国のナショナノレスタンダード
およびそれぞれの州ごとのカリキュラム
アメラジアンスクール 日本語／英語 指導要領およびDoDEAカリキュラムを参考
にした独自のカリキュラム
北上田 2014:12より筆者編集
59 北上田（2014）によれば、 DoDEA(Department of Defense Educational Activity) 
は第二次世界大戦後に世界各地に建設された米軍基地で勤務する軍人・軍属の子弟のた
めの学校（Dodds:Departmentof Defense Dependents School)を管轄する国防総省の
中の機関である。2010年9月時点で、米国内外14地域（グアム・プヱルトリコを含む）
に194の学校があり 、そこに86,016人の生徒が通っている。沖縄県内の米軍基地には13
の学校があり、これらの学校もこのDoDEAの管轄下にある。 DoDEAカリキュラムは世
界各地にあるそれらの米軍基地内学校の教育課程を標準化するためにつくられたカリキ
ュラムであり、このカ リキュラムはアメ リカのいくつかの州のカリキュラムを参照して
つくられているため、アメ リカ本国でのそれぞれの学年での学習内容との類似点は多い
が、必ずしも同じではないとされている。
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さて、 AASOを卒業生した生徒のほとんどは県内の公立高校に進学すること
になっている。現時点で沖縄県内の高校入試制度には、 「外国人特別枠」等
の入試枠がないため、アメラジアンの子どもたちはマジョリティである「日
本人Jと同様の一般入試に挑むことになる。
1999年度から2007年度までの卒業生の進路状況をみると、 18人の生徒のう
ち14人が県内の公立学校に進学している600
また、野入（2014）は、AASOはの生徒を「移動する子ども」であると位置
づけられる要因として、 2012年度における全生徒数は75人で、卒業生と入学
生が6人ずつである一方、 転出が12人、 転入が15人で、あったことに裏付けてい
る。転出の内訳は、公立学校が8人、アメリカが2人、インターナショナル・
スクールと基地内学校が各1人であり、転入の内訳は公立学校が8人、アメリ
カが3人（うち一人は半年間だけの日本滞在）、アメリカ以外の海外が4人で
あった。小学校1年から中学校卒業の3年生まで通してAASOに通う子どもはほ
とんどいない。これまでの卒業生39人のうち、35人が公立学校に進学、2人は
インターナショナル・スクール、 1人は基地内学校、 1人はアメ リカの高校に
進学している。
表10 基本的な一日の時間割の例（Aクラス）
月曜日
8:30一 Oral Language/language Arts Spelling/Grammar 
9・20
9:30一 Language Arts Spelling/Grammar Reading/Writing 
10:20 
10:30- Math 
11:20 
11:30一 Japanese 
12:20 
12:20一 ランチタイム
13:00 
13: 10一 Story Time/Reading/Show&Tell/Music/Heal:th/Art 
14:00 
14: 10- P.E./Science/Social studies 
15:00 
1s:oo一 掃除
15:20 
AASOの時間割から筆者編集
さらに、 2004年度から2007年度までの実用英語検定準2級以上の合格者は37
人であり、そのうち準l級合格者は8人で、あった。これは高い級位を取得する
ことで推薦入試での高校入学を見据えているといえる。会話レベルでの日本
語能力に支障は無くても、 漢字や論述問題、意味理解という点では 「日本人j
受験者と比べるとどうしても劣ることがあるため、推薦入試枠の獲得はアメ
ラジアンの受験生たちにとってまたとない好機なのである。
60 日本の公立学校以外では、沖縄クリ スチャンスクール、米軍基地内学校、米本国の学
校が挙げられる。アメラジアンスクール創立10周年記念誌 （2008）参照。
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表11のGクラスの1時限目のLA(Language Art）の授業にいたっては、中学1
年から中学3年生に相当するEクラス、 Fクラス、 Gクラスの3クラスの生徒全体
のうちから、英語レベルを3つに分けたうえでクラスを3つに再編成している
ため学年が異なる生徒たちが同じ教室で同じ授業を受けている。
このように、 AASOのカリキュラムは移動歴の異なる生徒ひとりひとりの学
習状況に合わせて、日米のカリキュラムを融合し柔軟な授業形態をとってい
ることがわかるであろう。また、 Gクラスの時間割の例をみればわかるように、
小学校過程で、は英語による授業が中心であるが、中学校過程になると高校受
験を見据えて日本語による授業が大幅に増える。
AASOは、生徒たちを 「移動する子ども」ととらえることによって、日本の公
立学校ではみられないような学年にとらわれない授業を実践している。生徒
たちは英語を学びながらも、推薦入試も見据えたうえで日本の公立学校に復
帰、もしくは進学することが期待されている。それこそが次節でとりあげる
「ダブルの教育j であり、現在もAASOの教員たちの努力により勢力的に実践
されているといえる。
表1 基本的な1週間の時間割の例（Gクラス）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
8:30一 LA LA LA LA LA 
9:20 
9:30- ss6' LA ss LA ss 
10：・20
10:30一 キャリア 数学 数学 数学 理科
11:20 
11:30一 理科 受験対策 IT 受験対策 数学
12:20 
12:20一 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食
13:00 
13: 10- 日本社会 音楽 理科 音楽 日本社会
14:00 
14: 10- 日本語 日本語 日本語 日本語 日本語
1s:oo 
15: 10- 受験対策 PE62 受験対策 PE 受験対策
16: 00 
AASOの時間割から筆者編集
61 SS (Social Studies）は日本の公立学校の社会科科目に相当する。
62 AASOに運動場等の設備はないが、 敷地内の空きスペースや、2014年度から併設され
た「宜野湾市男女共同参画支援センターふくふく」の建物内屋上の運動スペース等を利
用してPEの授業が行われている。
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第3節 アメラジアンスクールの「ダ、プ、ノレの教育J
「ダブルの教育JをAASOは教育理念に掲げている。ダブケレの教育とは「日
本語と英語の二つの言語文化の習得を通して、両親が生まれ育った日本と米
国の二つの社会分化についての理解を促してし1く教育のことjである（野入
2007: 53）。AASOの生徒のほとんどはアメリカ人と日本人を親に持つ子どもた
ちであるが、その言語能力は1人1人大きく異なる。日本での居住歴が浅く、
日本語をほとんど話せない者もいれば、生まれも育ちも沖縄で英語がほとん
ど話せない者もいる。また、 「移動する子ども」として流動的に生活拠点が
変化することにより「どこで長く育ったかj という違いで兄弟問でも言語能
力がかなり異なる例もある。一人目の子はアメリカで生まれ育ったが、家族
でアメリカを離れ来日した後に二人目の子が生まれたとする場合である。
いうまでもなく、家庭環境によっても使用言語にはバラつきがあり、生徒
の数だけ使用言語または両言語能力の状況が異なるといっていい。そのため、
AASO英語や日本語の学習が特に必要な生徒たちはESLやJSLの授業を別個にお
こなっている。
ただし、ダブルの教育は「パイリンガノレ教育j とは区別されなければなら
ない。照本（2001）は、 「ダブルの教育j を以下のように説明している。
第一に、 「ダブルの教育」は二つの母語をもっ人たちのためにある。
アメラジアンにとって、日本語も英語も等しく母語なのだ。外国語の習
得を前提に二カ国語以上に通じることを目的にするバイリンガル教育と
は、まずそこが決定的に異なる。第二に、 「ダ、ブノレの教育Jは言語教育
そのものを最終的な目標としていない。言語を窓口にしてみずからのル
ーツでもある二つの文化世界に接近していくことがめざされている。そ
こには、 かれらが 「日本人」でも「米国人」でもなく、 「アメラジアンj
として誇りをもって生きていってほしいと願う母親たちの熱い思いがこ
められている。 （照本 2001:182-183)
以上からもわかるように、ダFブノレの教育は言語教育を最終目標としていな
い。ダブルの教育が日米両言語による教育としづ意味で「パイリンガル教育」
のイメージに先行してしまう点に注意をしながらAASOの置かれたコンテクス
トを読み解く必要がある。
AASOは、単なる「英語が学べる学校」ではない。広義の意味では確かに、
英語も日本語も学べる学校であるかもしれないが、狭義の意味では「英語を
学ぶ権利のある子どものための学校」であるといえるであろう。そのために
は「ダ、ブルの教育」が必要なのである。
照本（2001）によると、 「ダブルの教育」はアメラジアンがホスト社会と
の共生に向けて発している「メッセージ」であると述べている。前章でもみ
たように、アメラジアンは、差別や偏見、無国籍の問題、父親の行方不明な
ど個人の領域では様々な問題を抱えながらも広義の意味としての「マイノリ
54 
ティ」というカテゴリーに閉じ込められ、 1985年の国籍法の一部改正を求め
る声が高まるまで、サイレント・マイノリティとして声を、したがって権利
を主張できずにいた。それは、戦後から呼ばれるようになった「混血児」か
ら、近年以降呼ばれるようになった「アメラジアン」といった「付与された
カテゴリー」の変遷からもみてとれる。アメラジアンと呼ばれる人々は、自
らを称するカテゴリーを持つことができなかった。 「混血児」や「アメラジ
アン」という語は、それ自体が米軍基地を連想させるものであるため「基地
の落とし子」というスティグマ的性格を苧むこれらの語をアメラジアン自身
が自ら用いることはなかったのである。既に述べたように、現在でもアメラ
ジアンの内部から「アメラジアン」という語を使わないで欲しいという要請
もある。
しかし、差別や偏見、さらには無国籍など法的な問題にいたるまでの諸問
題を解決していくためには「集団」としてのカテゴリーは必要不可欠であっ
た。AASOの設立とそのダブワレの教育は、アメラジアンという語を当事者自ら
が能動的に用いることで、肯定的な意味を付与し、種々の権利を主張してい
くためのパラダイムシフトを試みている段階にあるといえる。
マーフィー重松（2002）は、アメラジアンのもつ基本的権利を、①差別さ
れない権利、②教育を受ける権利、③父親に養育費を求める権利、④自分の
父親を知る権利の四つに分類している。
まず①差別されない権利は、公立学校に今なお残る偏見や差別のために、
アメラジアンの中には異なる教育の機会を求める人が現れているという。公
立学校で「アメリカー」や 「クロンボ」などと呼ばれいじめを受けた経験の
ある子どもは少なくない。
アメラジアンを対象にしたAASOは沖縄県に1校しか存在せず、無論、距離
的・経済的問題から子を通わせたくても通わせられない親がいることは推測
される。 AASOに通う生徒の中には実際に、車で片道1時間以上かかる地域から
でも、毎日送り迎えをしてまで子を通わせている家庭もあるほどである。ア
メラジアンを子に持つ親にとってAASOは、子が偏見や差別を受けずにリラッ
クスして就学できる学校として数少ない貴重な選択肢の一つなのだ。マーフ
ィー重松（2001）がいうように、戦争中の残虐行為と被害について、子ども
たちにもっと複雑な理解を授けるような新しいアプローチが日本の教育には
必要だと思われる。
②教育を受ける権利についてマーフィ一重松が「日本の教育は大衆を対象
とした教育で、国家意識を注入するために日本中の子供が同一カリキュラム
に従って学習している。平等の精神に基づけば、一定の教育を与えることが
誰にとっても望ましいと考えられてきたためだ。その結果、個々の子供がも
っ物質的、知的、文化的、言語的ニーズに応えられるような教育は、適当で
あるとも思われてこなかったし、可能だとも、必要だとさえ思われてこなか
ったj （マーフィ一重松 2001:204-205）と述べているように、外国人の増加
する社会状況と同質的な日本の教育の聞には祖師が生じている。エスニツ
ク・マイノリティが公立学校に通えば、全員が日本人だとみなされる同化教
育が待ち受けている。一方で、朝鮮学校やインターナショナル・スクールや
アメリカン・スクールの大半は文部科学省からの認可が下りていないため、
卒業しでも日本の高校や大学に進学する際に困難に直面するのである。
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③父親に養育費を求める権利についてマーフィ一重松は、子供の権利条約
の調印国であるアメ リカ側の努力が必要であると指摘している。アメリカの
法律や軍事規定が軍人の保護との名目で、たとえ正式な妻や恋人たちにでも
「作戦の秘密上のことだから教えられなしリと軍人男性にまつわるあらゆる
情報の開示を拒否するため、女性は一度行方をくらませた夫の居場所を突き
止めることが非常に困難になってしまう。そのため離婚手続きすらままなら
ず、養育費や生活費の請求のためにアメリカ当局に責任を取らせることもで
きず途方にくれる母親たちは多くいた。前章でも述べたハーグ条約について
も、規定されている内容には養育費についての記載は無く、現在でも母子家
庭のアメラジアンの子をもっ母親たちにとっては特に深刻な問題であるとい
える。
最後に④自分の父親を知る権利であるが、アメラジアンには自分の父親に
一度も会ったことがないという者は珍しくない。残された写真をたよりに想
像するに任されるのみである。野入（2014）によるとAASOの生徒のほとんど
は二重国籍で、いわゆるシングルマザーの家庭は全体の半数に及ぶという。
仮に父親が我が子をひと目でも見たいとしづ気持ちがあれば、何かしらの連
絡をとることが期待されるが、その父親が音信不通であれば会わないほうが
いいと考えるのが普通であるし実際にこの考えは正しいことのほうが多いと
いう。
しかし、例え母親と自分を見捨てた父親で、あったとしても、一度父親を訪
ねて会ってみたいという感情は否定されるものではないし、当然のことのよ
うにも思われる。どんな結果であれ、真実を知りたい、父親を知りたいとい
う欲求は子どもにとって「権利Jなのである。
そして、父親を知る権利はAASOの「ダブツレの教育」にも大いに関係する。
彼／彼女らはアメリカ人の父親がいる限り、英語を学ぶ権利のある子どもな
のだ。例え、父親に一度も会ったことがなく、自分と母親を捨てた父親にな
ど会わなくていいと今は考えていたとしても、ふとしたきっかけで将来父親
を訪ねて真実を突き止めたいと思う時が来るかもしれない。その際に、ダブ
ルの教育から得られた知見が資本となることが期待される。
セイヤー（2001）は、日本は二重国籍を認めてはいるが二重国籍者の教育
の保障は考えていないと指摘している。彼／彼女らが将来日本に住み続ける
ことを選択した場合、インターナショナル ・スクールの学歴が認、められない
日本では、進学や就職先の選択肢が狭められてしまうことになる。結果的に、
22歳で国籍選択に差し迫った際に受けてきた教育が大きく影響してしまうの
だ。ダブルの教育は国籍選択を自らの意思で決断できるような公平さを提供
しているといえるかもしれない。
セイヤー（2001）もいiうように、 AASOは、子どもたちが国籍選択を自らの
意思でできるようにと「ダブルの教育j理念を掲げて運動を展開してきた。
アメラジアンの子どもたちは、将来も沖縄に住み続ける可能性が高し1からア
メリカ人としての英語教育は必要ないと思われるかもしれない。しかし、沖
縄に住み続けるからといって将来日本国籍を取得するとは限らないし、日本
国籍を取得したとしても父親とのルーツが切れることはないとセイヤーは述
べている。 AASOの「ダブルの教育」は今まで見落とされてきたアメラジアン
の「当然の権利Jを保障する教育だといえよう。
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第3章 アメラジアンのアイデンテイティーAASO卒業生の語
りから一
第1節調査対象について
1-1.調査の方法と調査にいたるまで
本章で引用・分析する語りは、 2014年8月から9月にかけておこなった、
AASOでの学校生活を経験し、卒業していったアメラジアンの方々から得られ
た半構造化インタビュー調査の結果である。
筆者は、 2014年の1月から2014年12月現在にいたるまで、 AASOにボランティ
アスタッフとして受け入れられ、以降、 1～2ヶ月に1度（滞在時はl～2週間、
長期休暇時等は3週間～4週間）の頻度でAASOに訪れ、ボランティアとして業
務をこなしながらフィールドワークの許可を得ることができた。現在も、ボ
ランティアスタッフとしてフィールドワークを継続中である。具体的なボラ
ンティアスタッフの業務内容として、教材作成や授業補助、 JSLの授業、清掃、
イベント時カメラマン、学童スタッフ、害虫駆除等の雑務をこなしながら教
員、スクール関係者、生徒との聞にラポールを築いていった。また、東京都
でAASOの活動がある際は、補助員として参加した。
インタビ、ュー調査に応じられた語り手のアメラジアンの方々は、主にAASO
校長であるセイヤー・みどりから御紹介を頂いた。また、実際に語り手の方
からも雪だるま方式でAASOの卒業生を紹介して頂くことができた。結果的に、
卒業してまもない方から社会人となって結婚している方まで、 8人のアメラジ
アンの方々にインタビ、ュー調査をおこなうことができた。調査対象者のなか
には、進学や仕事の関係で東京に出ている方もいた。従って、東京と沖縄の
二箇所で聞き取りをおこなった。
半構造化インタビ、ュー調査で質問した項目は以下の7点である。この7つの
質問を軸に、文脈に応じて枝葉となる部分を聞き取っていった。
①もし、 「あなたは00人なのですか？」と聞かれたらなんと答えますか？
②自分のことを説明するときにアメラジアンというカテゴリーを用います
か？
③ウチナーグチを意識的に用いた・使い分けた経験はありますか？
④敢えてウチナーグチもしくはエイサーや三味線などの沖縄文化の習い事を
学ぼうと思ったことはありますか？
⑤内地に住んでみたいと思いますか？また、それはなぜですか？
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⑥自分がウチナーグチを身につけたと思われる 「場」にどのようなものを思
い浮かべますか？
⑦ウチナンチュとしてのアイデンティティを感じる瞬間はありますか？また
それはどういった瞬間ですか？
なお、文中のインフォーマントの名前は全て仮名に変更し、地名などの固
有名詞にも変更を加えている。さらに、聞き取り中は王にノートにメモを取
りながらおこなった。聞き取り場所が主に学校期間中のAASOの一室内でおこ
なわれたものが多かったため、ボイスレコーダーが他の子どもたちの関心を
惹き、聞き取りが中断される可能性を考慮し、ボイスレコーダーの使用は控
えた。語りを引用する際、調査対象者の語りの部分は一一一、調査者は〔〕に
t舌っている。
1-2.調査対象者のフ。ロフィール
①．トニー（男性）
トニーは1980年代後半、アメリカ人の父と沖縄出身の母のもと沖縄県に生
まれた。姉と兄が1人ずついて、現在は結婚し独立している。また、母子家庭
で、育っている。小学校から卒業までをAASOで過ごし、高校は県内の公立北高
校に進学した。その後、東南アジアの大学に進学し、現在は沖縄で翻訳関係
の職についている。家庭内での言語は日本語と英語が半分ずつを占めている
とし、う。
②．メグ（女性）
メグは1990年初頭に沖縄県東市で生まれ、岡市で、育った。アメリカ人の父
と、沖縄出身の母、兄の4人家族である。父は22歳の頃から沖縄に居住してい
る。家庭内では日本語を主な使用言語とするが、メグは父と話す際のみ英語
を用いる。父は「わじわじ～jなどの簡単なウチナーグチを話すが基本的に
は英語話者である63。メグは東市の第一小学校から岡市の第二小学校へ転校し、
中学校は従兄弟がAASOに通っていた影響から母の薦めで同校に入学した。
AASO在籍時には、公立中学の南中学校にも籍を置いていた。AASO卒業後、公
立第四高校を経て、県内の南大学へ進学した。大学卒業後は、半年間ほどア
ルバイトをした後、東京に居を移しファッショ ンモデルとして活動している。
メグはAASO卒業生のなかでは未だ少数派の「内地進出組Jとして 「ナイチャ
一」との接触を日々経験している。
③．マイク（男性）
マイクは1990年代初頭にアメ リカ人の父と沖縄出身の母のもと東京で生ま
れた。東京でl年半ほど過ごした後、アメリカ西部、アメリカ東部と移動し、
再び日本に戻り、関東、東北と居を移した。マイクが東北にいた頃に両親が
63 ウチナーグチで 「イライラ （する） 」という意味に近い。
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別居し、マイクが小学4年生になる頃に母の実家のある沖縄へと二人の弟たち
とともに移動した。以後、東京の大学に進学するため沖縄を離れるまで母と
二人の弟と沖縄に住んでいた。小学4年生で、沖縄に来た時点で、日本語能力は全
くなく、家庭内では全て英語を使用していた。祖父母と話す際は母の通訳が
必要だ、った。小学校卒業までを基地内の学校に通い、中学校はAASOに入学し
た。日本語を本格的に学んだのはAASOに入学してからだ、った。また、AASO在
籍時には公立中学校の第五中学に籍を置き、第五中学校で期末テストやイベ
ントがある際はAASOから出向いていた。高校は公立の第六高校へ一般入試で
進学し、現在は東京にある私立大学法学部に通っている。
④．スコット（男性）
スコットは、アメリカ軍所属の父と沖縄出身の母との聞にアメリカで生ま
れ生後5ヶ月で一家揃って来日した。3歳まで中園地方で過ごし、以降、現在
まで沖縄で暮らしている。家族構成は、父、母、姉の4人家族で、父親との会
話は全て英語である。母と姉との会話は日本語と英語をその時の気分のまま
に使い分けている。幼稚園から中学校卒業までAASOで過ごし、県立第七高校
へ進学、大学入学に向けて受験勉強の日々を送っている。マイクはスコット
よりも学年が一つ上だ、がAASO在籍歴はスコットの方が長い。
⑤．エミリー（女性）
エミリーはアメリカ出身の父（黒人）と沖縄出身の母のもと沖縄で生まれ
た。父と母は離婚しており、現在は母と姉の3人で暮らしている。調査時の年
齢は10代後半であった。
AASOは保育園から在籍しており 中学卒業までを同校ですごした。現在は、
県内の公立第八高校に推薦入試で合格し在籍している。母は英語が聞くこと
はできるがあまり喋れないため、家庭内では主に日本語で話す。姉と話す際
に英語を使う時がある。
インタビューの翌日からアメリカ留学に行くことになっている。
⑥．マリ（女性）
マリは、アメリカ人の父、沖縄出身の母との聞にアメリカ西部の州で生ま
れた。2歳までアメ リカで、育った後来日し、東北地方の米軍基地で3年ほど過
ごし、 5歳になる前に沖縄に移った。 以降、現在まで沖縄に父、母、弟と居住
している。④スコットの姉にあたる。マリは保育園に通い始めるようになっ
てから家庭では主に日本語を用いるようになり、英語しか話せない父とのコ
ミュニケーションが疎遠になる経験をしている。マリの父は東北地方にいた
時に退役しており、沖縄に来る頃には「軍属」という身分で、はなかったが、
軍属時代の友人が偶然にも沖縄の妻の実家周辺でパソコン関係の店を出店し
ていたため、共同での経営というかたちで来沖後すぐに仕事をはじめた。
なお、マリは現在は、県内の大学に通っている。
⑦．ジャスティン（男性）
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ジャスティンは、アメリカ人の父と沖縄出身の母のもと沖縄で生まれた。
母子家庭で育ち、母とおばと住んでいる。家庭内ではほとんど日本語を話す。
学校はフリースクールの保育園からAASOにすぐに移り、卒業までを過ごした。
高校は県内の公立北東高校に進学している。母の影響でAASO在籍からエイサ
ーのダンサーとして活動していたが、現在は休職中である。県内で、アルバイ
トをしている。
③．パーパラ（女性）
ノ〈ーパラは、アメリカ人の父親（黒人）と沖縄出身の母親の聞に沖縄で生
まれた。現在は、母親と、二人の弟、妹と沖縄で住んでいる。家庭内ではほ
ぼ日本語を使用し英語を喋る機会はほとんどないという。ノミーパラは幼稚園
から小学校5年生まで北西市の米軍基地内の学校に通い、小学校6年生から中
学校を卒業するまでAASOで過ごした。高校は北西市の公立北西第一高校に推
薦入試で進学し、現在は県内の大学に通っている。
表12 インタビュー調査に応じてくれたインフオーマントの基本情報
名前 性別 年齢 出生I也、 出身地 現在の 家族 冨語 AASO 
（仮 居住地 構成 環境 在籍
名） （家庭 期間
内）
① 卜ニー 男性 20代後 沖縄 沖縄 沖縄 9年以
半 上
② メ夕、 女性 20代前 沖縄 沖縄 東京 父、 日本語 3年
半 母、兄 （父と
は英
語）
③ マイク 男性 10代後 東京 日本 東京 母、 英語、 3年
半 （沖縄 弟、弟 日本語
を含
む）
④ スコツ 男性 10代後 アメリ 日本 沖縄 父、 日本語 9年以
ト 半 力 （沖縄 母、姉 （父と 上
を含 は英
む） 語）
⑤ ヱミリ 女性 10代後 沖縄 沖縄 沖縄 母、姉 ほぼ日 9年以
半 （アメ 本語 上
リカ）
⑥ マリ 女性 19歳 沖縄 日本 沖縄 父、 日本語 約8年
（沖縄 母、弟 （父と
を含 は英
む） 語）
⑦ ジャス 男性 20歳 沖縄 沖縄 沖縄 母、お lまぼ日 9年以
ティン lま 本語 上
⑧ 』＼一－／＼ 女性 19歳 沖縄 沖縄 沖縄 母、 日本語 約4年
フ 弟、
弟、妹
注）名前は全て仮名。年齢、居住地は調査時（2014年8月7日－9月18日）の
ものとする。
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第2節 AASO卒業生のアメラジアンにとっての「カテゴリー」とは
2-1.ノミッシング
本章以降、ゴ、フマンのパッシング理論をもとに、 AASOの卒業生たちから聞
かれた語りを分析したい。
AASOの学校経験を通してアメラジアンたちが公立高校へ進学、つまりマイ
ノリティとしてメインストリームに参入し、マジョリティである 「日本人」
と接触した際に「カテゴリーとしてのアメラジアン」がどのような用いられ
方あるいは「パッシング（身元を伏せた越境） Jのされ方があったのかを議
論していきたい。
そもそも、パッシングとはなにか。ゴフマンは「すなわちまだ暴露されて
いないが〔暴露されれば〕信頼を失う ことになる自己についての情報の管理
／操作、簡単にいえば、 （パッシング） (Passing）である。」
(goffman1963=2001: 81）とパッシングを説明している。つまり、 ゴフマン
のいう「人の信頼／面白を失わせる広汎な働きをもっ属性Jである 「スティ
グマJを有する者による印象操作であると考えていい。
とはいえ、 アメラジアンであることが「スティグマ」 を有すると言いたい
のではないということをここで強調しておきたい。スティグマという概念は
多数派である他者が存在してはじめて発生するものであり相対的なものであ
るからである。むしろ、 AASOの教育理念にも掲げられているように、アメラ
ジアンであるということが日本とアメリカの両国の文化を理解しより広い視
野を持つことで自己を誇りに思えるようにと積極的な意味合いを持ち得るこ
とからも、あくまでもスティグマを「属性j として肯定的にとらえたい。
スティグマについてゴフマンは以下のように述べている。
スティグマとは、スティグマのある者と常人の二つの集合（Pile）に
区別することができるような具体的な一組の人聞を意味するものではな
く、広く行われている二つの役割による社会課程（apervasive two 
role social process）を意味しているということ、あらゆる人が双方の
役割をとって、少なくとも人生のいずれかの出会いにおいて、いずれか
の局面において、この過程に参加しているということ、である。 常人と
か、スティグマのある者とは生ける人間全体ではない。むしろ視角であ
る。それらは、おそらくは出会いを機に具体的に作用することになる未
だ現実化していない基準によって、さまざまな社会的場面で、両者が接
触する聞に産出されるものである（goffman1963=2001:231）。
つまり、スティグマとは常に他者によって付与されるものであってなにを
もってスティグマとするかという基準は存在しないのである。一方では、他
者の信頼や面白を「失わせうるJスティグマで、あっても、 一方では関心を惹
く魅力的なものとして映る場合も十分に考えられるのである。
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以上をふまえて、本研究ではパッシングを「他者の否定的な反応を引き起
こしうる自己の情報または印象を操作し、その場をやり過ごす戦略（手法）」
と再定義する。
AASOを卒業していったアメラジアンたちにとって、 AASOを卒業するという
ことは、再びあるいははじめてマジョ リティである沖縄社会の枠組みに包摂
されることである。進学や就職をとおしてメインストリームにコミッ トする
際にマジョリティであるワチナンチュとの接触は不可避であり、初対面の
人々に自らの出自を説明する際には、その場をやり過ごすためのパッシング
をはじめとするなんらかの戦略がみられるであろう。
ゴフマンは、初対面者を「ストレンジャーJと称し以下のように述べる。
人が事実上越境している場合、彼の身上に関して顕わになってくるも
の一社会的場面で初対面の人にもすぐに手に入るような情報のみに基づ
いて彼の社会的アイデンティティを同定する人々にさえも顕わになって
くるものーのために、信頼を失うようなことが起こり得る。 （一種のい
わゆる（当惑を覚える出来事〉が生ずるのはこういう場合である。）
(goffman1963=2001: 130) 
アメラジアンにとって、アメラジアンであることは必ずしもストレンジャ
ーから 「視覚的な情報」を通して暴露されるものではない。アメラジアンの
なかにも顔立ちは様々であり、 「見た目jだけではアメラジアンだとみなさ
れない者もいるのである。
さて、前述したように米軍基地が集中する沖縄社会でさえ「アメラジアン」
という語は一般的なものではない。彼らは外国人と日本人の両親をもっ者と
して現在最も広く普及していると思われる「ハーフ」 というカテゴリー の前
にかき消されているといえるだろう。
一方で、前章からも分かるようにAASOのカリキュラムは「ダブル」として
の誇りをもてるように組み込まれたものである。AASOは、戦後の後遺症とし
てしばしば邦検、蔑視されていた「アメラジアン」というカテゴリーを、あ
えてアイデンティティ付与的なものとして積極的にとらえ、アメ リカとアジ
アの両頭文字を大文字に変えた「AmerAsianJ として校名に冠した。これによ
り、沖縄社会においてアメラジアンたちが日米両文化、両言語を学べること
を保障し、アメラジアンとしてのエスニシティ、 文化的アイデンティティを
育めるような教育の提供を目指している。
以上をふまえたうえで、 AASOがダフ、ルの教育を通じて付与する 「アメラジ
アンJという積極的なカテゴリーと、 AASO卒業生のアメラジアンたちにとっ
ての 「アメラジアン」というカテゴリー の用いられ方にどのような差異が生
じるのかを論じていく。
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2 2.インフォーマントの語り
質問項目の①もし、 「あなたは00人なのですか？」と聞かれたらなんと
答えますか？②自分のことを説明するときにアメラジアンというカテゴリー
を用いますか？をもとに 「自 らの出自に関する問しリに対してAASO卒業生の
アメラジアンが「アメラジアンJというカテゴリーをどのように用いている
のか、またはどのようにパッシングしているのかをインタビ、ュー調査から紐
解いていく（以下、 〔 〕は調査者、 ーは被調査者とする） 。
①．トニーの語り
〔もし 「あなたは00人ですか？Jと聞かれたらなんと答えてますか？〕
一一お父さんがオース トラリア出身で、お母さんが日本人で・・・って細かく説
明するね。
〔それは誰にでも？いちいち説明がめんどくさいと思ったりしない？〕
一一誰にでも。俺は逆に（自分が喋る）時間を稼ぎたいって思う。他人でも
人と喋りたいって思うから（笑） 。
〔アメラジアンっていうカテゴリーは使う？〕
一一アメラジアンっていう単語はそこまでは使わないね。自分の中で、ハー
フという単語はそこまでネガティブに感じない。ただの単語だし。 （ハー フ
という語の使われ方に対する論争もあるけど）わざわざ戦わなくていい。ダ
ブルってもいわない。あわれみはいらなし1から。単語（カテゴリーの意）に
よってすくわれるわけではなし、から。 単語にいちいちこだ、わってる暇も、自
分の中で（適切な単語を巡る）ミッションもないし。結局なんだろう、 アイ
デンティティって社会に出たらあんま関係ないんじゃない？（大切なのは）
自分の能力でしょ？って。アメラジアンっていうアイデンティティが社会で
何か得かっていわれたら正直ないと思う。とにかく自分はそこまで戦いたく
ない。00人ってそこまで大きな問題はない。社会は沖縄でも、シンガポー
ルでも、日本，でも一緒だから。例えば30代、 40代になってもアイデンティテ
ィに悩むのはよくない。大人になったら （自分自身で）決めないといけない。
多分俺みたいにどうでもいいでしょって思う人もいると思うよ。
②．メグの語り
〔もし、 「00人ね？」 って聞かれたらなんて答えてる ？〕
一一沖縄で、すってしづ。自分はどっちかというと見た目がアメ リカが薄し1か
ら。 「沖縄ですJってクッションで、言ってから、 そのあとで父がアメリカ人
で母が日本人で、すっていうかな。
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〔アメラジアンとは言わないんだ？〕
アメラジアンって言葉は浸透してなし、から使わない。自分でもハーフっ
て言葉はいし1かたよくないとは思ってるけど、みんな悪いと思つてなし 1から
（普通に使う） 。 「ハーフです」っていうよりは、 「父がアメリカ人ですJ
とかっていう言い方するかな。ハーフってあんまりいい言葉ではないってわ
かってるけどアメラジアンは浸透してないし面倒くさいときはハーフですと
は言う。 （東京で）ウチナンチュですと（自分から）は言わないね。 （自分
の出身が）沖縄だからって「しまんちゅ？」 「うみんちゅ？」ってこっちで
聞かれたらわざと「だ～るよj とかつてふざけては言うけどね（笑）
〔じゃあ、自分のことを説明する時に「アメラジアンJってカテゴリーは使
わないんだね。〕
一一聞かれるまでハーフって自分では言わない。 （モデ、ルの）職業上、ハー
フはめずらしくなし 1からわざわざ自分がハーフとは言わないかな。オーディ
ションもハーフばっかりだし。もうハーフが前提になってるつてのもある。
自分から（ハーフ）って説明するのはむしろダサし1かな～。自分は自分だか
ら血筋まではあえて言わない。
③．マイクと④．スコットの語り
〔もしあなたは00人ですか？って聞かれたらなんて答える？〕
マイク一一聞かれた瞬間、アメリカと沖縄のハーフって言いますね。日本じ
ゃなくて沖縄。普通にハーフって言って、沖縄と。そのあとアメリカとのハ
ーフって言います。
スコット一一ハーフって普通に言った後、 「どこのね？」って聞かれたら沖
縄とアメリカって言う。日本つては言わないですね。
〔アメラジアンつては言わないんだ。〕
マイクー一一自分からアメラジアンつては言わないです。一回も言ったことな
いっす、アメラジアンとは。ハーフってことばにネガティブな感じは俺はな
し、っすね。外人って言われでも同じ。
スコット一一俺も。別にネガティブに思わないです。
マイク 「どこの学校（出身）？」って言われたらハーフの学校だ、ったっ
ていうけど、アメラジアンスクールって言ったら「アメリカンスクールね」
って言われる、絶対。
スコット 俺も俺も！ 3～4回目くらし1から説明が疲れるからもう流す。
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⑤．エミリーの語り
〔もしあなた00人ね？って聞かれたらなんて答えてる？〕
一一地球人（笑） 。ミスターワトソンって人がいたわけよ（昔スクールに） 。
めっちゃ背の高い人でから。一応先生だよ。で、週に一回くらいの授業で、
それで一回、他のクラスも合同で、ゃったときがあって、ワトソン先生がみん
なに「私は何人だと思いますか」って質問してから紙配って、みんなアメリ
カ人とかブラジル人とか紙に書いて。そしたら「自分は地球人です」って言
って（笑）。それが忘れられなくて、自分は地球に生まれた地球人だ、って言
ってて、わぁーすごいと思って、それから何人か聞かれたら地球人って答え
てる（笑）。留学のオリエンテーションで、もしあなたが（留学先で） 00 
人ですか？って聞かれたらなんて答えますかつて言われて、地球人って答え
ますって言ったら笑われた（笑）。
〔そりゃあそうだろうね（笑） 。じゃあ自分のことを説明する時にアメラジ
アンってカテゴリーはつかわないんだ？〕
一一自分のことを説明する時に？ハーフ？って聞かれたらアメラジアンって
言う。それ何？って聞かれたらアメリカとアジアを合わせてアメラジアンだ
よって説明する。
〔ノ＼ー フってことばにネガティブなイメージある？〕
一一うん。何がハーフ？表現がグロくない？半分って。ダブルのほうがまだ
まし。2{1固持ってる感があってお得感がある。0.5より2のほうがかっこいいさ
（笑） 。
（中略）
〔日本の学校に行った時もそういう経験はあったの？〕
一一日本の学校に行ったら、絶対ハーフってパレたら 「エミリ一、ハーフな
の ！? Jって驚かれる。今になったら笑い飛ばせるけど（笑） 。
〔自分から（アメラジアンであることを）隠すことはあったの？〕
一一一それはない。お姉ちゃんにはできるだけ（日本の学校に行ったら）普通
にしていけって言われてたけど、セイヤー先生は 「何言ってんの ！どうどう
としなさし、！ あんたスクールで何を学んだわけ！ 」って言われて、どうどう
としようと思って（笑）。英語のクラスとかでもどうどうと英語話す。でも
やっぱ、名前で、びっくりするね。この見た目であれが名前だから。だから
（出自について）聞かれたら教えてる。違うものは違うって考えてるから隠
したりすることは特になかった。
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⑥．マリの語り
〔もし、日常で「あなたは00人ですか？Jと聞かれたらなんて返す？〕
今はもう、普通にまず相手が日本人だ、ったらハーフって言ったほうが通
じやすいのでハーフって言います。で、 「何との（ハーフ）？」って聞かれ
たら、アメリカと日本、日本ていうより沖縄かな、って言います。
〔そこは日本ではないんだ？〕
一一日本ではないですね。沖縄は沖縄って感じしませんか？一緒じゃない感
じしますよね。
〔アメラジアンというカテゴリーは使わない？〕
一一一応、アメラジアンっていうのがあまり知られて如、んで、ハーフって
言う方が伝わりやすいですね。もし、ふみこんで聞いてきたらアメラジアン
っていうかなーって感じです。多分、日本人はふたつの血を持っているんだ
なーってことだけが聞きたいんですよ。挨拶程度をする相手だ、ったら（アメ
ラジアンと）言わなくてもいし1かなーって思いますね。うーん、人によるか
な、アメラジアンって説明も長くなるし（笑）。
〔ノ＼ーフって言葉にネガティブなイメージはもってる？〕
一一ハーフがネガティブに感じ始めたのはAASOfこ来てからですね。セイヤー
先生がハーフじゃなくてダブルって言いなさいってよく言うじゃないですか。
けどやっぱり実際はハーフつてのが一般的に知られているんで。例えば、こ
れからも仲良くしたい、なりたい人ならアメラジアンって自分のことを知っ
てもらおうと思うけど、人って第一印象あるじゃないですか、この人と仲良
くなれないなと思った人には自分から言わないですね。
⑦．ジャスティンの語り
〔もし、日常生活のなかで「あなた、 00人ね？」って聞かれたらなんて返
す？〕
ハーフで、すって答えますね。 「ハーフ？」って相手がなると、お父さん
がアメリカ人で、お母さんが日本人で、すって言いますね。
〔沖縄出身じゃなくてそこは日本なんだ。〕
お母さんが沖縄出身とはあんまり言わないですね。
〔自分のことを説明するときに「アメラジアン」ってカテゴリーは使う？〕
一ーなし1です（笑）。
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なんで？
一一通じないので（笑）。
〔ネガティブなイメージとかはあるの？〕
ネガティブなイメージはないですね。ハーフのほうが、ダブルとかより
みんな知ってるかな～って思うし、そのほうが通じるかな～って。
③．パーバラの語り
〔もし「あなた00人？Jって聞かれたらなんて答える？聞かれたことあ
る？〕
一一聞かれることはあるんですけど、生まれも育ちもここだから日本って答
えるんですけど、日本人って言ってそれからとくに深く聞かれたことはない
んですけど納得した顔をされないんですよ（笑）。見た目はアメリカ人なの
に（と思っているはず）、 「ふ～ん」って（笑）。 「見た目はこんなだけど
ね～j とかは（自分からふざけて）言うんですけど。 「日本人って言っても
どこどこのハーフだけどさ～」って説明いれて。
〔「アメラジアンです」みたいにアメラジアンっていう名称は使わない
の？〕
全然（笑）。使ったら「イ可それ？」つてなるからめんどくさくて。ハー
フのほうが通じやすし、からそっちを使いますね。小さい時からハーフ、ハー
フって言われたりしてきたから今更って感じで。
2-3.AASO卒業生の語りから
以上のインフォーマントの語りから 彼らが「アメラジアン」というカテ
ゴリーをいかに使用しているか、または別のカテゴリーにパッシングしてい
るかを分析してし 1く。
まず、被調査者の多くに言えることだが、彼ら／彼女らは他者に自らの出
自を説明する際に「アメラジアン」という呼称を意図的に避けていることが
わかった。それは「アメラジアン」というカテゴリーが日本社会でほとんど
認知されていないことから、アメラジアンである彼／彼女らがあえて「ハー
フj という語を用いて自らを形容する例が大半を占めていたことからも裏付
けされる。例えばメグやマりのように、 「ハーフ」という語にネガティブな
イメージを抱えながらも、より日本社会で認知されているカテゴリーに優先
的にすり替えることによって自らを説明する手間を省いている事例もみられ
た。
また、メグは「何人か？」という聞いに対し「沖縄出身」であることを先
に述べることで沖縄出身であることを「緩衝材j として用いているとみられ
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る。つまり、メグは自らの顔立ちが、どちらかというと「アメリカ人らしく
ないj という「ヴィジブルなアメラジアン」でないことを認識したうえで、
自らが外国（アメリカ）にルーツをもっ出自であるという情報よりも先に
「沖縄出身」 であると留保し、問者に対しパッシングしているととらえるこ
とがで、きる。
このことは、例え問者がウチナンチュであってもナイチャーであっても
「外国にルーツはあるが第一にウチナンチュであるJあるいは「沖縄出身で
ある」と示すことで自己の出自を表し、 ウチナンチュの問者と生活経験を共
有、または沖縄独自の特異性故にナイチャーとの生活経験の非共有を実践し
ていると考えられる。
ただし、こういった問者への回答方法は意識的に行われていると言うには
些かの疑問が生じる。 意識的であれ、無意識的であれ他者（日本人）とのコ
ミュニケーションをなるべく 円滑に行うべくして、幾度とない経験によって
自然と生成されてきたテクニックの一つであるとと らえるほうが適当であろ
フ。
メグと同様にマイクも慣れ親しんだ沖縄を離れ、東京に居を移したアメラ
ジアンである。マイクはAASOに通っていた 「アメ ラジアン」でありながらも、
他者に自 らの出自を説明する際に「ハーフ」という語を選択している。ただ、
メグのように、 「ハーフ」という用語にネガティブな意味を感じつつも、他
者とのコミュニケーションを円滑におこなう手法のーっとして採用している
わけではなく、マイクは 「ハー フjや 「ガイジン」 という用語そのものにネ
ガティブな感情も持ちあわせていないことがわかる。
マイクにとって、 「ハー フJや「アメラジアンj とし）う呼称は他者から付
与された「他称」に過ぎず、当事者にとっての 「ハーフJはむしろ他者との
接触において一発で自己を認識せしめる 「誰もを一発で納得させる便利なカ
テゴリー」であり、道具的な使われ方をしている
スコットやジャスティン、 トニーもマイクと同様に、 「ハーフ」や 「ガイ
ジン」というカテゴリー をネガティブにと らえていない。マイクとスコッ ト
は卒業後、出身校の話題の際に彼らが「アメラジアンスクールjの出身だと
答えても、 「アメラジアンj 自体の認知度が未だに低いため「アメリカンス
クール」だと一括りにされてしまうことがしばしばあるようだった。彼らの
語りの中から自らは「アメリカンスクールjではなく 「アメラジアンスクー
ノレjの出身だというアイデンティティは見いだせるが、アメ ラジアンについ
て知らない初対面の人 （ストレンジャー）との接触の際はアメラジアンスク
ールというカテゴリー は引っ込んでしまう。ここでは「アメリカンスクール」
と「アメリカンスクール」の問のカテゴリ一間の越境、というよ りも、ゴフ
マンのいうカヴァリング（擬装工作）の手法がみてとれる。カヴァリングに
ついてゴフマンは以下のように述べている。
（多くの場合知られているか、あるいは一見して判然としているので）
スティグマのあることを率直に認めることの出来る人々は、率直に認め
はしでもなほそのスティグマが人の目に大きく映らないように大変努力
するということは事実である。 彼の目的は緊張を解消しよ ういというこ
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とである。言い換えれば、スティグマにひそかに向けられた視線をそら
し、自分自身にとっても他人にとっても打ち解けた雰囲気をっくり、
〔両者が現に遂行している〕相互交渉の公式の主題に屈託なく没頭でき
る状態を維持し易くすることである。 (goffman 1963=1970: 173) 
ゴフマンによると、カヴァリングはパッシングの際に用いられる手法と酷
似しているという。または場合によっては同一であるともいえる。なぜなら、
「当人をよく知らない人たちの目からスティグマを隠すものは、当人を知っ
ている人たちにとってもまた事態を和らげてくれるものだからである」
(goffman 1963二1970:173）と理由付けている。
マイクとスコッ トの語りから読み取れる「アメラジアン」を「ハーフ」に
カヴァリングする手法は、マリやジヤスティンの語りからもみることができ
た。彼／彼女らにとってカヴァリングはあくまでも「つうじないJ 「めんど
くさしリ説明を避けその場をやり過ごすための手法にすぎないといえるだろ
う。それは、マリのようにアメラジアンという語の説明は、親交の浅深の度
合いによって、説明するか否かを判断する尺度として用いられており、一度
きりしか会わないであろう相手には「ハーフ」にカヴァリング、してその場を
やり過ごすのである。ゴフマン（1967）がいうような儀礼的行為として「ハ
ーフ」の語の使用は行われているといえよう6¥
一方で、エミリーは、 他のインフォーマン トとは対照的に「アメラジアン」
というカテゴリーを積極的に用いている。他者との接触の際、 「ハーフでは
なくアメラジアンjであると自己をカテゴライズし、むしろ 「アメラジアン」
というカテゴリーをストレンジャーにーから説明していることが伺える。エ
ミリーにとって 「ハーフJや 「ダPブル」はパッシングの際に用いられる 「誰
もを一発で納得させる便利なカテゴリー」ではなく、 「半分であるj という
不快でネガティブな意味をもっ「スティグマJとしてとらえていると考えら
れる。また、先にも述べたがアメラジアンにはエミリーのように顔立ちゃ外
見ではアメラジアンだとわからない者もいる。ゴフマン（1970）がし＼うよう
に、他者への情報伝達の際の「記号」はそれが生得的であるか否かによって、
またもし生得的でなければ一度使われた場合、それらが当人の永続的な部分
になるか否かによって、本目違を生ずる65。他者が生得的な記号からエミ リー の
アメラジアンとしての属性を読みとることはほとんどないかもしれない。し
かし、エミリーはそれを自 ら隠そう とはしていない。それどころか、アメラ
ジアンというカテゴリー を説明するきっかけとして利用していることが伺え
る。
以上からもわかるように、本調査ではAASOを卒業したアメラジアンはスト
レンジャーとの接触の際に「アメラジアン」というカテゴリーを避け「ハー
64 ゴフマン（1967）は、行為の記号的成分を通じて、 行為者は自分がし、かに敬意を受け
るに値するかを示し、また他人たちが敬意を受けるに値するとその行為者がどれほど考
えているかを示すわけだが、こ ういった記号的成分をもった行為を儀礼（ritual) とよ
ぶ。
65 たとえばゴフマン （1970）は、肌の色は生得的であり、肢体の切断等永続的であるが
生得的ではない。囚人の剃られた頭は生得的でもなければ、永続的でもないと述べる。
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フ」という語で「カヴ、アリング」している者が大半だ、ったことがわかった。
とはいえ、 「アメラジアンJを自称しなし1からといって 「アメラジアンJと
してのアイデンティティを持たないといいたいのではない。むしろ、 「アメ
ラジアン」のカテゴリーがあるからこそ「ハーフ」というカテゴリー が「戦
略的jな用いられ方をすると考えたほうがよいだろう。
アメラジアンたちは、場ごとのコンテクストに応じて「アメラジアン」
「ノ＼ーフJ 「ダブ？ル」あるいは「ウチナンチュ」などといった複数のカテゴ
リーを瞬時に選びとるのである。
第3節 流動的なアイデンティティー学校と生徒の認識の狭間でー
3-1.アメラジアンというカテゴリー
AASOの学校精神には以下の様な文言がある。
1) 「ダブソレj としての誇り
生徒は、自らをアメラジアンとし、多文化的であることの権利をもっ。
生徒はこの権利を支持し促進することに責任をもっ。
2）アメラジアンスクール・イン・オキナワは、生徒、親、教職員、支
援者によって創られ育てられる。
親・教職員は、子どもたちのためにすぐれた教育を保障する努力が求
められる。生徒、親、教職員はこの課題を実現するための重要な役割を
平等に果たし、この目標実現のためになされる支援者の方々の貢献に感
謝する。
この学校精神を育てていくうえで、以下の子どもの権利条約の第29条第l項
に注目する。
「締約国は、子どもの教育が次の目的で行われることに同意する。
(a）子どもの人格、才能ならびに精神的および身体的能力を最大限可
能なまで発達させること。
(b）人権および基本的人権の尊重ならびに国際連合憲章に定める諸原
則の尊重を発展させること。
(c）子どもの親、子ども自身の文化的同一性、言語および価値の尊重、
子どもが居住している国および子どもの出身国の国民的価値の尊重、な
らびに自己の文明と異なる文明の尊重を発展させること。
(d）すべての人々の間で、 そしてエスニックグループ ・国民グルー
プ・宗教グ、／レー フ0 ・先住民の間における理解、平和、寛容、性の平等お
70 
よび友好の精神のもとで、自由な社会で子どもが責任ある生活を送れる
ようにすること。
(e）自然環境の尊重を発展させること。町
以上の教育理念をみればわかるように、学校精神には「ハーフ」 という語
は一度も使用されていなし1かわりに「ダブルJという語が採用されている。
AASOは「ハーフ」のための学校というよりも、米軍基地を背景にもつ子ども
たちのためのものゆえに日本語と英語を学ぶ権利を保証しているのである。
そのため、英会話学校のような「英語も学べる学校」とは明確に区別されな
ければならない。あく までも英語を学ぶ必要のある子どものための学校なの
である。
第2章で照本（2001）が述べているように、 AASOはパイリ ンガルのための教
育機関とは区別されなければいけない。確かに、 AASOは英語と 日本語を学べ
るダ、ブルの教育の提供を目指してはいるが、そこにはアメリカと日本の両親
をもっアメラジアンたちが両親の母国の文化を学べるようにという願いがあ
る。
それはアメラジアンの置かれた歴史的背景を辿ると分かるように、 両親の
離婚や父親の失綜により父親を知らないで、育った子や、アメリカで行方がわ
からなくなった父親をもっアメラジアンの子どもたちに 「父親を知る権利J
を保障する配慮も含まれているだろう。父親が母と自分を見捨てたとはいえ、
アメラジアンからアメ リカとのつながりが消えるわけではない。
AASOはアメラジアンの教育権をめぐる闘争のなかで、単なる「マイノリテ
イj という断片的で輪郭のぼやけた不透明な「個人」からではなく、歴史的
背景を踏まえたうえで「アメラジアン」というカテゴリーを自発的に採用し
「集団Jとして主張し闘ってきた歴史がある。沖縄社会で権利を主張するエ
スニック・マイノリティは、オールドカマーのフィリピン人でも、琉球華僑
でもなくアメラジアンが嘱矢とされるのだ。
3 2.戦略的なカテゴリー選択
岸政彦（2013）は、金泰泳が現代の在日コリアンのアイデンティティが流
動的になり、本名を名乗るか通名を名乗るかという選択の際に状況に応じて
柔軟に使い分ける戦略を「在日の新しいアイデンティティのあり方」である
という評価を引き合いにだし、 流動的なアイデンティティの戦略的使用につ
いて以下のように述べている。
かれがあきらかにしたように、たしかに多くの若い世代の在日コ リア
ンたちが、状況によって本名や通名を使い分けている。ほかにもたとえ
ば、 在日 コリアンと同じよ うに、若い世代の被差別部落出身者も、ある
場面では出自をあきらかにし、ある場面ではあえてあきらかにしないよ
66 アメ ラジアンスクーノレ創立10周年記念誌（2008）参照。
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うな柔軟な戦術を採用している。アイデンティティという観点からすれ
ば、これは過去の実体的で不変のアイデンティティから、状況に対して
相対的あるいは流動的な、ゆれ動く多様なアイデンティテイへ変化した
ようにみえる。あるいは「進化j した、ともいえるかもしれない。 （岸
2013:401-402) 
岸（2013）は、古典的なマイノリティのアイデンティティというものが、
何世代にもわたって継承される固定的ないわば「カテゴリー的再生産jなも
のとして考えられていることに注目している。たとえば、在日韓国・朝鮮人
の人々はそのようなアイデンティティを「持っていたjが、一方で最近の若
い世代ではそのようなアイデンティティは「薄れてきて」いて、より多様で
流動的で異種交配的なものになっている、というイメージのもとで自己が語
られているという。
金（1999）は、在日韓国・朝鮮人の女性におこなった聞き取り調査から、
本名を日本名へと変更する際に、 「在日朝鮮人としての責任」としづ荷物を
おろすためにおこなわれたその選択が、結果としてより自分が在日韓国・朝
鮮人であることを意識させることになる帰結を生んだことに言及している。
金は「彼女の日本名への選択を、在日朝鮮人として生きることからの、そう
した重圧から逃れるための『逃避』だ、と決めつけることはたやすい。しか
し、彼女の実装は、かならずしもそうした後ろ向きのものではなしリ （金
1999: 189）と述べる。
つまり、本名を日本名に変えたからといって「在日」としてのアイデンテ
ィティを「持っていなしリとはいえないのである。それは、日本名の使用が
彼女にとって差別社会を生きていくうえで、の一つの「戦略jであると考える
べきである。
「彼女はたしかに華々しい闘争のヒロインにはならなかった。しかし、
民族の本質主義的拘束を脱けて、柔軟な民族性を生きているということ
はできる。それは、一人の少女が、日本社会という差別空間のなかにつ
つまれながら抗いながら生を営んでいくための方策で、あった」 （金
1999: 190）。
そういう意味ではアメラジアンも「ハーフ」というカテゴリーにカヴァリ
ングしているとはいえ、 AASOで培われた「アメラジアン」としてのアイデン
ティティを「持っていなしリとはいえないだろう。アメラジアンが「アメラ
ジアンJを名乗らなし 1からといって、 AASOの学校経験が彼／彼女らにとって、
アイデンティティ付与的なもので、なかったと決めつけてはいけない。
むしろ、 AASOがそれまで集団としてのカテゴリーが存在しなかった沖縄の
アメラジアンたちにダ、ブルの教育を通して「アメラジアン」というカテゴリ
ーを付与することで生徒たちは自らを相対化し「ハーフ」というカテゴリー
を客観的にとらえることが可能になるといえよう。AASOが根を張ることで、
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生徒たちは沖縄社会でアメラジアンとして誇りをもちながらも「上手に生き
る」ための戦略的なカテゴリー選択のテクニックを身につけていくのではな
いだろうか。
さらに、次章で論じていくようにアメラジアンたちは「ハーフ」というカ
テゴリーの他に「ウチナーグチ」を道具として用いることで、それが意識的
であれ無意識的であれメインストリームである沖縄社会にコミットしていく
ことを可能としている。それどころか、ウチナーグチを習得し使用すること
で、沖縄との紐帯を強め、ウチナーグチの仕様が心のやすらぎをもたらすと
いう帰結を生むことさえある。
それは、ウチナーグチが苧む「ウチ」対「ソト」の境界の枠組みの性格で
あり、それを「話す」ということがウチへと入り込む「道具」となりうるの
である。
アメラジアンがマイノリティであれば 「ウチナンチュ」もまた日本社会に
おけるマイノリティなのである。
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第4章 アメラジアンとウチナーグチ
第1節 ウチナーグチの概要
1-1.ウチナーグチという用語の使用について
前章では、沖縄におけるアメラジアンの戦略的 「カテゴリーJ選択による
パッシングのテクニックをとりあげた。
本章では、パッシングのもうひとつの側面として「ウチナーグチ」をとり
あげたい。沖縄社会のマイノリティであるアメラジアンが「ウチナーグチ」
を意識的であれ無意識的であれ道具として戦略的に使用することでマジョリ
ティであるウチナンチュの「ウチ」へとパッシングするものとしてとらえる。
つまり、ウチナンチュがもっ「ワレワレ意識」を確認する道具として「ウ
チナーグチjは用いられ、ウチナーグチを「話すか／話さなし1かjで「ウチ」
と「ソトJを隔てていると考えられる。それは本土の人々を指す 「ナイチャ一Jとし、う語がしばしば蔑称として用いられることからも裏付けされよう。
まず、本研究において「ウチナーグチ」をどうとらえるかを述べておく。
本研究で用いる「ウチナーグチjの概念は、現在沖縄社会で若年層を中心に
広く用いられる「ウチナーヤマト ワグチJの意とほぼ同義であるといってい
い。しかし、沖縄の若年層の間で 「ウチナーヤマトゥグチJという語は一般
的に使われている語であるとはいい難いといえよう。むしろ、若年層のウチ
ナンチュにとっては相対的に自らの言葉の靴りを 「方言Jや 「ウチナーグチ」
と広義の意味で称するのが一般的であると思われる。さらに、ウチナーグチ
としづ呼称をもちいる際にそこに 「沖縄的な話し方」、 「沖縄的な言葉の選
び方Jとしづ意味を含ませたい。
1-2.ウチナーグチとはなにか－島々で異なる言語一
ウチナーグチとはなにか。またウチナーヤマト ゥグチとはなにか。 それら
はどのようなコンテクストのなかで用いられるのかをまとめたい。
はじめに、ウチナーグチを広義の意の「方言j としてとらえ、沖縄におけ
る方言つまり琉球方言の分類について簡単にみてし1く。
内間（2011）は、琉球方言の区画について、日本語は大きく本土方言と琉
球方言に分かれると指摘している。その境界線はトカラ列島と奄美大島との
間にあり、琉球方言はまた次のよ うに区画される。
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図3 琉球方言の区画
議室事方議
奄羨・沖縄
？？雲
吉宮古‘八蓬UJ
ア？雲Z
内間（2011)p. 2から筆者編集
護主義方繋
；中総方議
3設さZ方議Z
内問（2011）によると、琉球方言は、大きく奄美・沖縄方言（北琉球方
言ともいう）と宮古・八重山方言（南琉球方言ともいう）に分かれる。奄
美・沖縄方言はさらに奄美方言と沖縄方言、宮古・八重山方言は宮古方言、
八重山方言、与那国方言に区画される。奄美方言から与那国方言にいたるこ
れら5つの方言郡は相互にコミュニケーションが不可能なほど違っている。沖
縄の方言が、島によって異なる点については、岸（2013）が、 1949年宮古島
生まれ、宜野湾市育ちの女性に聴きとり調査をおこなった際に得られた語り
からみてとれる。
私なんかはね、宮古島なんで、方言はわからなかったんですよ。こっ
ち（沖縄本島）に来てから覚えたって感じ。うちの、両親とも宮古だ、っ
たんで、あそこの方言はわかるけど、こっちの方言はわからなくって。
おばあちゃんもいたから。 （宮古）方言のほうが聞ける。言えないけど、
聞ける。宮古の方言。 （本島と）ぜんぜん違う。もうぜんぜん違います。
向こう（東京）に行ってあの、よく沖縄の方言、なに、英語使ってる
のとか、なんか言ってた。方言を使っているのを聞いて、それを言って
たのかなあと思ったけど・・・でも考えてみたら、沖縄の方言っていうのも
ぜんぜんねえ、本土のあれと、わからないものだレーだから宮古なんか
よけいなわけよ。宮古の方言はなんかね、英語みたい。 （岸政彦
2013: 175-176) 
実際に、那覇都市圏で話される中南部のウチナーグチと北部や南部で話さ
れるウチナーグチにも違いはある。北部出身者のウチナーグチが那覇では部
分的に伝わらないということはよくあることである。
沖縄の方言話者の方言の違いの意識について野原三義は「沖縄北部方言を
一般的には『ヤンバルクトゥパ』 （山原言葉）というが、これも中南部方言
の話者からは遠いものである。沖縄芝居に登場する南部の糸満、小禄、中部
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の屋慶名あたりのことばは、イントネーションなどが特徴的なためである。
違うとしづ意識は、芝居を通して拡大したようである。隣接集落の方言が違
うという意識について、久米島の具志川村鳥島は、周囲の人たちから、違う
と意識されている。これは、徳之島の西方海上の硫黄鳥島の移住があったか
ら当然である。宜野湾市の大山のように、昔からある集落でも、あの村のこ
とばは違うとしづ意識は、同じ市町村や近い距離の場合は、よくあることで
ある」 （野原 1997:6）と述べている。
1 3.ウチナーヤマトゥグチ
現在では琉球方言は衰退しつつあり、若年層が祖父の話す琉球方言を全く
理解できないというケースは一般的になっているといっていいだろう。
内間（2011）は、 1972年の本土復帰以降、琉球方言は衰退しつつあるとし、
それに代わり若年層では共通語化あるいはウチナーヤマトゥグチ（沖縄式共
通語）といわれる表現法が成立しているとある。例えば、沖縄市宇古謝方言
の「父」を示す語藁は60～70代の高年層間では「スー」であるが、 20代～50
代の若年層と中年層間では「オトー」が用いられていると述べている。
ウチナーヤマトゥグチ（沖縄式共通語）について、内聞は「ウチナーヤマ
トワグチは、主として方言使用者である高年層が方言をよく知らない若年層
に対してできるだけ共通語らしきものでコミュニケーションを図ろうとした
ところから生まれたものである。ウチナーヤマトゥグチは、概していうなら
ば、方言の直訳式共通語、あるいは共通語文系の中に共通語では言い表せな
い微妙なニュアンスを伴った方言語棄をちりばめた表現方法である」と説明
している（内問 2011:13）。
表13 ウチナーヤマトゥグチの例
ガッコー アノレイテルサー（学校歩いている。学校へ通っているの意）。
チムドウンドウンスノレ（心がドキドキする）
ヒッチー ユンタグヒンタク スノレサー（しょっちゅうおしゃべりする） 。
オマエ シナスヨ（おまえ、死なすよ。ぶん殴るぞの意）。
ユクシジラ シテイルサー（嘘っぽい顔つきしているよ）
デージ ワジワジー シタヨー（とても怒ったよ）。
内間 2011:13 14から筆者作成
1-4.本論文における「ウチナ グーチ」
野原は、 「奄美・沖縄人たちは、方言と共通語の二重言語生活者である。
宮古・八重山出身者には、三重言語、四重言語という人もいるが、おおかた
は二重言語とみてよいだろうJとし、さらに「沖縄の言語生活は、まずこの
二重がある。方言に関しては、宮古・八重山方言は、全く通じなし、から、そ
ういうものとしてみているわけである。奄美の方言に関しても、普通の人に
は、聞く機会がなし 1から、あまり話題にならない。伝統的にいうと王府のあ
った首里、県庁所在地那覇の方言が代表的な方言ということになるJと論じ
ている（野原 1997:6）。
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さらに、本研究で定める「ウチナーグチ」の概念には「沖縄的jな話し方
とし1う意味も含ませる。
例えば、内問（1990）は「挨拶Jを引き合いに出し、琉球方言の挨拶言葉
の特徴を3つにまとめている。一つ目が、相手との同一化思考があるというこ
と、二つ目が固定形式化されず、より具体的であること、三つ目が共通語で
用いられている挨拶言葉が見いだせないものもあるということである。
内聞は琉球方言の挨拶言葉は、共通語の挨拶のあり方とは異なっていると
いえる指摘している。共通語の挨拶がどちらかといえば、プライバシ一、プ
ライベートなどの用語にも代表されるように、我と他者の独立的存在を前提
としつつ、しかも両者を結びつけてし1く触手のような働きをしていることに
対し、琉球方言の挨拶は、我と他者を機能的に結びつけていくものというよ
りも、両者を同一化し、一体化していくことをめざしたものといえる。ある
いは、一体化したものとしてとらえている相手、まるごとウチなる存在とし
てとらえている相手と交わすのが琉球方言の挨拶であるといえると述べてい
る。
つまり、琉球方言の挨拶は共通語の挨拶にみられるように己の生を発展さ
せる機縁を求める触手というよりも「相互の結び、つきを確かめるサインJで
あるといえる。だからこそ、琉球方言の挨拶が「おはようございます」 「こ
んにちはj 「こんばんは」などと固定化、形式化されていない理由もそこに
あるとみられる。それよりも、琉球方言の挨拶では、 「早いですね」 「なに
しているんですかj 「どちらへJなどといった具体的なものが多い。かとい
って、異郷の人にはそういった挨拶は「なれなれししリという思いがあり、
つい口をつぐんでしまうため「沖縄の人は挨拶がへただ」と機能社会から評
価されると論じている。
この他者との同一化、一体化というのは、ウチ領域の拡大につながり、結
果としてはウチ社会を構成していることになる。琉球方言の挨拶はウチ社会
で通用するものであると内聞は述べている。
このようにウチナーグチは、標準語との語葉の違いだけでなく、挨拶の例
をみればわかるように言葉の選択のされ方に特徴があるとみることができる
だろう。そして、ウチナーグチは「相互の結び、つきを確かめるサインJとし
て、他者との共有の確認をする「合言葉」のような役割をもっともいえるだ
ろう。
また、倉石一郎（2008）がいうように、ウチナンチュ自身が自分の話し方
を方言として認知しているとは限らない。インフォーマントの語りからも、
特に本土での生活経験や接点が少ない者からは 「何がウチナーグチで何が標
準語なのかわからなしリというような語りはしばしば聞かれた。後述するメ
グ、やマイクのように本土に身を置き、本土での生活を経験することではじめ
て自らの言語がウチナーグチであったと気づく例はごく自然のものであると
いえよう6¥
67 倉石（2008）は、井谷泰彦（2006）を引用し、方言札の登場こそが、ウチナンチュが
自分の話し言葉を矯正されるべき「方言」として認知したということの証左に他ならな
かったとしている。
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以降、本研究ではウチナーグチを、狭義の意味ではウチナーグチヤマトゥ
グチを指すが、広義の意味としてのウチナーグチととらえ、 「沖縄的な話し
方」 「沖縄的な言葉の選び方」というような概念を含ませながら論じてし 1く。
第2節 ウチナーグチとパッシング
2-1.アメラジアンの「沖縄的なるもの」
序章の冒頭でとりあげた佐木隆三『偉大なる祖国アメリカ』の一説で、黒
人のアメリカ人を父に持つアメラジアンの島袋盛勇は「自分たちは日本人で
あることを宣言する前にシマンチューであることを自覚して、もっとこの島
固有のものに誇りをもとう」と弁論大会で述べている。
もちろん、この物言寄はフィクションではあるのだが、アメラジアンである
島袋盛勇が「ウチナンチュJとしての自覚を持とうとウチナンチュの面前で
声高々に宣言し拍手喝采を浴びているこの描写には、現在の沖縄のアメラジ
アンをはじめとする沖縄のエスニック・グループ。とマジョリティであるウチ
ナンチュとの間の「境界線」を象徴しているものとして思えてならない。
沖縄のアメラジアンたちは常に差別や偏見を受けた「被害者」として語ら
れるのだろうか？与那城修が沖縄を憎みアメリカに渡ることを常に夢見てき
たこととは対照的に、島袋盛勇のようにアメラジアンがウチナンチュとして
沖縄に心のやすらぎを得ることはむしろ自然な現象とはいえないだろうか。
ほとんどの場合、彼らの母親はウチナンチュであり、アメラジアンも沖縄的
な文化実践を共同体の内部から経験している。それ故にオールドカマーやニ
ューカマー外国人とは区別して考えられなければならない。
マーフィ一重松は自身の調査のなかで、英語を身につけてしまうことでウ
チナンチュとしてのアイデンティティが弱まりホスト社会から疎外されるの
ではなし1かと心配する、 1990年当時30歳だ、ったアメラジアンの男性から以下
のような聞き取りを行っている。
私はGIをまねて、英語を話せるようになりました。でも、英語をはな
せるようになってみると、自分は沖縄人とみられないのではなし1かと不
安になりました。英語を話せば話すほど、アメリカ人とのつながりが深
くなって、彼らの習慣や考え方を吸収してしまうんです。だから、自分
のアイデンティティを失わないように、もっと沖縄文化について勉強し、
沖縄人のように振る舞った方がいいだろうと考えています。英語の勉強
もやめた方がいいのでしょう。 （マーフィ一重松 2002:182) 
この語りからアメラジアンが「ウチナンチュ」としてメインストリームで
ある沖縄社会に参入するために「アメリカ的なもの」を排除する必要性を実
感していることが読み取れるだろう。彼のような英語や「アメリカ的なるも
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の」をあえて自ら排除し「沖縄的Jなふるまいをみにつけることで沖縄社会
にパッシングしようと試みるアメラジアンもいる。
金（1999）がいうように、自ら「日本人化Jすることで「同化Jあるいは
「民族性の喪失Jというマイナスの評価を受けてきた在日韓国・朝鮮人に対
して、集団内部からそれを主体的に受け止め積極的に評価すべきだとする指
摘も聞こえてきている。近年増加傾向にある在日韓国・朝鮮人と日本人の結
婚によって生まれた「ダブル」の子どもたちは、こうした「複合性」や「境
界の無意味化Jという現象を具体的なかたちで体現している事象としてみる
こともできる。
マイノリティの同化志向について、ダニエル・ I・沖本（1971）は、第二次
世界大戦下にアメリカに移住した日本人とその下の世代である日系二世の事
例を自身の経験を照らしあわせて指摘している。沖本によると、アメリカの
日系人は一世と二世の聞には大きな世代間のギャップがあり、日系一世が日
本から持ってきた日本式の様式を保持したことに対し 日系二世は「アメリ
カ人」として同化を望み、アジア人的側面を捨てようとする不幸にみまわれ
たと述べている。日系二世は、マイノリティとしてアメリカ社会で生きるた
めに、日本の固有の文化遺産としづ荷物を放棄した。日系二世は「日本的な
るものj を隠す、あるいは捨て去ろうと努力しアメリカ人になることを望ん
だのである。それが、マイノリティとして社会的に前進するための「戦略」
だ、ったのである。
しかし、 AASOのダブルの教育はこういった生き方を期待しない。アメラジ
アンの子どもたちに対し、アメリカと自分を結びつける数少ない「存在証明J
として、英語の教育を重視しているのである。それは特に、母子家庭のアメ
ラジアン、さらには父を知らないアメラジアンに対するものであり、父親を
知る権利を保証するものである。
AASOのダブルの教育は、カテゴリーなきマイノリティであったアメラジア
ンが、 「アメラジアンj としての集団的アイデンティティを「武器」として
用いることで、これまで述べてきた種々の権利を主張できるようなアイデン
ティティ付与的なものである。
前章でみたように、ほとんどの卒業生たちが「アメラジアン」というカテ
ゴリーを自称しなし1からといって、 AASOのダブルの教育が根付いていないと
はいえない。むしろAASOの教育を通して他者によるアイデンティティのカテ
ゴリー化が、自らを｛府轍できるようになる帰結を生んだといえよう 68。アメラ
ジアンというカテゴリーを付与されたからこそ、他者に応じて戦略的にカテ
ゴリーを使い分けていくことができるのである。
し、
68 たとえば谷口すみ子（2013）の研究はこの事象を具体的に物語っているといえる。谷
口は、父方の祖父母が中国残留婦人であるサト子に対してライフヒストリー調査をおこ
なった。サト子は中国で生まれ、 9歳の時に日本に永住帰国している。日本語と中国語
の複数言語使用者として、サト子は日本にいる時は中国人、中国にいる時は日本人と呼
ばれアイデンティティ・クライシスを経験するが、次第に複数言語使用者としてのアイ
デンティティは、国を基板とした二者択一的なとらえ方から選択的使い分けへ変化して
る。自分が誰かという判断を他者にゆだねるのではなく、自分がどう感じるかのほうが
重要視される判断基準のシフトがみられる。
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2-2.アメラジアンとウチナーグチ AASO卒業生の語りから－
本章では、 AASOの卒業生に対して行ったインタヒゃュー調査の資料から、
AASOを卒業し、ホスト社会の教育機関である日本の公立学校にマイノリティ
として組み込まれた際の、マジョリティとの接触のなかでどのような「戦略J
が実在したのかを主たる焦点とする。また、本研究では「ウチナーグチ」を
他者との接触を円滑に運ぶための「媒介」の道具として機能的にとらえてい
る。マジョリティとの接触時に生まれるその「戦略Jが用いられる際に 「ウ
チナーグチ」がどこで、身につき、如何なる用いられ方をし、マジョリティへ
対してパッシングしてきたのかを探る。
アメラジアンの子どもたちにとってAASOは、公立学校でしばしば経験され
る名前や顔立ち、肌の色、言語の違し1から生じるいじめや拒絶といったよう
なストレスから解放されて学校生活を送ることができる貴重な「場Jである。
その場を離れ、はじめであるいは再び日本の公立学校に入る際に、ウチナー
グチはアメラジアンたちにどのように作用したのだろうか。
2-2-1.メグ
メグは沖縄を離れ東京に住みはじめてからもウチナーグチを使用している。
メグの語りの中から、メグがウチナーグFチを身につけた「場Jと東京でウチ
ナーグチを使用する際の使い分けを実践する場面をみることができる。メグ
の語りから、生まれ育った沖縄を離れ「本土文化（内地文化）」の内で日々
異文化に触れながら生活することによって「ウチナンチュ」としての自らを
相対化し、それをもとに得られた「気付き」を聞き出すことができた。また、
アメラジアンであるメグが日本社会のマジョリティである「日本人」と接触
する際に、ウチナーグチを用いた「戦略的な話し方」を用いて「上手に生き
る工夫」を実践していることが読み取れる。
〔内地に住んでみたいとか思ってた？〕
一一わりと思っていなかった（笑） 。沖縄でも生活できるなら楽だし居心
地いいしそれでし＼I; ＼かなって思ってたけど。
〔沖縄で嫌な思いとかしたことなかったの？〕
一一う～ん、小学校低学年の時とかはいじめられてたけど、それは自分が
ノ＼ーフだからじゃなくて、ただ（自分の）性格が悪かっただけ（笑） 。
「アメリカー」とか言われたこともあったけどね。でもラッキーなことに
自分は嫌な思いはあんまりなし、かな。
〔自分がウチナンチュだ、な～って思う時ある？〕
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う～ん、素で人を否定しない時とか、受け入れる時とかかな。よくや
さしいねって（こっちで言われる） 。それは沖縄っぽし1かな。
一人の時に思うことは？
一一一人の時は、ふとした時に出る言葉。 （例えば） 「あがっ」とか「う
しえてる69」とか「あきさみよ」とか。口悪いけど（笑） 。
〔自分がウチナーグチを身につけたのはどんな場があったと思う？〕
一ー やっぱ一番は学校。小学校高学年から南中学校で。アメラジアンスク
ールじゃなくて（公立の南中学校） 。そこでベーシックが身についた。基
礎ができた。高校、大学になってから、少し離れた地域の子の言葉が（微
妙に違うから）おもしろいなーって（思った） 。いろんな所からきてる人
し、るからさ。
〔家族のなかでは？〕
一一おばあちゃんとは（会話）難しい。あんまりわからんから愛想笑いっ
て感じ。お母さんとは方言、お兄とも。でも混ざる。標準語と混ざるね。
ここ（東京）に来て英語と方言を混ぜてる。 「でーじファック！ Jとか
（笑）。口悪いね（笑）。
〔それはなんで？〕
一一一英語だけだと鼻にかかるから方言で中和してるはず。 （英語で喋ると）
帰国子女みたいにうざがられそうだし。フェイスブックとかでもあえて英
語はひらがなにしたり。特に意識してるわけじゃないけど、結果としてそ
うなってるね。
〔ウチナーグチを意識的に使い分ける時ある？〕
意識しないで勝手に（ウチナーグチで話す）スイッチ入るかも。年が
近い人なら（相手が）ウチナンチュじゃなくても方言使う。 （逆に）かた
い雰囲気のときなら使わない。逆に雰囲気壊すときには使う（笑） 。仲良
くならないでいいやと思った人には標準語。性格悪いね（笑） 。
〔アメリカ文化と自分とのつながりを感じる時ある？〕
一一自分はどっちかというとアメリカは薄いけど、お父さんが週末の朝ノミ
ンケーキ焼いてたりバーベキューしたりしてたから（感じることが大きい
のは）食べ物かな。あとは音楽かな。外人が多いバーで日本人は（音楽に）
69 調子に乗っているという意。
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のれないけど私はのれるみたいな。音楽が耳に残ったら（感じる） 。あと
はアメリカ特有のジョークとか。理解できた時。
〔じゃあ自分を沖縄と結びつけてるものってある？〕
一一ーなんだろうね。でもなんか性格かもしれないけど、すぐ人とうちとけ
られた時とか相手の心配をしたとき（自分を）沖縄のおばさんっぽいな～
と思ったり。
〔日常生活であえてウチナーグチとか沖縄文化を学ぶとか学ぼうとしたこ
とってある？〕
一一例えば、こっちの沖縄好きな人に（沖縄のことを）聞かれた時になん
もこたえられない、うまくこたえられない時とかかな。例えば、地図とか
がわからない。沖縄市って北？南？って言われでも（こたえられなし＼） 。
歴史とか漠然としかわからないし、 00年に何があったとかまではわから
ん。沖縄の三味線とかできないって（東京で）言ったらび、っくりされるし
ね（笑） 。むしろこっちに来てから（沖縄文化を学びたいと）感じるよう
になった。一番（困るのは）は、カチャーシー求められる時（笑）。踊れ
て当然でしょみたいな。沖縄は味方にもなるけどめんどくさいこともある。
あとは自分より「しまー（泡盛） J詳しい人とか。ウチナンチュだからっ
て酒みんなめっちゃ飲むわけじゃないしね（笑） 。
〔「日本人j とか「アメリカ人」っていうカテゴリーっていうか枠はメグ
にとってなんね？〕
一一一こっちの人は00系00人とか細かく聞いてくるな～って気づいた。
自分は別に気にしなし 1からいいんだけど。
以上のメグの語りから、ウチナーグチの使用の土台をAASOではなく、籍を
置いていた公立の学校で習得したことがわかる。また、東京に来てからはウ
チナーグチを意識的に操作して「道具的」に用いていることもわかる。ここ
でも、ウチナーグチはナイチャーとのコミュニケーションにおいて距離を測
る、とる際の 「緩衝材」の役割を担っている。メグは、自らが英語を話すこ
とが他者に対して「鼻につく」印象を持たせるのではなし1かと危倶している。
それは、アメラジアンであるということが「英語が話せて当然」という対象
に見られるステレオタイプへのささいな抵抗かもしれない。
2 2 2.マイク
マイクがはじめて沖縄に来た当時、マイクは小学校4年生だ、った。その時点
で、マイクはそれまで家庭内では全て英語を用いていたため、日本語を全く
話せず祖父母と話す際は母親の通訳が必要で、あったとし、う。
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マイクはAASO入学当初、なかなか学校に馴染むことができず不登校を経験
した。しかし、教師の説得もあり再び通い始めるようになってからは友人も
次第に増え、以降問題なく通えるようになっていった。AASOで徐々に日本語
能力を身につけ、進学した第六高校ではサッカ一部に入学し、仲間内でのコ
ミュニケーションを通じてウチナーグチを身につけていったという70。さらに、
大学では沖縄県人会のサークルに所属することでウチナンチュと日常的に触
れ、内地にいながらもウチナーグチを使用する環境を維持している九
〔AASOに入ったきっかけはなんだ、ったの？〕
一一中学校からはAASOです。l回目はあんま覚えてないですけどはーげ
ー72Jでした。 （入学）初日で俺の中で色々あって、次の日行かないって
なったんですよ。それからずっと（行かなかった）。中1で、入っていった
初日、 （授業に途中で、入って） その日、俺はその日アメリカの州全部言う
のを逃げて、また行かないで、これはやばいなーって。さすがに思いまし
た。先生とかも家に来たりして、今思えばクソだなと。自分でも。それで、
ハロウィンの日に学校来て、それからまた来始めました。さすがに、学校
行かないとだめだろと思って。 （だんだん）中1～中3って感じでみんな仲
良くなってきてよかったと思いました。なんでもっと早く来なかったかな
～って。中lから初めて本格的に日本語を習いました。お母さんが100均で
日本語カード買ってきたりしたけど一切やらなかったです （笑）。 AASOは
遊んだんだけど、勉強した記憶はそんなにないけど（笑）。アメラジアン
(AASOの意）は家族みたいな感じで雰囲気もいい。いい学校です。公立中
学（第五中学校）は年にl～2回くらいしか行かなかったです。行事とかだ
け。だから（制服じゃなくて）ジャージで。推薦（入試） のこと考えたら、
一応行っとかないとって。顔見せとかないと（公立の先生に推薦入試で協
力してもらうために） 。だから弟とかには（公立中学も）行けって言って
ます。今は家族では日本語です。弟とは日本語喋るの （ずっと英語で会話
していたから）違和感あるけど、日本語、英語どっちも使います。もちろ
んウチナーグチで（笑） 。
繰り返すがマイクはAASOに入学するまで日本語が全くできなかった。両親
が別居し、沖縄出身の母親と二人の弟と沖縄で暮らすようになってからも、
母親とは英語でコミュニケーションをとっていた。驚くべきことにマイクは
日本語が全く理解できない状態からAASOに入学し、 卒業までの3年間で日本の
公立高校に一般入試で合格するほどにまで急速に日本語を身につけていった
70 マイクはAASO在籍時に籍を置いていた公立中学校に学年末テストや学祭といったイベ
ント時など年に1、2度出席していた。年に1、2度程度の出席だ、ったため制服は購入せず
ジャージで登校したという。高校入試は一般入試で公立高校に合格している。
71 インタビ、ュー当時のマイクの年齢は10代後半で、 夏季休暇のため東京から沖縄に帰省
していた。インタビューはAASO卒業生のスコッ トと同時におこなった。
72 気持ちの悪い人などの意。
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ことが分かる。現在では家族内でのコミュニケーションは日本語が主言語と
なっているという。
また、日本語を急速に習得したマイクは「ウチナーグチJも身につけてい
る。ウチナーグチ習得の場にはAASOや高校時代の部活動が強く影響した。マ
イクにとって、 「部活」は自然と 「ウチナーグチjを習得できた 「場Jであ
り、部活動に励んだ3年間は自己の人格形成において最も影響を及ぼした期間
だ、ったことを語っている。部活を通して「ウチナーグチjを学び、仲間たち
と紐帯を強めていった。部活動が日本社会へ適応するための矯正的な役割を
担っていた。
〔マイクも家庭ではウチナーグチ？〕
マイク一一お母さんはウチナーグチはそこまで使わないっすね。どっちか
っていったら沖縄よりだけど、そこまで強くはない。てか、高校時代はお
母とあんましゃべってなかった （笑）。部活ばっかりで。家は寝るだけっ
て感じで。朝練とか、居残り練習とかもあったし。夏休みとかも、おじー
おばーの家の方が（学校から）近かったからずっとそこに行ってました。
ご飯もそっちのほうがよかったし（笑） 。
〔部1舌中心の生活だ、ったんだ。〕
マイク一一俺は高校で別人のように変わったと思し1ます。性格も。フィジ
カルも。本当にAASOのはじめのころはよーげーでした。今思っても。
スコット一一一うん、めっちゃ変わった。あの頃ロン毛だ、ったしな（笑）。
キモかった（笑） 。
マイク一一 （スコットの腕を軽く殴る）部でまるぼー（丸坊主）にして走
りとかで、変わった。もう（俺に）部活なかったらって考えるとガチでやば
いっす。
〔自分がウチナーグPチを身につけたのはどんな場が影響した？〕
マイク一一俺はやっぱAASO。でも今思えばあんま方言使わんかったよな
（スコットに対して）？一応スコットの影響もあったけど。でも一番は高
校のサッカ一部ですね。サッカ一部で遊びに行く時とか、部活終わりにコ
コストアでなんか買って外でゅんたく したりしてた時。そこで一気にって
感じですね。
〔おじいちゃん、おばあちゃんと喋る時とかは？〕
マイク一一おじーおばーは早すぎて、言葉が。あんまわからなかった。
（それよりも）サッカ一部のLINEとかで自然に身についてきました。
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高校卒業後、マイクは東京の大学に進学した。沖縄を離れ、東京で暮らす
ことによってナイチャーと接触し、ナイチャーが用いる「日本語」の使用を
経験することになる。また、マイクは大学で「沖縄県人会」のサークルに所
属し東京に住みながらも沖縄的な共同体に属することで「沖縄」と「内地」
の二つの文化圏を行き来している。 「県人会」での活動を通して慣れ親しん
だ「ウチナーグチ」を話せる「場Jを維持している。マイクにとって、 「県
人会」で同郷の仲間たちと「ウチナーグチ」で話す時間はウチナンチュとし
ての紐帯を再確認できる「心の拠り所」として貴重なものとなっていること
がわかる。
〔日常生活で意識的にウチナーグチを選んで話そうとか思うことはあ
る？〕
一一俺は最初は癖で方言で「しにJとか言ってたけど、 （最初は）スルー
されたけど、 （あとからだんだんと）言われる（指摘される）ようになっ
て「めっちゃj とかに変え始めて意識して「しに」とか言わないようにし
ました。県人（沖縄県人会の仲間）と話す時はウチナーグチしゃべりまく
ります。もうやばいです。たまにはわざと内地の人としゃべる時に（ワチ
ナーグチ）使います。 「これたまに使うから覚えとけよ～」って言って教
えたり。
〔ウチナー グpチ使ってる方が楽なんだ。〕
一一方言使ってる時安心感めっちゃあります。県人会なかったらもう今頃
死んでます。もう本当に（県人会の存在は）すごいです。沖縄県人会が学
内でも一番仲いいんで。他の県（の県人会）は全然集まらないですね。
（全国県人会の）ガイダンスはむしろ沖縄県人会がメインになってやって
て沖縄県人会が最後まで片付けしたりしてます。
〔県人会の存在は大きいんだね。県人会のなかでは意識的に方言使う
の？〕
一一県人会でなまり使うのが安心ですね。県人会はそのなかにはいってる
と意図的に県人会ではウチナーグチです。沖縄でよかったってめっちゃ思
し、ます。
県人会に属することによって、マイクは常に沖縄的な「心地よさ」を感じ
ている。自己と沖縄を結びつけ、ウチナンチュとしてのアイデンティティを
再確認できるような場として県人会は機能しているといえよう。そこでは、
アメラジアンという属性は身を潜めている。むしろ県人会による慰霊の日に
向けた戦争を題材にした演劇公演のために仲間たちと練習し、本番で披露す
ることは「ウチナンチュ」としての「心を震わせる」経験だ、ったようだ。
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〔ウチナンチュとしてのアイデンティティ感じる瞬間とかある？〕
一一う～ん、タコライス食べるときとか（笑） 。ほぼ県人会にいるんで常
に沖縄にいるって感じです。
一ーまた県人会の話ですけど「6.23」つてのが毎年あって。慰霊の日の劇
やるんですよ。エイサーのグループもあるし、 （このために県人会に）入
りました。これ（劇）があるから（日々の練習を通して）こそl年が仲良
くなれる。沖縄の、結構、戦争とか真剣な話もします。県人会、エイサー
サークル、ウチナ一平和会っていう3団体が一緒に。ホールがし1っぱいに
なるんですよ。平和のためにもガチになって練習して。泣く人もいるし。
本気で。こうしづ時は沖縄人だ、って感じますね。イベントでみんな（感動
して）泣いたりして、深いっていうか。ホールに1000人くらいは入ります。
2-2-3.マリ
メグやマイクとは対照的に、 AASO、そして高校卒業後も沖縄に居住し続け
るアメラジアンの卒業生の語りとしてマリの語りをとりあげる。マリは、高
校卒業後に県内の大学に入学し、そこで「ナイチャー」と出会うことによっ
て「ナイチャー」と 「ウチナンチュjの聞に境界線が引かれ、ウチナンチュ
としての自己を相対化する経験をする。たとえば 「沖縄的な」習慣や言葉の
違いがそうである。また、マリの出身地域の「ウチナーグチ」と高校や大学
で友人たちとの会話に用いる「ウチナーグチ」が異なることにも気づいたと
し、う。
〔じゃあ日常生活であえてウチナーグチを使おうとか学ぼうと思ったこと
はある？〕
一一あ一、基本、自分は会話の中でウチナーグチを使いたいですね。大学
では4割5割は内地の人なんですよ。だけどあえてあっちに合わすんではな
く、ウチナーグチを選びますね「アンマサイ（めんどくさし、）」とか 「ア
ンチ（あんなに）」とか「ミンカー（耳が遠し＼）」とか「ミンチャサイ
（耳が痛し＼）」とか（笑） 。もうクセなんで、使うのが。だから内地の人
にも覚えてちょうだいって思いますね。逆に、自分も熊本弁とか東京の話
し方とか教えてもらったりします。名古屋に行った時はワチナーグチは使
いませんでしたよ。フォーマルな時は標準語を気にして使いますけど
（笑）
〔内地から来た友だちも多いんだね。〕
一一友だちは内地の人でも覚えてね～って言ってワチナーグチを教えたり
します。高校の友だちで、関西に行った友だちがし、るんですけど、よかちゃ
ー（与勝の人）で、関西行ったら関西弁なる人もいるっていうじゃないで
86 
すか、でもその友だちは「自分は絶対ウチナーグチをくずさなしリってい
って貫いてる友だちもいますね。
〔内地に行ってみたいって思ったことはある？今も思ってるとか。〕
一一内地ってよりも海外ですね。沖縄は出たいって思います。今でも南東
大に通ってるからしかたなく沖縄にいるって感じです。沖縄ってせまいか
らどこにいっても知り合いと会うんですよ。大学を卒業したら沖縄にいた
くないって思います。自分はずっと同じ所にいたくないってのがあって、
以前に3週間くらいアメリカの親戚をめぐって横断したことがあったんで
すよ。それで、沖縄に帰ってきたらもう狭いな～！って（笑） 。誰も自分の
ことを知らないで、ゼロからスタートをしてみたいってのもありますね。
〔スコット（弟）は逆で、ずっと沖縄にいたいって言ってたけど
（笑） 。〕
一一あれこそ出るべきです（笑）。
〔自分がウチナーグチを身につけた「場」にどのようなものを思い浮かべ
る？〕
一一一応、大まかに三つあります。一つ目が、 「家」で家族とかおばあち
ゃんとかと話す時。ヤマトウチナーグチ？つであるじゃないですか。
〔ウチナーヤマトグチ？〕
そう、そういう感じの（標準語に近し＼）方言ですけど。二つ目は「学
校」で、 3つ目は「内地から来た友だちといる時」です。
〔ああ、なるほどね～。〕
一一ーその子たちの方が、逆に自分より詳しいこともあって、 「これってこ
んなして（沖縄では）言うんでしょ～」とか聞いてきたり、歴史までめっ
ちゃ詳しい人もいて。そんなの知らないしつてなります（笑）。観光学部
なんで、沖縄風のおもてなしっていうか「かめーかめー攻撃」とかそうい
う知恵を付けてから（沖縄に）来るじゃないですか。 「コースターの話73」
とか（笑） 。そういう時に自分では分からないですけど、これって沖縄だ
けだよって言われたりしたときに自分ではじめて認識したって感じですね。
〔二つ目の学校っていうのは？〕
73 居酒屋などの飲食店でお絞りを四角く畳み、ビールジョッキやグラスなどをのせてコ
ースター代わりに使用する習慣。沖縄の習慣だとされている。
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一一アメラジアン（スクール）にいた時は英語が多かったですね。日本
語をしゃべる時はウチナーグチを混ぜて使っていたと思います。高校では、
英語科だ、ったのに、英語喋れる人が自分しかいなかったんですよ（笑） 。
それで、あんまり英語は使わなかったです。AASOで基礎からやってるんで、
英語の試験はほとんどトッフ。だ、ったんですけど。
〔そりゃあそうだよね（笑）〕
一ーはい。でも留学行ってた子が帰ってきてからはその子と英語で話した
りしてl位2位を争っていましたね。
〔高校で、使ってたウチナーグチとAASOでイ吏ってたウチナーグチとで、は違っ
たりした？〕
一一同じウチナーグチでも微妙に違いますね。例えば、北部では「ミンカ
ー」って「ミミ クンジャーjって言うんですよ。 「お前ミミクンジャーだ
ろ」って言っても 「何それ？Jって言われて 「ミンカーと一緒さ～」って
説明したり。
〔ウチナンチュとしてのアイデンティティを感じる瞬間つである？〕
一一ナイチャーと関わってる時ですね。考え方が違ったりするんですよ。
例えば、お金の使い方とかですかね。内地の人と金銭感覚が違うとかです。
自分は自分の地元のスーパーで、買い物をすますんですけど、あっちはわざ
わざ大きなデ、パートいったり。あと、海入る時は部着（部活で着るような
運動服）で入るとか（笑）。ナイチャーってビキニとか着るじゃないです
か（笑）。なんで、そんなに気合入ってるのって（笑）。あとは、自転車と
か、パスとか、歩きをナイチャーは好むんですよ。 「なんで、パス使わない
の？Jって聞かれるんですけど、 「時間通りに来なし1からさー」って
（笑）。自分、 2時間くらいパス待たされたことありますよ。親に迎えに
来てもらったほうが早いんじゃなし1かつて（笑）。高いし。
マリは高校入学当初、西南高校の一般的な学区外の地域から進学したため
知り合いが一人もおらず、なかなか周りに溶け込めず一人でいることがあっ
たと語っている。しかし、それはマジョ リティ側がマリが日本語を話せるか
どうかを「確認するj期間で、あったといえる。日本語が話せると知られた途
端、マリは一気にマジョリティ側との距離を縮めることができたという。さ
らに、ウチナーグチが話せることが拍車をかけ、友人は増えていった。また、
同校にAASO出身者の先輩がいたこともマリにとって安心材料となった。
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〔ウチナーグチを意識的に使い分けた経験はある？こういう時はウチナー
グチを使って距離を縮めようとか。例えば、高校に入ったばっかりの時と
か。〕
一一むしろそれでしたね。バリパリのウチナーグチの方が、打ち解けやす
いんですよ。西町から西南（高校）に行くのは一人だけだ、ったし、他の人
たちはみんな塾とかでもともと入学前から知り合いだ、ったりつてのがあっ
てすぐにグループができるんですよ。自分は最初は緊張してて、最初は一
人だ、ったんですけど、 3日目くらし1から周りの子が「一緒にお弁当食べよ
ーJとか徐々に話しかけてくれて。後から知ったんですけど、私が英語し
かはなせないと思つでたみたいで。バリバリ方言使うから（話しかけてみ
たら）打ち解けやすかったって後から言われて（笑） 。西南って英語科と
理数科って棟も分かれててあんまり関わらないんですよ。体育の時くらい
（しか一緒にならなし＼） 。で、体育の時に、スポーツって人をこう、 （仲
良くさせること）あるじゃないですか。理数科の人は絡みにくいイメージ
で、英語科つてなんかチャラいってお互い思ってたのがあって、方言使っ
てたら（理数は）冷たいってのじゃなくてむしろ喋りやすいって発見もあ
ったり。スポーツやってたらなおさら。自分、日本の女子高生が苦手で、
グループ。作ったりするって噂聞いてたんで、自分はAASOと違って日本の高
校はやばいんだって思ってたけど、西南は進学校だから周りも意識高くて、
いじめとかもなく、ハーフっていうのもむしろ知りたいって思われて自分
は割りと溶け込みやすかったです。 AASOの一個上だ、った人がいて、その人
はミスター（コンテスト）とかあるじゃないですか、それも毎年選ばれて
て目立つ人でみんな知ってて有名で。その人と普通に喋ってたら、 「なん
で一個上と仲良いの？」って学校中に知られるようになって（だんだんと）
2個上2個下とかからも顔が知られるようになって（笑） 。
〔へえ～後輩にも！〕
（後輩には）高校はAASOと違うから～って敬語のアドバイスとかもしたり。
自分にはタメ口で全然良いんですけど、そういう時には方言使って説明し
たり。
〔AASOの繋がりって貴重なんだねえ。〕
一一（先輩がいることで公立学校に通う）不安の解消っていうか、相談相
手になってくれて安心感はありますね。
2-2-4.バーバラ
マリと閉じくバーパラも沖縄に居住し続けるAASO卒業生であるが、同級生
だ、ったマリの語りからも見られたように、ウチナーグチを話せることがマジ
ョリティ側に知られた途端に一気に距離を縮めるきっかけになったという。
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ノくーパラは高校から日本の公立学校に通ったわけだけど、公立高校に入学
した当初は相手との距離のとり方について喋り方を意識してたことはある
かな？ウチナーグチとか、標準語とか英語とかで。
一一そうですね。あの時は自分が日本語で話しかけたら相手がび、っくりす
るだろうと思って誰かからのを待ってて、緊張してたってこともあるんで
すけど、自分から話しかけてび、っくりさせたらこわいな～って思ってて。
〔結構話しかけられた？〕
一一みんな話しかけてみたいって思ってたらしくて。日本語喋れるのかな
～って思ってたみたいです。今でも仲の良い友だちが高校入ってはじめて
話しかけてくれて。最初は不安があったらしいです。でもバリパリ日本語
喋ってるからびっくりしたみたいで（笑） 。自分が日本語を喋れるのが周
りが分かつたらみんな一気に来ました（笑） 。
〔仲良くなるのにウチナーグチって役に立つ？〕
一一普通にはじめはワチナーグチを意識せずにいたんですけど、 「あがっJ
とかふいにいうと 「あがって（笑）。ウチナーグチ喋ってるし（笑）」つ
てウチナーグチ喋れるんだな～、意外だな～って笑いが起きて、 「バー バ
ラって面白いね～」って言われて仲良くなっていくって感じでした。
友人に恵まれた反面、バーバラは 「英語が話せる」というステレオタイプ
に非常に苦労したと語っている。また、 AASO在籍時に籍のある公立中学校を
訪れた際は、籍を置いているにも関わらず、机や椅子がなく、さらには担任
の教員もバーバラの存在を把握していなかった。
〔高校に入って嫌なこととかはあった？〕
一一一年の時はやっぱ英語の授業が苦手で。英語の授業は内容が小学生レ
ベルだったから先生に 「バーバラは分かるから違うことしてていいよ」と
か「みんなに教えてあげて」って悪気はなかったと思うけど「大声で言わ
ないで～」って、プレッシャーもあるし、別に自分英語が完壁でもないし。
アメリカと日本のハーフだからって完壁ではないし、バーパラは英語がで
きるというステレオタイプが（嫌でした） 。
あと、英語の授業のあとの国語の授業がある日は、国語が苦手だ、ったから
自分で空き時間に勉強したかったのに英語（の授業）が先にあるからみん
な聞いてくるんですよ（笑） 。結構嫌でした。 「自分も勉強したいんだよ」
って（笑）。 「なんで先生より自分なの？意味よ」みたいな。
〔嫌なことされたりとかは？〕
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一一一高校ではないんですけど、籍だけおいていた北西中学校の時はありま
したね。普段ほとんど行かなし、から、二年の新学期の時に行って、教室、
クラスメイト、先生とかを一応把握しとこうと思って行ったら、 （自分の）
名前ないし、机も椅子もなし＼からびっくりして（笑） 。籍は置いていたは
ずなのに、クラス分けの時にクラス分からなし、から「自分はどこいけばい
いの？」つてなって。
〔それはキツイね～。
一一それで、地元の子ども会で一緒だ、った子をみつけて「今だけここにい
ていい？」って頼んで、終わった後に先生をつかまえて、先生も「は？J
みたいになって。たしか新しく赴任してきた先生だから把握してなかった
と思います。
〔周りから見ると目立ったんだろうね～。嫌だな～。〕
一一めっちゃ目立つし、席如、し、なんかざわざわし始めて（笑）。自分
はつったってウロウロしてるからなんだなんだ、って（笑）。それで、廊下
の端っこから机と椅子を持って先生が来て、一番後ろの席にされて。元か
ら置かれてた席も均等だ、ったから後ろのスペースがせまいんですよ（笑）。
それで後ろの人に（一つ前に）寄ってって頼んで。それが恥ずかしくて恥
ずかしくて、自己紹介の挨拶も遅れて。
偶然、地元の「子ども会」の友人がいたため、パーパラはこの状況をなん
とか脱することができた。AASOが公立中学校との単位互換制度が認められた
とはいえ、生徒たちが公立中学校を訪れるということは相当な心的ストレス
を与えるということがうかがえる。そのなかでも、子ども会でできた友人が
いたということはパーバラにとって貴重な社会関係資本となっていることが
わかる。
〔さっき言ってた地元の子ども会について聞いてもいい？〕
北西市の子ども会です。小から中学校まで。正月は子ども餅っき大会
とか、北西市の子どもたちが集まって色々イベン卜するんですよ。その時
に仲良くなった子が北西小、北西中でそれがきっかけで仲良くなりました。
〔その子がいて本当によかったね～。〕
一一それが中学校になったら助かりました。その子が伝達してくれて。テ
スト範囲とか教えてくれたり。北西子ども会に入つてなかったらなにもで
きなかったと思います。北西中に行くのは地獄です（笑） 。
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第3節 戦略としてのウチナーグチ使用
AASOの卒業生の語りから印象的に思えたのは、公立高校に進学した際に
「友人に恵まれた」 「とくに嫌な思いはしなかったJなどといった肯定的な
ものが多かったという点で、あった。
とはいえ、それはあくまでもインフォーマルな交友関係においての話しで
あり、パーバラの語りからわかるような、公立学校の教員も含めたアメラジ
アンに対するバイリンガルへの期待という集団へのステレオタイプなどは残
る。また、単位互換制度という制度的な学歴保障はひとまず達成されたとは
いえ、公立学校の担任教員が本制度を把握しきれていないことから生じたバ
ーバラの心的なストレスなど、フォーマルなケースには依然として問題は残
されているといえよう。
たしかに、アメラジアンが混血児と呼ばれていた時代に比べると、現在の
アメラジアンの置かれている状況はいくぶん和らいでいるといえるだろう。
マーフィ一重松（2001）もいうように、本土のアメラジアンと比べて、沖縄
のアメラジアンは沖縄社会の風景と一体化し「浮かなしリという見方もでき
る。ウチナンチュのほうがアメラジアンを見慣れていてごく自然に彼らを扱
うため、本土のアメラジアンが受けるような差別やいじめを全く経験しない
場合も考えられるのだ。実際に、米軍基地周辺の地域には「ヴィジブル」な
フィリピン人やアメリカ人を頻繁に見かけるために「ものめずらしさ」なる
ものを感じないというウチナンチュも多いであろう。
また、近年では「ハーフモデノレJや「ハーフタレント」がメディアを通し
て一般的に認知されたといえる。それどころか、容姿端麗な者の象徴として
「かっこし＼v ＼」 「かわし＼¥; ＼」対象となったようにも思われる。ただ、あくま
でもモデ、ルや芸能人として活躍できる者は少数であり、 「ハーフ」が「かっ
こし＼¥; ＼」または 「かわし＼¥; ＼」者であるという認識が一般的になればなるほど、
その認識との布離によってアメラジアンやいわゆる 「ハーフ」たちを苦しめ
ることになることも十分に考慮、しなければならない。
さて、 AASOの卒業生たちに共通して聞かれたインフォーマルな関係におけ
る差別やいじめと無縁の学校生活が実際に存在したならば、そこにはアメラ
ジアンたちの意識的または無意識的な戦略があったと推測される。本研究で
は、その戦略を可能にしているものがウチナーグチのもつ「ウチ」 「ワレワ
レ」意識から影響されているのではなし 1かといいたいのである。
例えば、マイクは東京にいながら「県人会」の仲間たちと生活を共にする
ことによって、常に沖縄的な共同体にいることを選択し、そこに心のやすら
ぎを見出している。
岸（1999）が大阪在住の奄美出身者の文化実践を「ディアスポラ 74Jと称し
たように、マイクは沖縄を離れ東京で生活しながらも 「沖縄県人会」に属す
74 岸（1999）は、ディアスポラとは通常は故郷を喪失した諸民族・諸集団をさすとしな
がらも、ここでは「ディアスポラ」という概念に、ホームランドに住みながらも近代化
や植民地化の過程で「伝統文化」の変容と喪失を余儀なくされたマイノリティも含める
としている。単に空間的な距離だけではなく、 「沖縄」と「大和」との歴史的な出会い
によって文化そのものが変化することが含まれるという。
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ることで「沖縄的なるものJを維持していることがわかる。初めて沖縄に移
り住んだ当初、全く日本語を話すことができなかったマイクがこれほどまで
「沖縄」に紐帯を求め、ウチナーグチを使用することで「心地よさJを感じ
ることができている要因はなんだろうか。
マイクやメグのような沖縄から「内地」へ移り住んだアメラジアンたちと
は反対に沖縄に留まって生活しているアメラジアンの語りからも「ウチナー
グチ」が意識的に使用している場面を見いだせる。
特にAASOのアメラジアンたちは、少なくともAASOでの学校生活の中におい
ては、マイクが「家族みたいな学校Jというように、アメラジアンであるこ
とが「マイノリテイ」であるというストレスを感じずに過ごすことができた
であろうし、教員たちもまたそう努めていたはずである。しかし、 AASOを卒
業し日本の公立高校へ進学すると否応なしにマジョリティである 「日本人
（ウチナンチュ）生徒」と接触せざるを得ないことになる。日本の公立高校
へ進学することでAASOのアメラジアンたちは「再マイノリティ化」し、学校
生活を過ごすことになる。
しかし、意識的であれ無意識的であれ、ウチナーグチを用いてストレンジ
ャーと接触することで、ウチナーグチを媒介とした「パッシング」が成立し
ている場面がマリとパーパラの語りから見いだせた。
マりが「後から知ったんですけど、私が英語しかはなせないと思ってたみ
たいで。バリバリ方言使うから（話しかけてみたら）打ち解けやすかったっ
て後から言われて（笑）」というマリの語りや、バーバラが「みんな話しか
けてみたいって思ってたらしくて。日本語喋れるのかな～って思ってたみた
いです。今でも仲の良い友だちが高校入ってはじめて話しかけてくれて。最
初は不安があったらしいです。でもバリパリ日本語喋ってるからびっくりし
たみたいで（笑） 。自分が日本語を喋れるのが周りが分かつたらみんな一気
に来ました（笑）」といったように「日本語を話せる」さらには 「ワチナー
グチを話す」ことでマジョリティ側であるウチナンチュ側へパッシングし、
交友関係を築くきっかけをつくることに成功している。
マリやノくーバラもほとんどの卒業生と同様にAASO卒業後は県内の公立高校
へ進学した。入学当初、アメリカ風の名前や顔立ち、肌の色など（パーバラ
は黒人の父親を持つ）などの身体的特徴差から「目立つ」存在であったため、
彼女たちは「日本語でコミュニケーションがとれない者」すなわち「ガイジ
ンJというスティグPマを押された。マジョリティ側はマリやノ〈ーパラの入学
後数日は彼女たちが日本語ができるかどうかを判断する確認期間を要した。
マリやパーバラのように、ウチナーグチを用いることで「アメラジアンj
「ノ＼ーフ」 「ガイ、ジン」といった属性は一旦身を潜め、 「沖縄的なるもの」
を共有しあうウチナンチュとして扱われることが可能になる。
たとえば図4に見られるように、アメラジアンとウチナンチュは「沖縄的な
るもの」をお互い共有してはいるが、それはマジョリティ側からは「目に見
えなしリものである。あくまでもマジョリティ側から目に見える部分は、名
前や顔立ちといった外見的なものにすぎない。そこで、アメラジアンがウチ
ナーグチを使用した場合、アメラジアンがウチナンチュ側へパッシングし両
者の距離は縮まる状態にある。この場合、アメラジアンの属性は一旦身を潜
め、ウチナンチュとの共有部分をより多くしているといえよう。
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図4 パッシングする前のウチナンチュとアメラジアンの関係75
アメラジアン ウチナンチュ ナイチャー
筆者作成
図5 ウチナーグチによるパッシング76
ウチナーグチ
筆者作成
75 アメラジアンとウチナンチュはウチナーグチといった「沖縄的なるもの」を共有して
いる。この沖縄的なるものが 「ヴィジブ、／レ」にウチナンチュに伝わることによって両者
は互いに近づき、共有部分も増加してし、く。また、沖縄的なるものを共有していないナ
イチャーとは境界線が引かれている。
76 アメラジアンの円とウチナンチュの円がコンテクストに応じて離れたり、近づいたり
することでウチナーグチをはじめとする「沖縄的なるもの」の共有部分を増減させパッ
シングを可能／不可能にさせる。アメラジアンの円とウチナンチュの円が完全に重なる
ことはなくとも限りなく重なる瞬間は考えられる。その場合、沖縄社会ではウチナンチ
ュとアメラジアンの両者がともにナイチャーをマイノリティに落としこむことも考えら
れる。
94 
さて、ゴ、フマン（1963）はスティグマを以下のように定義している。
「未知の人が、われわれの面前にいる聞に、彼に適合的と思われるカテ
ゴリ一所属の他の人々と異なっていることを示す属性、それも望ましくな
い種類の属性一極端な場合はまったく悪人であるとか、危険人物であると
か、無能であるとかいう をもっていることが立証されることもあり得る。
このような場合彼はわれわれの心のなかで健全で正常な人から汚れた卑小
な人に反められる。この種の属性がスティグマなのである。ことに人の信
頼／面目を失わせる（discredit）働きが非常に広汎にわたるときに、こ
の種の属性はスティグマなのである。 (goffman 1963=1970: 15-16) 
ワチナーグチはゴ、フマンがいうような「スティグマ」をパッシングする媒
介となりうるだろう。ウチナーグチで本土出身者を「ナイチャー」としばし
ば蔑称の意を込めて称することからも、沖縄社会においてウチナーグチを
「話す／話さなし 1」とし1う分類は「ウチ」と「ソト」を分ける要素であると
いえよう。
メグが「沖縄は見方にもなるけどめんどくさいときもあるJと言っていた
ことが印象的であった。たしかに、沖縄で生まれ育ったアメラジアンは、ウ
チナーグチを自在に用いることでウチナンチュ側へ近づき、やすらぎを得る
ことは可能かもしれない。ただし、アイデンティティは流動的なものであり、
常に同じものであるとはかぎらない。むしろ、今が「ウチナンチュ」でも、
30分後は「アメリカ人」になっているかもしれないし明日は「ナイチャー」
になるかもしれない。あるいはそれ以外の「何か」かもしれない。
アメラジアンがパッシングすることによって部分的にウチナンチュになる
ことはできても、もし沖縄的なるものの顕示を求められることがあった際に、
それを常に実践できるとは限らない。こうしてまた「自分は何者か」という
終わりのない自問自答に陥ってし1く。そういう意味でとらえるならば、マイ
ノリティであることは、果てしない自己への問し1かけだといえよう。
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終章 アメラジアンと場
第1節場としてのAASO
ブ、ルデ、ュー （1990）は、場について以下のように論じている。
文化生産の「場」の最も重要な特徴の一つは、そこに加わっている
人々にたいしてそれらがある可能態の空間espacedes possiblesを提供
するというところにあります。あるいは、いくつもの可能な問題が形づ
くる圏域を規定することによって行為者たちの探求を知らず知らずのう
ちに方向づけてゆくような、ある問題体系を提供する、と言ってもいい
でしょう。 （ブルデ、ュー 1990:134) 
ブルデ、ューがいうように、 「場」とはその場の成員に対してのなんらかの
方向づけを及ぼすものだと考えられる。ウチナーグチを資本としてとらえ、
その生産がAASOのダブルの教育や学校内の規範によるものならば、 AASOとい
う場は文化生産的な場であると論じることができるだろう。
また、 AASOは単なる学校という場に留まらない。沖縄社会においてAASOは
単なる学校という「場」ではなく、アメラジアンやアメラジアンを子にもつ
親同士の相互扶助の礎を築くネットワークの「場」として機能しているとい
える。アメラジアンを子に持つ親同士が同じ境遇に置かれた親たちと遭遇し、
悩みを共有し、当事者として解決していくためにAASOは非常に重要な場なの
だ。
野入（2014）がいうように、卒業式などのイベント活動をささえる保護者
会に参加する保護者は限られている一方で、子どもの送迎のついでに母親た
ちが駐車場で軽く情報交換し、近隣に住む母親同士が送迎を分担し、子ども
の様子の変化に別の子どもの母親が気づいてくれることもあるように、 AASO
を中心としたその外縁にもゆるやかな相互扶助のネットワークの場が存在し
ている。
チャイナタウンが沖縄に存在しないように、沖縄社会ではエスニック ・グ
ノレーフ。の顔の見えるような居住地域が存在しない。そうした集団としての結
束が見えにくい社会で、 AASOは複合的な「場」として機能し、人と人を結び
つける中継地点の役割も担っている。
また、オジェ（2002）は 「場所」対「非一場所」としづ対概念によって現実
空間とその空間を使用する者たちがとりむすぶ関係を示している。オジェに
よれば、 「『場所』とは、アイデンティティ付与的・関係的 ・歴史的なもの
と定義される」としている（オジェ 1994=2002:244）。また、アイデンティ
ティ付与的、関係的、歴史的という語についてオジェは以下のように解説し
ている。
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アイデンティティ付与的とは、一定数の諸個人がその場所において自
己確認をし、その場所を通して自己規定することができるとしづ意味で
ある。関係的とは、 一定数の諸個人（その場所で自己確認と自己規定を
おこなう諸個人）が、自分たちを相互に結びあわせている関係をその場
所に読みとることができるという意味である。歴史的とは、その場所を
占めている者たちが、往時に人が移住・定着した際の諸々の痕跡をその
場所に認め、ある出自の表徴をそこに認めることができるという意味で
ある。したがって、象徴というものが二つの存在者なり二つの現実なり
のあいだに相互補完性の関係を打ち立てるものであるとするならば、そ
のかぎりにおいて、場所は三重の意味で象徴的たるのである。第一に場
所は、その場所を占めている者たちの一人ひとりが自分自身に対して有
する関係を象徴する。第二に場所は、やはり一人ひとりが同じその場所
を占めている他の人々に対して有する関係を象徴する。第三に場所は、
一人ひとりが自分たちに共通の歴史に対して有する関係を象徴するので
ある。 （オジェ 1994=2002:244)
すなわち、オジェによれば例えば空港は「そこを通過するだけの乗客にと
っては非一場所であるが、そこで毎日働いている人にとっては場所である（オ
ジェ 1994=2002:245）」わけである。
AASOはオジェのいうような「場所」として三重の意で機能しているといえ
るだろう。まず「アイデンティティ付与的場所」として、学校理念にもある
ようにAASOは子どもたちにダブルの教育を提供することを約束している。そ
れによりアメラジアンの子どもたちは自らをアメラジアンとして、すなわち
ダブ、ルの文化をもっ者として誇りをもつよう期待されている。AASOという場
所を経験することで得られた、肌の色や出自などの違いを認め、アメラジア
ンとして誇りを持つ生き方は、エミリーが自らを 「地球人」とユーモラスに
称し「ハーフ」ではなくあくまでも「アメラジアン」であることを他者にも
説明していることからも分かるであろう。
何度もいうように、自らを「ハーフ」と称するからといって「アメラジア
ン」としてのアイデンティティがないとはいえない。ハーフというカテゴリ
ー選択はアメラジアンがマイノリティとしてメインストリームにコミットし
「上手に生きる」ための一種のテクニックであると考えるべきである。
さらに、 AASOで、出会ったアメラジアンを子にもつ母親たちのネットワーク
などは「関係的場所」の象徴としてあげられるだろう。前述した母親たちの
駐車場でのコミュニケーションにより社会関係資本が構築され、アメラジア
ンを子に持つ当事者同士にしかわからないような悩みや不安を共有すること
ができる。それらの相互扶助が子どもの学校選択等の教育戦略へと結びつい
てくる。野入（2014）がいうように学校選択には「母親の口コミ」が大きく
影響する。校長のセイヤーみどりが子育てを終えた先輩として子育て中の母
親の相談にのることも多い。逆にいえば、保護者同士の関係が欠如している
環境では、教育戦略は個人のものに限定されてしまうといえよう。
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最後に「歴史的場所」であるが、マリの語りからも見られたように、 AASO
卒業生のなかでの先輩／後輩の関係は、 AASO卒業後も社会関係資本として維
持される。 AASOの先輩が進学先の学校にいることで後輩の心的ストレスは緩
和される。卒業生たちが、ボランティアとして学童や学祭などのイベントの
手伝いにくることも多い。AASO卒業生の先輩がふらつと母校を訪れて、後輩
の進路相談にのることも多々ある。今後もAASOが卒業生を輩出していくこと
により、社会関係資本は再生産され続けていくだろう。
中根千枝（1967）は集団構成の条件を、それを構成する個人の「資格」の
共通性と「場」の共有にあると論じた。ここでいう「資格」とは、一般的に
知られている意味よりも広く、名前や、生得的に個人にそなわっているもの
もあれば、学歴・地位・職業のように生後個人が獲得したものもあるように、
社会的個人の一定の質をあらわすものであるとしている。一方で、 「場」は
一定の地域や所属機関などのように、資格の相違を問わず、一定の枠によっ
て、一定の個人が集団を構成している場合を指す。
中根の言葉でいえば、アメラジアンがウチナーグチを話すということは沖
縄社会のウチに「ウチナンチュ」として参入するための「資格」であるとい
える。ただし、資格はウチナーグチのみにとどまらず、エイサーや三味線な
どといった「沖縄的なるもの」も含まれる。アメラジアンたちはこの資格を
卒業生たちが語っていたように家庭内や学校という場を通して身につけてい
く。または、この資格を自然に身につけていたことがマジョリティ側へ無意
識にパッシングする帰結を生んでいるとも考えられる。
そしてAASOの領域外にも場は存在する。パーバラに聞かれた地域の「子ど
も会」や「三味線教室J、ジャスティンの「エイサー77」やマイクの「部活」
を通してのウチナーグチの習得、大学での「県人会」などは「沖縄的なるも
の」を身につける場であり、社会関係資本を構築する場でもある。その場に
おける成員たちとの相互行為を通して、 「沖縄的なるもの」の文化実践を、
そしてウチナーグチを身につけてし1く。
場での行為自体は意識的であれ無意識的であれ、場を経験して習得した
「ウチナーグチ」を話すことが沖縄社会のマジョリティ側へとパッシングす
る帰結を生むと考えたほうが自然であるといえるだろう。
アップル（1986）が「生徒たちがただ学校において毎日毎日何年間もの問、
制度的欲求や日課にあわせて過ごしていくだけで受けている、一定の規範 ・
価値・性向のひそかな教え込み」 (apple 1979=1986:27 28）を「隠れたカリ
キュラム」と呼ぶように、 AASOでの遊び、慰霊の日の授業や、沖縄の伝統行
事、三味線クラブなどのクラブ活動でのコミュニケーションが次第に沖縄的
なるものを身につかせている。実際に、 AASOの生徒たちは英語、日本語の阿
言語を話す子どもが多いが日本語で喋る場合、そのほとんどはウチナーグチ
を用いた話し方であるといえる。
AASOには学区がなく、子どもたちは県内の様々な地域から通学するため、
地域ごとのウチナーグチの違いにも気づくことができるかもしれない。さら
には、 AASOがすでに実践している地域の公立学校との共同学習や、夏季休暇
中に学校を解放して地域の子どもたちとともに学ぶサマースクールは地域住
77 詳しくは資料 pp.136-140のジャスティンの語りを参照されたい。
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民とアメラジアンが「混ざる」非常に貴重な場であり、社会関係資本を築く
きっかけとなる経験をもたらすだろう。
第2節 マジョリティとマイノリティの狭間で
志水（1996）は、日本の学校を「同化と排除の文化装置」と性格づけてい
る。例えば、日本の学校で、はニューカマー外国人や在日韓国・朝鮮人、被差
別部落出身者の子どもたちの個性は通約され、彼らそれぞれがもっ背景の違
いやユニークさは見過ごされる。教室内で生徒たちはみんな一緒の「運命共
同体」になってしまう。志水は、そのこと自体は悪いことであるとはいえな
いが、注意すべきことは「そのことが往々にして、教室の中から「部落」や
「在日」といった社会的カテゴリーを、半ば無意識的に排除してしまうとい
う結果を導きがちなことである」 （志水 1996:74）と論じている。
また、岡村佳代（2013）は、 「外国につながる子ども」が日本で経験する
困難を「情報やサポートの不足」 「日本人の友だちとの関係j 「学校や教師
への不信感」 「日本の学校における同化要求J 「周囲の日本人の異文化への
理解不足」 「日本の部活文化への困惑Jの6つに分類している。そもそも 「外
国につながる子ども」とは誰かという点であるが、岡村によれば、 「外国に
つながる子ども」とは外国籍の子どもだけでなく、国際結婚家庭の子どもも
含まれ、つまり、外国籍の両親のもとに生まれた子どもや外国から来日した
子どもだけでなく、日本生まれや日本国籍で、あっても、両親のどちらか、ま
たは双方が外国にルーツを持つ子どもも「外国につながる子どもJであると
している780
彼／彼女らが経験する困難の一つである「日本の部活文化への困惑」であ
るが、岡村によると「これは、高校生よりも中学生の困難度が高い。中学l年
生のときに来日したFが『パスケ部だったけど、毎日行くなんて信じられない。
自分の国は部活やらなくていい仕組みだから』と語っているように、部活へ
の参加の強制は困惑するものであることがわかる。それに加えて、部活にお
ける上下関係など、自分の固とは異なる習慣に対し、当然のように強いられ
ることに困難を感じている」 （岡村 2013:107）といった部活文化への困難の
内容を自身のアンケート調査やインタビュー調査から導き出している。
たしかに、志水や岡村のいうように日本の学校の同化主義的性格はエスニ
ック・マイノリティの子どもたちを「異質」なものととらえ、その異質性を
積極的に取り入れていこうとする志向を欠いているといえる。
しかし、マイクの語りが物語っているように 一時的でもアメラジアンと
いうカテゴリーから遠ざかりウチナンチュの側へ近づくことで得られるであ
ろう「沖縄的なるもの」の共有による「心のやすらぎ」ゃある種の安寧は否
定されるべきなのだろうか。これは他のアメラジアンに対する裏切り行為な
78 岡村（2013）は「外国につながる子ども」の例として、 1940年代から日本に居住して
いる韓国・朝鮮人の子弟、 1970年代以降に来日した飲食・サービス業への就業を目的と
したフィリピンやタイからの女性労働者、ベトナム・カンボジア・ラオスからのインド
シナ難民、中国からの帰国者、南米諸国からの日系人労働者の子弟などをあげている。
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のだろうか。マイノリティはマイノリティとして常に「マイノリティらしく」
あるべきなのだろうか。
小学校4年生の時、全く日本語が分からない状態ではじめて沖縄に来たマイ
クは、 AASOではじめて日本語を学び、公立高校進学後にサッカ一部に入部し
たことで一気にウチナーグPチを身につけていったという。それは、部員仲間
たちと部活後にコンビニに寄って「ユンタク79Jをしている時であり、部員た
ちとの「LINE80Jによる文字化されたウチナーグチのやりとりを通してであっ
た。マイクの語りから、日常の何気ない部活こそが隠れたカリキュラムとな
り、沖縄との紐帯を強める大きなきっかけになったことがわかる。
第3章で、金（1999）は名前を日本名に変更した在日朝鮮人の女性を、華々
しい闘争のヒロインにはならなかったが、日本名への変更は生を営んでいく
ための方策であったと述べていた。それはその現象だけをみると 「後退」と
とらえられるかもしれないが、彼女のアイデンティティがそこで完結したわ
けではなく、むしろ日本名への変更がより自分が在日朝鮮人であることを意
識させる結果となったという。本名を日本名に変えたからといって「在日朝
鮮人としての自覚」を喪失するわけではないのである。それは金がいうよう
な差別社会を生きるうえでの 「戦術」としてとらえるべきである。
金（1999）は、 1970年代は、在日韓国・朝鮮人にとって、一世と二世との
あいだのギャップが意識されはじめ、二世が独自のアイデンティティのあり
ょうを模索しはじめた時期だとしている。また、 1980年代は、二世以降の在
日韓国・朝鮮人にとって、日本人と変わらない生活スタイル、同じように教
育を受け、同じ流行を追い、同じ時代を共有したことで、自らも日本社会の
構成員であるという新たな意識が芽生えた時期で、あったと述べている。
金はこの時代の在日韓国・朝鮮人が母国語を話すことができないことにつ
いて「これまでは『本来なら話すことができなくてはいけなし寸という意識
で、あったものが、 『話すことができなくて何が悪い。朝鮮語を話せない朝鮮
人がいたっていいじゃないか』という考え方が自然のこととしてみられるよ
うになった。J （金 1999:125）とし「『在日朝鮮人』あるいは『民族』とい
う枠組みのみをもって自分たちの存在を説明づけられることに違和感をおぼ
え、日本人社会からも、 『在日朝鮮人としての自分』ではなく、 『個人とし
ての自分』を見てほしい、そう感じる世代であった」 （金 1999:125）と述べ
ている。それまでの在日韓国・朝鮮人の世界観において「異論」で、あったも
のが「市民権」をもちはじめたのである。
しかし、個の尊重を重んじるばかりでは民族として受けている現実の抑圧
に向き合うことはできない。金は民族として受ける抑圧は民族として向き合
わねば実践的解決にはつながらないとする。民族的アイデンティティの確立
という手段によって社会の抑圧状況に対抗していこうとする者たちを、逆に
抑圧してしま うというジレンマに陥いってしまうのである。
金は、戦術的アイデンティティについて以下のよ うに述べている。
79 ウチナーグチで 「おしゃべり（する）」の意。
80 スマートフォン、タブレッ ト型端末向けのアプリ ケーションであり、インスタン 卜メ
ッセージによるチャッ ト機能を備えている。
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たしかに従来の民族的アイデンティティが、個を抑圧する機能をもち
あわせていたこともまた事実であり、そこからの脱却は重要なことであ
る。しかし、集団的アイデンティティの「必要性」までも否定すること
はできないはずである。否定されるべきは、必然的（所与的）アイデン
ティティであり、必要に迫られた「戦術的アイデンティティ」は、むし
ろ積極的に擁護すべきではないのだろうか（金 1999:132) 
アメラジアンという集団はAASOを中心に社会関係資本を再生産していくだ
ろう。AASOで培われた先輩／後輩の関係は今後も多くのアメラジアンたちの
進学や学校選択の際のひとつの指標としての資本となるだろう。
ブケレデ、ュー （1990）によると、 「資本」は一つの所有物であるが、それは
あくまでも場（界）や市場と呼んでいるものとの関係においてのみ存在する
といわれている。マイクの語りからもみられたように、当然、沖縄のアメラ
ジアンにとって学校や部活動、県人会という場にウチナーグチの「市場」が
存在するからこそウチナーグチは資本として機能しており、ウチナーグチを
話すということが結果としてパッシングを可能にしていると考える。アメラ
ジアンがウチナーグチを話すことによって、瞬間的にウチナンチュの「ウチJ
にパッシングし、マイクのようにアイデンティティの拠り所としての紐帯を
得られるのではないか。
ブでルデ、ューはチョムスキー的な意味での「言語能力」あるいはソシュール
的な意味での「ラング」が普遍的な宝庫 ストックとして描かれると述べて
いる。ブ？ルデ、ューは、ソシュールが「ラングとは一つの宝庫である」つまり
「ストック」であると指摘していることを引き合いに出し、この宝庫は我々
みなに共通するもので「言語的コミュニズムの幻想」と呼んでいる。
さて、この宝庫が実際に使用される局面になると、言語能力が人によ
ってかならずしも平等に配分されているわけではないということに、私
たちは気づきます。そしてこのように配分が不平等であるからこそ、高
度な言語能力が一つの資本として機能することになる。たとえばパリに
生まれてパリ風のアクセントをもっている人は－これはいろいろな種類
の経験的調査によって裏付けされたことなのですが ある直接的利益を
もたらす資本の所有者なのであり、その利益はたとえば学校での学業成
績（し1わゆる「学位」）などの形をとって現れてきます。そして学業成
績はさらに、給料の額に反映されてしだ。 （ブルデ、ュー 1990:184) 
一方で、時にアメラジアンという集団はウチナンチュ側へとパッシングす
る者にとってやっかいな存在になるかもしれない。日常生活のなかで「そう
いえばおまえ、ハーフた、ったな」と、ふとしたきっかけで彼らは 「元にいた
場所Jに戻されてしまうことも考えられるのだ。そのきっかけは、 「慰霊の
日Jかもしれないし、テレビで見た 「日本対アメリカ」の野球中継かもしれ
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ない。あるいは、新しい担任教師が出席点呼をする際、自分のカタカナ名を
何度も言い直すことでクラスメイトから笑いが起こるときかもしれない。
そう考えると、結局はウチナーグチを介してのマジョリティ側へのパッシ
ングにはいつか突然おとずれる「時間切れ」、 「期限切れ」があるといえる
だろう。パッシングによって心のやすらぎを得ることができたとしてもアメ
ラジアンが完全にマジョリティ側に同化することはできない。
しかし、それはまた、一時の夢のようにそこから目が覚めると跡形も無く
なってしまうものではなく、身体に刻まれたハビ トゥスとして確かに残るも
のといえるのではないか。
ブケレデューは、ハビトゥスを「持続性を持ち移調が可能な心身的諸傾向の
システムであり、構造化する構造（structuresstructurantes）として、つ
まり実践と表象の産出・組織の原理として機能する素性をもった構造化され
た構造である（structuresstructurees）である」としている（bourdieu
1980=1988:83）。より簡略化していえば、ハピトゥスは 「それは主観的構造
となった客観的構造、構造化の原理として作用することができる客観的構造」
（ブルデ、ュー 1990:177）であり「身体化された歴史」であるといっていいと
いう。アメラジアンの「沖縄的なるもの」は、身体化された歴史として、そ
れを相互に共有し確かめ合うことによって、マイノリティとマジョリティの
境界線を行き来することが可能になる。そういう意味では 「沖縄的なるもの」
は通行許可証といえるかもしれない。 「沖縄的なるもの」が身体化されてい
れば、たとえふとしたきっかけで、パッシングの期限が切れたとしても、すぐ
に戻ることができるだろう。
沖縄本島北部で、育ったスコットは、毎日片道1時間以上かけて中南部の高校
に通っている。高校の同級生にはナイチャーが多く、スコットがウチナーグ
チを教えることもあるという。
一一一ナイチャーって言っても一応ほとんどはウチナーグチです。でも語
尾くらいがウチナーグチで細かい単語とかはあんまり通じないっす。わ
ざわざ説明しないといけないとか。
スコットは「俺はよく『お前は日本人じゃなくてウチナンチュって感じし
かしなし叶ってみんなから言われます」といっていた。公立学校に通うスコ
ットの友人たちにとってアメラジアンというカテゴリーは、相手の信頼や面
目を失わせるようなスティグマとは到底思えない。むしろ、ナイチャーの同
級生はスコットから多くのウチナーグチを学び「沖縄的なるもの」を身につ
けていくとさえ考えられる。ウチナーグチを用いてパッシングすることで、
ウチナンチュとアメラジアンが一緒になってナイチャーをからかったり、沖
縄社会への同化を求めようとするなど、ナイチャーに対して優位な立場を得
ることさえあるかもしれない。
岸（2009）は、マイノリティのアイデンティティとはある実態を持った自
己意識ではなく、むしろ果てしない自己への問し 1かけであり、その意味で
「どのような」アイデンティティが形成されるかは、いわば「開かれている」
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と表現している。 「アイデンティティという状態jに置かれている者こそが
マイノリティなのである。岸によると、そもそもマイノリティの当事者たち
にとってアイデンティティを「持っている」あるいは 「持つJことを決断で
きるか否かということ自体を疑問視する必要があると指摘している。この問
題は、マジョリティに置き換えて考えたときに、より輪郭がくっきりとあら
われてくるという。マジョリティがアイデンティティを「持つ」ことができ
るだろうかというある種の「文法違反」ともいえる聞いはブルデューのハピ
トウスの概念で紐解くことができるとしている。
岸はブルデ、ューのハピトゥスの概念を敷街してハビトゥスは社会構造と実
践的活動とを媒介するものであるとしている。つまりハピトゥスとは構造が
実践を通じて再生産されていくメカニズ、ムを説明する概念だといえる。
また、岸はブルデ、ューがマクロな構造の分析としての構造主義とミクロな
実践の分析である現象学の対立をハビトゥスの概念で弁証法的に乗り越えよ
うというような「マクロ対ミクロ」問題のアプローチ法自体を否定的にと ら
えながらも、マジョリティの生のあり方を記述するためには、ブFルデ、ュー の
「夫見員lj~こ従った行為」についてのヴィジョンは共有できるものとして評価し
ている。
規則に従った行為とはどういうことだろうか。岸は「規則Jという言葉で
ブルデ、ュー が表現しているのは 「有意味性Jとよべるよ うな性質だといって
いる。つまり行為が有意味である、または有意味とみなされるためには、行
為はあらかじめ規則に従っていなければならない。むしろそもそも行為とい
うものは規則に従っているものを指す810
ブルデューは「規則性、すなわち統計的に測定できる一定の頻度数で産出
されるものとそれを説明できる定式から、自覚的に編集され自覚的に遵守さ
れる規則あるいは神秘的な頭脳機構ないし社会機構の無意識的な規則へと移
行することは、現実のモデルからモデ、ルの現実へと横すべりする最も平凡な
二つのやり方であるJ (bourdieu 1980=1988:61）と、構造主義的な解釈によ
る規則観を批判している820
岸は、構造主義が規則を排除し物象化し、 同時にそれは行為を真空状態か
ら自由に生み出せる、規制されざる無規則なふるまいととらえることに対し、
ブルデ、ューが言わんとしていることは「世界への実践的な関わりJという言
葉で、行為あるいは社会的世界というものが「コミットされるものjである
とまとめている。
81 岸（2009）は、こうした行為の規則性を、行為あるいは行為者の同一性と言い換えて
もよいと している。たとえば、ある行為Aとある行為Bが、 「買い物J 「反論」 「離婚J
などと同定され、同じ行為であると理解されるためには、それらの行為Aと行為Bが最低
限同じ規則に従っていなければならない。もちろん、行為の同一性を決定づけるのは、
相互行為の中においてであるが、行為Aが行為Bであると相互行為において述べられ確定
されるということは、それがし、かなる規則にも従っている必要がないということではな
い。相互行為における定義付けが規則そのものに対して自立しているということをもっ
て、行為にはし、かなる規則も必要でないということにはならない。
82 岸 （2009）はブルデ、ューのいう「神秘的な機構」という表現は、野生の思考の規則の
ような構造主義者たちによって謡われる、明文化された規則としづ観念を用いずに行為
の規則性を性を説明しよ うとする、 「行為を規制するものJであるとしている。
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行為者は客観的な構造に埋め込まれたさまざまな可能性や条件を瞬時
に認識し、その場で可能なことや必要なことを理解し、行為を選択して
し1く。したがって実践的行為とは場の規則や構造と行為者の自由な行為
選択との弁証法的な相互作用によって生み出されていくのだが、それは
生得的な傾向性が行為者に植え付けられているからでもなく、客観的な
構造を完全に『理解』し、意識的で合理的な計算によって構造を再生産
させているものでもない（岸 2009:47) 
岸（2009）は、ブルデ、ューのヴィジョンに従えば社会とは遊びとしてのゲ
ームというよりも闘争であり、あるひとつの場には複数のゲームが同時進行
していて、参加者は手持ちの資本や資源（沖縄社会ではこれこそが「沖縄的
なるもの」だといえる）を最も有効に使うことができるような、すなわち勝
ち目の多いようなゲームを選択し参入するとしづ。参加者がそのつど変化す
る場に応じて、有限の資本で立ち向かうことができるのはハピトゥスが有限
の規則から無限の実践を生み出すことができるからであり、参加者たちはあ
らかじめ参加しうるゲームを、あらかじめ期待しうる利益を、あらかじめ回
避しうるリスクを身体的かっ反射的に、瞬時に判断している。このようなイ
メージで語られるハビトゥスにとっては、場の規則は外在的なものではあり
えないと岸はつづ、けている。
論点をまとめよう。岸が「アイデンティティという状態」とよんでいる状
態は、いわばゲームの参加者の手持ちの資本や資源が否定される場であり、
そのような場ではゲームの「ルールそのものになって消滅していた規則の執
行者である自分」が姿を表している状態である。反対に、もし場と一致する
ハピトゥスが作動している場合には参加者のアイデンティティという自己へ
の問いかけはそもそも発生することがないのである。岸は「ハビトゥスとア
イデンティティはちょうど鏡像のようなもので、一方は規則が作動し自己が
消滅している状態であり、他方は規則が破壊され自己が引きずり出された状
態である」 （岸 2009:50）と論じている。
つまり、マイノリティであるということこそが岸のいう「アイデンティテ
ィという状態」に置かれた者であり、マジョリティであるということは、行
為者自身が「ゲームの規則」となることで、自己への問し、かけを免除された
状態にあるということである。
アメラジアンがウチナーグチを介してマジョリティ側へパッシングしてい
るからといって、アメラジアンという自己～の問し、かけが免除されていると
いうわけではない。パッシングの「期限切れ」はふとした瞬間におとずれ、
またも 「アイデンティティという状態」に戻されてしまう。
しかし、岸がブルデ、ューのハピトワスの概念をもとにいう「アイデンティ
ティという状態Jはアメラジアンにもあるだろうか。そもそもアメラジアン
は常にマイノリティであり「アイデンティティという状態Jに置かれていな
ければならないのだろうか。
これまでみてきたようなインフォーマントの語りやノミッシングの概念をふ
まえると、アメラジアン自身が行為者としてゲームの規則となることもある
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と考えられるだろう。沖縄のアメラジアンの親のほとんどは沖縄出身者であ
る。アメラジアンはナイチャーが沖縄で経験できないような、シーミーなど
の親族ネットワークや祭り等の文化実践一般を身に付けることができる。
先のスコットの例のように、 「沖縄的なるもの」を共有するアメラジアン
とウチナンチュが、 「沖縄的なるもの」を共有しないナイチャーと遭遇した
ときにはじめて、アメラジアンのパッシングは意味をなすといえるであろう。
この場合、ナイチャーはまぎれもない「他者」であり、ウチナンチュとアメ
ラジアンを分類する属性はほとんど身を潜めた状態にあるといえる。あるい
は、両者は瞬間的に限り全く同化しているかもしれない。このパッシングを
許可するエートスこそ沖縄社会の「沖縄的なるもの」なのではないだろうか。
マジョリティ側へのパッシングは否定されるべきものではない。同じ境遇
に置かれたアメラジアンである当事者たちへの裏切り行為でもない。それは
「アイデンティティという状態」にある者がマイノリティとしてメインスト
リームを生きていくうえでの「戦略」であり「緩衝材」であり、ある種の
「合言葉」であるといえよう。
そしてその際に用いられる「沖縄的なるもの」は、学校や部活動といった
場で産出され、アメラジアンだけでなくウチナンチュにも同様に整合されて
し1く。ブ？ルデ、ューは集団におけるハピト ウス問の均質化について以下のよう
に述べる。
生存のための諸条件の聞に均質性があるために生ずる集団や階級の
ハビトワス問の均質化によって実践は、どんな戦略上の計算も、規範
へのどんな意図的準拠からも離れたところで客観的に同調したものに
なり、またあらゆる直接の相互行為が不在のままでも、ましてや目に
見える協奏なしでも互いに整合するものとなる（bourdieu
1980=1988:93) 
アメラジアンにとって、その場にいる、その場があるということが、 「沖
縄的なるものJを確かにハビトワスとして身体に刻み、共有し合うことを可
能にする。そして沖縄社会のエートスもこれを容認する。マイノリティであ
るアメラジアンにとって、マジョリティとの境界線を行き来することができ
る 「沖縄的なるもの」は両者を結ぶ「合言葉」といえるのではないだろうか。
第3節 カテゴリーなきマイノリティから「アメラジアンJへ
戦後、今日沖縄の 「アメラジアン」と呼ばれるようになった者たちは、カ
テゴリーなきマイノリティとして声を、したがって権利を主張できずにいた。
彼らをとりまく差別や偏見、貧困などの種々の問題は「集団Jとしてではな
くあくまでも「個人」の問題として片付けられた。さらには 「混血児」 「あ
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いのこ」 「ひーじゃーぬ目」 「クロンボ」 「GIチルドレン」などのように戦
争を連想させる差別的な意味を含意させたスティグ、マを押し付けられた。
そのようなカテゴリーなきマイノリティが集団として、はじめて権利を主
張し始めたきっかけは、皮肉にも1970年代から1980年代にわたって大きくな
っていった沖縄の「無国籍児jの問題で、あった。ようやく、彼らの存在が全
国的に注目されるようになり、 「混血児Jとし1う名称は見直され、徐々に
「国際児」という名称に替わっていった。しかし、 「国際児」という名称も
また苦しまぎれの表現であり、このような子どもたちが「ただの子ども」と
称されないこと自体が、日本における「純血日本人」という幻想がし1まだに
はびこっていることを裏付けさせてしまう。
1985年の国籍法の一部改正により、沖縄の無国籍児の問題は一応の終わり
を告げたと思われた。しかし、それはあくまでも国籍の問題という狭い領域
においての解決であり、教育を受ける権利や、養育費を受け取る権利、父親
を知る権利などにおける保障は見直されることがなかった。今日でも沖縄に
いったい何人のアメラジアンがし1るのか、正確な人数は把握することはでき
ない。
こういった社会的コンテクストのなかで、はじめて「アメラジアン」とい
う言葉が本格的iこ用いられるきっかけになったのが1998年の「アメラジアン
スクール・イン・オキナワ（AASO）」の設立に伴う運動であった。 5人の母親
によってつくられたこの学校は、無認可のフリースクールという位置づけで
開校された。設立当初は教材や人員、施設面、運営のノウハワなどがほとん
ど揃わない状態であったが、それでも開校にいたったということは、アメラ
ジアンの子どもたちをもっ母親たちが、公立学校で等しく教育を受けること
ができずに苦しむ子どもたちを守るために、 一刻も早く「避難所」を必要と
していたということを思わせてならない。
アメラジアンという語はアメリカ人とアジア人の両親の聞に生まれた子ど
もたちを指す。ただ、この語には米軍の派兵・駐留が出生の背景にあること
を含意する。つまり、米軍基地に属する軍人・軍属の男性と結婚したアジア
人の女性との子どもとしてとらえられ、米軍基地のある地域にはアメラジア
ンが存在すると考えられる。日本における米軍基地の7割以上が集中する沖縄
社会では、アメラジアンは戦争を連想させる語として消極的な意味にとらえ
られていた。
しかし、 AASOは「アメラジアン」という名称をあえて校名に冠した。アメ
ラジアンとしづ言葉には、国籍を問わず、異なる背景を生きてきた両親双方
の文化につながっているという肯定的な 「ダブル」の概念を含んでいるとも
いえる。アメリカと日本の両文化を学び、両言語を学ぶことは公立学校のカ
リキュラムでは実現が難しかった。また、 「アメ リカに帰れ」 「ガイジンJ
などと周囲から蔑まれ、いじめにあうアメラジアンの子どもたちも多くいた。
AASOはこ ういった苦しみから子どもたちを守り、アメラジアンという誇り を
もって沖縄社会で強く生きて欲しいとの願いを込め、独自のカ リキュラムで
ある「ダブルjの教育を教育理念に掲げ現在でも運営されている。
たしかに、 AASO開校に際して「アメラジアンJという名称を用いることに
「アメラジアン」の内部から反発がなかったわけではない。アメ ラジアンと
いう語が「基地の落とし子」というようなスティグマを連想させるからであ
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る。セイヤーが「（沖縄社会では）アメラジアンという言葉は米軍基地を連
想させる。成人したアメラジアンから 『アメラジアン』という言葉は使って
ほしくないと抗議を受けたこともある」 （セイヤー 2001:85）と述べている
ように、アメラジアンという定義に当てはまるような者でも 「アメ ラジアン」
というカテゴリー自体を知らなかったり、 「わざわざ自ら差別用語を用いた
くなし＼Jと危慎する者もいることはたしかである。
しかし、アメリカによる沖縄統治の時代から現在にいたるまで、アメラジ
アシという語は最近でこそしばしば目にするようになったものの、その語が
普及していなかった戦後の沖縄社会では、彼らは広義の意味としての「マイ
ノリティ」として抑圧されていた。これまで述べてきたように、父親が失綜
し行方が分からないため養育費も請求できない母子家庭で貧困が再生産され
たり、父系血統主義から生じた国籍法の矛盾により無国籍となった子どもな
ど、アメラジアン特有の問題は「個人」の領域では常に存在していたが、ア
メラジアンという「集団Jとしての結束は弱く、権利の主張ができずにいた。
あくまでも、国際結婚によって生まれた 「混血児」や「ハーフ」の子どもが
一般的に抱える問題と同様の問題であるとされ、日本における米軍基地の7割
以上が集中する沖縄の社会背景は考慮されていなかったのである。
それは、 「無国籍児Jの問題が実際には「沖縄のアメラジアンJの問題で
あったことに裏付けされる。皮肉なことに無国籍児の問題が深刻化するにつ
れてはじめてアメラジアンの存在が注目されるようになったともいえる。軍
属という国内外を移動する職業のために、アメリカでの居住歴が足りず、ア
メリカの定める国籍法の規定に満たないうえに、当時の日本の国籍法が父系
血統主義で、あったために生まれた「無国籍児Jの問題は、まぎれもなく沖縄
のアメラジアンからのはじめての告発であったといえる。無国籍児は、アメ
ラジアンが単に国際結婚によって生まれた子どもとは異なるコンテクストの
上で語られなければならないと我々に気づかせるきっかけでもあった。
AASOの設立はアメラジアンがアメラジアンとしての権利を主張しうる潮流
であるといえるだろう。 AASOは、あえて「アメラジアンJという語を校名に
冠することで、それまで差別的にとらえられてきた語を肯定的にとらえ直し
ている。セイヤーが 「ネガティブで差別用語だというのであれば、私たち当
事者がそのイメージを変えていくしかないのだ。j （セイヤー 2001:85）と
いうように、 「集団」として権利を主張するためには、単なる 「マイノリテ
イJでは沖縄社会特有の背景は考慮されないのである。 「アメラジアンスク
ルー・ イン・オキナワ」という学校名には基地を連想させる「アメラジアン」
という語を、むしろ日米両文化を持つ「ダブノレJの存在を指す語としてとら
え、アメラジアンであることに誇りをもてるように成長してほしいという願
いが込められている。
照本（2001）は、 AASO設立に際し、当事者の母親たちがアメラジアンの呼
称を校名に選択した理由を大きく以下の二つに分けている。
一つは、沖縄に暮らすかれらにこれまで （名前）がなかった、という事
実である。かれら自身がみずからの存在を名ざしする自前の名前をもっこ
とができなかった、という歴史である。 「混血児」 「ハー フj 「無国籍児J
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「二重国籍児J 「国際児j…これらはすべて社会の側がかれらに付与した
名前である。こうしたなかで、自分たちで、自分たちを呼ぶにふさわしい
名として、日本ではなじみのなかった 「アメラジアンj を選択したのであ
る。
いま一つの大きな理由は、所属する国家、保有する国籍によって、自分
たちを区切ることを拒否したことによる。そうする二重の必然性があるか
らだ。 （照本祥敬 2001:160) 
照本によると二重の必然性とは、まず、アメラジアン自身の国籍が「日本
国籍J 「アメリカ国籍」 「二重国籍」というように三つに大別され、二重国
籍の子にいたっては22歳とし1う年齢で否応なく一つの国家を選択しなければ
ならないので、結局のところアメラジアン自らが自身を線引することになる
ということをあげている。
もう一つの必然性は、アメラジアンの運動の方向性に関係する。いうまで
もなく、沖縄ではアメリカ人父親と 日本人母親を両親にもつ者以外のエスニ
ック・マイノリティが存在する。アメリカ人父親とフィリピン人母親、韓
国・朝鮮人母親を両親にもつ者などの場合である。彼／彼女らもまた 「アメ
ラジアン」という表象のなかに組み込まれるため、これらの人々をはじめと
するさまざまなマイノリティ・グループ。と連携しつつ自分たちの諸権利の実
現を社会に訴えてし1く、そうし1う運動へと発展させていくことを願っている
というわけである。事実、AASOは必ずしもアメリカ人父親と日本人母親を両
親にもつアメラジアンのみを入学対象としているわけではない。AASOは単な
るパイリンガル教育を提供する学校であることは否定しながらも、英語を母
語として学ぶ権利があると思われる子どもたちには門戸を開いている。
2014年現在、 AASOは日本で唯一のアメラジアンのための学校として創立16
周年目を迎えている。アメラジアンの子をもっ母親たちが、教材も設備も人
材もままならないなかでーから創りあげた学校が今では毎年60名以上の生徒
を抱えている。徐々にではあるが支援の輪も広がっていき、 生徒たちは寄付
による教科書やその他の教材を用いて日々の勉学に励んでいる。設立当初は、
無認可のフリースクールとしづ位置づけで運営されていたが、 AASO初の卒業
生が誕生する前に、早急に 「学歴保障」の運動に取り組み「出席扱い」の権
利を勝ち取った。現在でも県内各地から入学希望者は後を絶たない。
AASOは設立当初はアメ ラジアンの子どもたちの避難所としての意味合いが
強かった。しかし、設立当初に比べ現在では様々な背景をもっ子どもたち、
または親たちから必要とされる学校へと急速に変わりつつある。しかし、
AASOへ通うことができる子どもたちもまた一握りであることを忘れてはなら
ない。
AASOの活動が連鎖していくことで、これまで以上に財政的または人的支援が
広がっていくことを期待しつつ、AASOがダブ、ルの存在で、あるアメラジアンの
アイデンティティを証明する場であってほしいと思う。
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おわりに
本研究では、沖縄におけるアメラジアンが、いつどのように現れ、どのよ
うに注目されてきたかを無国籍児問題にまつわる様々な論争をてがかりに追
ってきた。カテゴリーなきマイノリティとして、権利を主張できずにいた彼
／彼女らがアメラジアンとしてはじめて自らの権利の保障を求める運動をは
じめるきっかけになったのが「アメラジアンの教育権を考える会」の運動に
伴う「アメラジアンスクール・イン・オキナワ（AASO）」の設立であった。
AASOは学歴保障を訴え、勝ち取り、独自のカリキュラムによる 「ダブルの教
育」を通して、子どもたちに日米両言語を学ぶ権利を保障している。
本研究の主たる目的は、同校を卒業して日本の公立学校に進学する際に、
AASOの卒業生たちがマジョリティと接する際に用いられたであろうある種の
「戦略」がウチナーグチにあるとみて、卒業生たちの語りからパッシングの
概念を用いて論じるもので、あった。
ここからは少々私的な話をしよう。筆者は日本で、生まれ沖縄で、育った韓国
国籍者である。しかし筆者は 「在日韓国・朝鮮人」のカテゴリーに当てはま
らない。本来は広義の意味として「ニューカマー外国人Jに分類されるのだ
が、ニューカマー外国人というカテゴリーは日本社会で一般的には浸透して
おらず、集団としての結束もほとんどないといっていい。そういう意味では
筆者自身もカテゴリーなきマイノリティといえるかもしれない。
筆者は成人を迎えるまで、を沖縄で、育った。AASOが設立されたのは筆者が小
学校高学年の頃で、あったと記憶している。筆者の通っていた地元の公立小学
校がある街も、米軍基地の存在する街であり、 学校にはアメラジアンの同級
生も少なくなかった。よく一緒に遊んだことも覚えている。しかし、彼らの
家庭環境や背景は驚くほど知らなかったし、とくに知ろうとも思わなかった。
彼／彼女らを 「ハーフ」だとしかとらえていなかったからかもしれない。筆
者のみならず、ウチナンチュにとっても 「アメラジアン」という言葉が、今
日、沖縄社会で広く認知されているかといえば素直に首を縦にふることはで
きないのではないか。
筆者は約1年間のAASOでのフィールドワークを通して、多くのアメラジアン
やその親、教員、エスニック・マイノリティの方々と触れ合うことができた。
調査のために、自身が育った街に戻り、 AASOでの経験を重ねていくにつれ調
査者としてではなく一人のマイノリティとしてAASOの活動に関わっているこ
とに気付かされることもあった。それはある種のノスタルジックな経験でも
あったといえる。
当初はこれほど多くのマイノリティたちが、同じ街に住んでいたにも関わ
らず、沖縄出身者として彼／彼女らの背景をほとんど知らなかったことを恥
じるとともに、もう少し早くこの学校に来るべきであった後悔することもあ
った。
この約1年間でAASOの教員、生徒たちと濃密な時間を過ごすことができたと
思う。同時に、アメラジアンの問題点やAASOが学校として抱える改善すべき
点など多くの課題もみつかったといえる。
109 
卒業生たちへの聞き取り調査で最も印象的であったことがある。それはア
イデンティティに悩んでいても答えはみつからなし1から強く生きるしかない
と多くの卒業生たちが口々にいっていたことで、あった。沖縄社会でたくまし
く生きる彼／彼女らの存在こそが教員のたゆまぬ努力によるダブルの教育の
成果の証だといえよう。
ニューカマー外国人の筆者にとって、 「沖縄的なるものj を身につける場
はなによりも学校であり、部活動であり、なによりも友人であった。彼／彼
女らとのコミュニケーションを通して「沖縄的なるもの」を読み取り、身体
化していったと思う。沖縄で親族ネットワークをもたない筆者にとって彼ら
とのコミュニケーションが「沖縄的なるもの」を身につける最良の「師」で
あったし、また彼らと自らを結びつける場こそが「資本」で、あった。
島を離れ内地に住むようになった今でも、同じように島を離れた友人たち
とウチナーグチで「ユンタク」している時にはなにか安心感のようなものを
感じずにはいられない。
AASOは、カテゴリーなきマイノリティたちに、アメラジアンというカテゴ
リーを付与することで教育を受ける権利を「ダブルの教育」によって保証し
ている。また、 AASOは子どもたちゃ親たちにとっての相互扶助の場であり、
「沖縄的なるものj を身につける場でもある。今後も沖縄社会にAASOという
学校があるということが、沖縄のアメラジアンたちにとって複合的な意味を
なし、場としてありつづけることを願いたい。
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インタビュー日： 2014年6月26日
インタビュー場所： AASO（外のベンチ）
名前：トニー
年齢： 25歳
生まれ場所：沖縄
育った場所：沖縄
家族構成既婚
言語環境：日本語と英語
学校 AASO→公立北高校→大学（東南アジア）
〔もし「あなたは00人ですか？」と聞かれたらなんと答えてますか？〕
一一お父さんがオーストラリア出身で、お母さんが日本人で…って細かく説
明するね。
〔それは誰にでも？いちいち説明がめんどくさいと思ったりしない？〕
一一誰にでも。俺は逆に（自分が喋る）時間を稼ぎたいって思う。他人でも
人と喋りたいって思うから（笑）。
〔アメラジアンっていうカテゴリーは使う？〕
一一アメラジアンっていう単語はそこまでは使わないね。自分の中で、ハー
フという単語はそこまでネガティブに感じない。ただの単語だし。 （／、ーフ
という語の使われ方に対する論争もあるけど）わざわざ戦わなくていい。ダ
ブルってもいわない。あわれみはいらないから。単語（カテゴリーの意）に
よってすくわれるわけではないから。単語にいちいちこだわってる暇も、自
分の中で（適切な単語を巡る）ミッションもないし。結局なんだろう、アイ
デンテイティって社会に出たらあんま関係ないんじゃない？（大切なのは）
自分の能力でしょ？って。アメラジアンっていうアイデンテイティが社会で
何か得かっていわれたら正直ないと思う。とにかく自分はそこまで、戦いたく
ない。 00人ってそこまで大きな問題はない。社会は沖縄でも、シンガポー
ルでも、日本でも一緒だから。例えば30代、 40代になってもアイデンテイ子
ィIこ悩むのはよくない。大人になったら（自分自身で）決めないといけない。
多分俺みたいにどうでもいいでしょって思う人もいると思うよ。
〔なるほど。じゃあトニーはウチナーグチを意識的に使い分けたりはす
る？〕
一一あんまりないね。ビジネスの時とかは敬語になるけど。あと、自分はな
ぜか外人顔なのに友だちと歩いていてもなぜか自分が一番道を聞かれるわけ
（笑）。何でかしらないけど。
〔あんまり沖縄の文化にこだわったりはしないんだね。〕
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一一自分は（知らない土地に行ったとしても）沖縄から来たっていうプライ
ドはないね。 （大切なのは）得があるかないか。沖縄に特にプライドはもっ
ていないね。あ、たまに日本人と喋る時に（ハーフだから）敬語はできない
よって先にこだわりはいれるけど（笑）。
〔沖縄文化を身につけたいって思ったことは？〕
一一あんまりないね。俺は一つの場所にこだわらないから。文化を残すって
ことはいし、ことだと思うけど。
〔内地に住んでみたいって思ってた？〕
一一あるよ。高校卒業して、囲いから出たいって思って海外に行きたかった。
いろんな固まわって、やってること表現違うけど正しい／間違いの区別を見
つけるのはおかしいなーって。もうちょっと客観的に物事を見たくて海外に
（行った）。最近は一人でどこでも行っても色んな人と喋れる。一人でも不
安がないね。一人でも安i）で、きる。やっぱ東南アジアの時は（まわりに）日
本人一人しかいなくて。二つの言語以上を喋る人はその喋る言葉ごとに人格
が変わってると思う。逆に日本人、沖縄人も含めて、日本人と話すときは気
を使ってた。
〔どこでウチナーグチを身につけたと思う？〕
一ーやっぱおばあちゃんと喋る時。あとは学校、友だちかな。友人でおばあ
ちゃんと暮らしてる人がいて、その友だちの家によく遊びに行ってたから。
場よりも人とのつながりって感じかな。おじいちゃん、おばあちゃんのコミ
ュニケーションは大きいと思う。
〔自分がウチナンチュって感じる瞬間はある？〕
一一あがって言う時とか（笑）。方言が出た時に。
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インタビュー日： 2014年8月7日
インタビュー場所 東京の某飲食店
名前：メグ
年齢： 20代前半
生まれ場所：沖縄市
育った場所：沖縄市
家族構成：父（米国人で22歳の時からずっと沖縄に居住）、母（沖縄）、兄
言語環境：家庭内では日本語だけど父とは英語。父は「わじわじ～」とか方
言も（ふざけて）使うけど（笑）。
学校：第一小学校→第二小学校（転校）→AASO（南中学校）→第四高校→南
大学（AO入試）→卒業後夏までアルバイト→東京でモデル活動
〔もし、 「00人ね？」って聞かれたらなんて答えてる？〕
一一沖縄ですっていう。自分はどっちかというと見た目がアメリ力が薄いか
ら。 「沖縄です」ってクッションで言ってから、そのあとで父がアメリ力人
で母が日本人ですっていうかな。
〔アメラジアンとは言わないんだ？〕
一一アメラジアンって言葉は浸透してないから使わない。自分でもハーフっ
て言葉はいいかたよくないとは思ってるけど、みんな悪いと思つてないから
（普通に使う）。 「／＼ーフです」っていうよりは、 「父がアメリ力人です」
とかっていう言い方するかな。ハーフってあんまりいい言葉ではないってわ
かづてるけどアメラジアンは浸透してないし面倒くさいときはハーフですと
は言う。 （東京で）ウチナンチュですと（自分から）は言わないね。 （自分
の出身が）沖縄だからって「しまんちゅ？」 「うみんちゅ？」ってこっちで
聞かれたらわざと「だ～るよ」とかつてふざけては言うけどね（笑）
〔じゃあ、自分のことを説明する時に「アメラジアン」ってカテゴリーは使
わないんだね。〕
一一聞かれるまでハーフって自分では言わない。 （モデルの）職業上、ハー
フはめずらしくないからわざわざ自分がハーフとは言わないかな。オーディ
ションもハーフばっかりだし。もうハーフが前提になってるってのもある。
自分から （1＼ーフ）って説明するのはむしろダサいかな～。自分は自分だか
ら血筋まではあえて言わない。
〔内地に住んでみたいとか思ってた？〕
一一わりと思っていなかった（笑）。沖縄でも生活できるなら楽だし居心地
いいしそれでいいかなって思ってたけど。
〔沖縄で嫌な思いとかしたことなかったの？〕
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一一う～ん、小学校低学年の時とかはいじめられてたけど、それは自分がハ
ーフだからじゃなくて、ただ（自分の）性格が悪かっただけ（笑）。 「アメ
リ力一」とか言われたこともあったけどね。でもラッキーなことに自分は嫌
な思いはあんまりないかな。
〔自分がウチナンチュだな～って思う時ある？〕
一一う～ん、素で人を否定しない時とか、受け入れる時とかかな。よくやさ
しいねって（こっちで言われる）。それは沖縄っぽいかな。
〔一人の時に思うことは？〕
一一一人の時は、ふとした時に出る言葉。 （例えば） 「あがっ」とか「うし
えてる」とか「あきさみよ」とか。口悪いけど（笑）。
〔自分がウチナーグチを身につけたのはどんな場があったと思う？〕
一ーやっぱ一番は学校。小学校高学年から中学校で。アメラジアンスクール
じゃなくて、南中学校。そこでベーシックが身についた。基礎ができた。高
校、大学になってから、少し離れた地域の子の言葉が（微妙に違うから）お
もしろいなーって（思った）。いろんな所からきてる人いるからさ。
〔家族のなかでは？〕
一一おばあちゃんとは（会話）難しい。あんまりわからんから愛想笑いって
感じ。お母さんとは方言、お兄とも。でも混ざる。標準語と混ざるね。ここ
（東京）に来て英語と方言を混ぜてる。 「で一じファック！」とか（笑）。
口悪いね（笑）。
〔なんで？〕
一一英語だけだと鼻にかかるから方言で中和してるはず。 （英語で喋ると）
帰国子女みたいにうざがられそうだし。フェイスブックとかでもあえて英語
はひらがなにしたり。特に意識してるわけじゃないけど、結果としてそうな
ってるね。
〔ウチナーグチを意識的に使い分ける時ある？〕
一一意識しないで勝手に（ウチナーグチで話す）スイッチ入るかも。年が近
い人なら（相手が）ウチナンチュじゃなくても方言使う。 （逆に）かたい雰
囲気のときなら使わない。逆に雰囲気壊すときには使う（笑）。仲良くなら
ないでいいやと思った人には標準語。性格悪いね（笑）。
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〔アメリ力文化と自分とのつながりを感じる時ある？〕
一一自分はどっちかというとアメリ力は薄いけど、お父さんが週末の朝パン
ケーキ焼いてたりバーベキューしたりしてたから（感じることが大きいのは）
食べ物かな。あとは音楽かな。外人が多いバーで日本人は（音楽に）のれな
いけど私はのれるみたいな。音楽が耳に残ったら（感じる）。あとはアメリ
力特有のジョークとか。理解できた時。
〔じゃあ自分を沖縄と結びつけてるものってある？〕
一ーなんだろうね。でもなんか性格かもしれないけど、すぐ人とうちとけら
れた時とか相手の心配をしたとき（自分を）沖縄のおばさんっぽいな～と思
ったり。
〔日常生活であえてウチナーグチとか沖縄文化を学ぶとか学ぼうとしたこと
ってある？〕
一一例えば、こっちの沖縄好きな人に（沖縄のことを）聞かれた時になんも
こたえられない、うまくこたえられない時とかかな。例えば、地図とかがわ
からない。沖縄市って北？南？って言われても（こたえられない）。歴史と
か漠然としかわからないし、 00年に何があったとかまではわからん。沖縄
の三味線とかできないって（東京で）言ったらびっくりされるしね（笑）。
むしろこっちに来てから（沖縄文化を学びたいと）感じるようになった。一
番（困るのは）は、力チヤーシー求められる時（笑）。踊れて当然でしょみ
たいな。沖縄は味方にもなるけどめんどくさいこともある。あとは自分より
「しまー（泡盛）」詳しい人とか。ウチナンチュだからって酒みんなめっち
ゃ飲むわけじゃないしね（笑）。
〔「日本人j とか「アメリ力人」っていうカテゴリーっていうか枠はメグに
とってなんね？〕
一一こっちの人は00系00人とか細かく聞いてくるな～って気づ、いた。自
分は別に気にしないからいいんだけど。
〔自分のことで悩んだりしたことは？〕
一一あったけど、自分が接する人によって自分の印象は変わってくるからそ
んなに気にしていない。それより一般庶民的な感覚が大事だと思う。中学か
ら高校とかで（悩むことは）あった気もするけど悩んでも答えがでるわけで
もないし（深く考えなかった）。その時の環境も違うし、考えてもしかたな
いって思う。
〔じゃあ友達にも恵まれたんだね。〕
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一一私は友達にも恵まれたってのが大きいかも。他人とは（自分は）違うと
認識しても、それが何？って感じだったし。それはAASOは関係してくるかも。
AASOの教育は関わってるはずね。
〔AASOはどんな学校だった？〕
一一行ってよかった。もっといれればよかった。高校もあってもよかったな
って思うくらい。
〔AASOの悪いところといいところは？〕
一一悪いところは、外国の先生の入れ替わりが多くて寂しいってのは思う。
いいところは、もしいってなかったら（自分は）もっと「にわかハーフjだ
ったなって思う。行ったおかげで意識が変わったなーって。
〔高校に入った時どんなだった？〕
一一私は公立高校にわりと昔からの友達が多かったから（特に問題なかっ
た）。小学校の時のね。あと、移動教室は大変って思った。AASOは小さかっ
たから感じなかったから。
〔入学当初の自己紹介とか緊張しなかった？〕
一一自己紹介とか苦じゃない。苦じゃなかった。記憶すらないくらいだから
全然（大丈夫だった）。ハーフって（自分から）言わんどこうとか全然ない。
隠すとかは全くなかった。
〔AASOにいた時に公立の学校にも行ったり来たりしたのがよかったのかな〕
一一行ったり来たりしたのは重要。公立中学とかのほうが仲いい子もいたし。
〔どういうタイミングで公立中学に行ってたの？〕
一一アメリ力の公休日で、公休日？たしかそんな日があったはず、日本のと
こ（公立学校）にも行こうかな～と思って行ったり。 AASOより日本の友達の
方が仲良かったし。小学校は（公立学校で）長かったから。小学校の友達が
そのまま仲良かった。
〔塾とかも行ってたせいもあるの？〕
一一塾とかも行つてはいたけどそこまで関係ないかな。逆に最初はAASOの方
が緊張したし（笑）。自分ではそこまでAASO行きたくないって思ってたけど、
従兄弟が最初に行くってなったから、自分のお母さんも見学してみたら？っ
て薦めてきた。そこまでAASOが嫌っていう気はなかったけど、新しい場だか
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ら緊張した。そういう年頃だったしね。環境ががらっとかわるのは（緊張す
るよね）。
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インタビュー日： 2014年8月14日
インタビュー場所： AASO－室
名前：マイク
年齢： 10代後半
生まれ場所：生まれは東京。 1年半居住→アメリ力西部（次男誕生）→アメリ
力東部（三男誕生）→関東→東北（当時小学校3年）→沖縄（小4)
育った場所：小4以降沖縄
家族構成：父（米国人）、母（沖縄）、マイク、次男、三男。東北に住んで
いた時に父と母が別居。父は東南アジアに単身で渡り、母は実家のある沖縄
に子どもをつれて帰った。
言語環境：小学校4年生のときに沖縄に来た時点で日本語能力はゼ口。家庭で
は全て英語。祖父と話す時は母がず、っと通訳していた。
学校：小4で沖縄に来て、小5・小6は基地内小学校に通う（学校でも英語だ
け）。小5の時に父が軍をやめたので本来なら基地内小学校には通い続けるこ
とができないのだが、どうにかお願いして小学校卒業まで通うことが出来た。
中学校は第五中学校とAASOで迷ったのちにAASO入学。高校は第六高校（一般
入試）。大学進学を機に上京。大学は法学部に通っている（推薦入学。取材
当時1年次）。
〔AASOに入ったきっかけはなんだったの？〕
一一中学校からはAASOです。 1回目はあんま覚えてないですけど「よーげー」
でした。 （入学）初日で俺の中で色々あって、次の日行かないってなったん
ですよ。それからずっと（行かなかった）。中1で入っていった初日、 （授業
に途中で入って）その日、俺はその日アメリ力の州全部言うのを逃げて、ま
た行かないで、これはやばいなーって。さすがに思いました。先生とかも家
に来たりして、今思えばクソだなと。自分でも。それで、ハロウィンの日に
学校来て、それからまた来始めました。さすがに、学校行かないとだめだろ
と思って。 （だんだん）中1～中3って感じでみんな仲良くなってきてよかっ
たと思いました。なんでもっと早く来なかったかな～って。中1から初めて本
格的に日本語を習いました。お母さんが100均で日本語力一ド買ってきたりし
たけど一切やらなかったです（笑）。 AASOは遊んだんだけど、勉強した記憶
はそんなにないけど（笑）。アメラジアン（AASO）は家族みたいな感じで雰
囲気もいい。いい学校です。公立中学（第五中学校）は年Iこ1～2回くらいし
か行かなかったです。行事とかだけ。だから（制服じゃなくて）ジャージで。
推薦（入試）のこと考えたら、一応行っとかないとって。顔見せとかないと
（公立の先生に推薦入試で協力してもらうために）。だから弟とかには（公
立中学も）行けって言ってます。今は家族では日本語です。弟とは日本語喋
るの（ず、っと英語で会話していたから）違和感あるけど、日本語、英語どっ
ちも使います。もちろんウチナーグチで（笑）。
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インタビュー日： 2014年8月14日
インタビュー場所： AASO－室
名前：スコット
年齢： 10代後半
生まれ場所：アメリ力西部（生後5ヶ月まで）
育った場所： 3歳まで中園地方→沖縄（以降沖縄）。父は軍人で、子どもが生
まれたら母の実家のある沖縄に行くってのは最初から決めていた。沖縄には
母の親戚もいるので、安心。沖縄県北部の西町からAASOIこ通う。
家族構成：父（米国人）、母（沖縄）、姉
言語環境：お父さんとは英語。父は英語しかできない。お母さんと姉ちゃん
には気分（によって使い分ける）。日本語か英語。日本語で喋る時はウチナ
グーチ。
学校：保育園は西保育園。幼稚園から中学校卒業までずっとAASO。卒業後第
七高校に進学。南東大学入学に向けて受験勉強中。
〔AASOはじゃあ相当ながいね〕
一ーはい。中学の頃は、お母さんがどうせ日本の公立高校にいくからって今
のうちにと思って月に1,2回くらいは定期テスト、行事は西中学に行ってまし
た。
〔じゃあ制服も買ってたわけ？あんま着ないのにもったいないね。〕
一ー はい、制服とかも全部買ってました。月に1～3回あっち（西中学）にも
いくんであっちにも友達はできて。
〔高校は第七高か。〕
一一第七の英語科です。男が少ないっす。クラスに10人とかです。
〔大学は南東大学行きたいんだ。〕
一ーはい。なぜかっていうと、南東大の自然科学部？ってとこは英語の配点
が1. 5倍だから（笑）。
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マイク、スコッ卜 二名同時インタビュー
〔もしあなたは00人ですか？って聞かれたらなんて答える？〕
マイク一一聞かれた瞬間、アメリ力と沖縄のハーフって言いますね。日本じ
ゃなくて沖縄。普通にハーフって言って、沖縄と。そのあとアメリ力とのハ
ーフって言います。
スコット一一ハーフって普通に言った後、 「どこのね？Jって聞かれたら沖
縄とアメリ力って言う。日本つては言わないですね。
〔アメラジアンつては言わないんだ。〕
マイク一一自分からアメラジアンつては言わないです。一回も言ったことな
いっす、アメラジアンとは。ハーフってことばにネガティブな感じは俺はな
いっすね。外人って言われても同じ。
スコット一一俺も。別にネガティブに思わないです。
マイク一一「どこの学校（出身）？」って言われたらハーフの学校だったっ
ていうけど、アメラジアンスクールって言ったら「アメリ力ンスクールね」
って言われる、絶対。
スコッ卜一一一俺も俺も！ 3～4回目くらいから説明が疲れるからもう流す。
〔日常生活で意識的にウチナーグチを選んで話そうとか思うことはある？〕
マイク一一俺は最初は癖で方言で「しに」とか言ってたけど、 （最初は）ス
ルーされたけど、 （あとからだんだんと）言われる（指摘される）ようにな
って「めっちゃ」とかに変え始めて意識して「しに」とか言わないようにし
ました。県人（沖縄県人会の仲間）と話す時はウチナーグチしゃべりまくり
ます。もうやばいです。たまにはわざと内地の人としゃべる時に（ウチナー
グチ）使います。 「これたまに使うから覚えとけよ～」って言って教えたり。
〔ウチナーグチ使ってる方が楽なんだ。〕
マイク一一方言使ってる時安心感めっちゃあります。県人会なかったらもう
今頃死んでます。もう本当に（県人会の存在は）すごいです。沖縄県人会が
学内でも一番仲いいんで。他の県（の県人会）は全然集まらないですね。
（全国県人会の）ガイダンスはむしろ沖縄県人会がメインになってやってて
沖縄県人会が最後まで片付けしたりしてます。
〔県人会の存在は大きいんだね。県人会のなかでは意識的に方言使うの？〕
マイク一一県人会でなまり使うのが安心ですね。県人会はそのなかにはいっ
てると意図的に県人会ではウチナーグチです。沖縄でよかったってめっちゃ
思います。
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〔スコットはさっき第七高校はナイチャーが結構多いって言ってたけどなん
か使い分けをする場面とかつてあるの？〕
スコット一一ナイチヤーって言っても一応ほとんどはウチナーグチです。で
も語尾くらいがウチナーグチで細かい単語とかはあんまり通じないっす。わ
ざわざ説明しないといけないとか。
〔内地に行ってみたいと思ったことは？マイクは今内地にいるけど思って
Tニ？〕
スコットーーない。俺はない。
マイクーーないば？俺はある（笑）。
スコット一一ず、っと沖縄にって思ってました。楽だし。今後もす、っと沖縄が
いいです。
〔マイクは？〕
マイク一一きっかけは、お母がこっちにいるのはもったいない、他のところ
も見てこいって言われてて。あこがれってか、やっぱ沖縄でたいってのはあ
りました。おじい、おばあは南東大行けって言ってたけど。あと、東京に行
ったって（沖縄の友人に）言ってみたいってはあった（笑）。
〔自分がウチナーグチを身につけたのはどんな場が影響した？〕
マイク一一俺はやっぱAASO。でも今思えばあんま方言使わんかったよな（ス
コットに対して）？一応スコットの影響もあったけど。でも一番は高校のサ
ッ力一部ですね。サッ力一部で遊びに行く時とか、部活終わりにココストア
でなんか買って外でゅんたくしたりしてた時。そこで一気にって感じですね。
〔おじいちゃん、おばあちゃんと喋る時とかは？〕
マイク一一おじーおばーは早すぎて、言葉が。あんまわからなかった。サッ
力一部のLINEとかで自然に身についてきました。
スコット一一自分は、多分お母さん。先にお母さんとは気づいた時からウチ
ナーグチ。おじーおばーは小6から事情があっていなかった。家庭でほとん
ど覚えたって感じですね。
〔マイクも家庭ではウチナーグチ？〕
マイク一一お母さんはウチナーグチはそこまで使わないっすね。どっちかっ
ていったら沖縄よりだけど、そこまで強くはない。てか、高校時代はお母と
あんましゃべってなかった（笑）。部活ばっかりで。家は寝るだけって感じ
で。朝練とか、居残り練習とかもあったし。夏休みとかも、おじーおばーの
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家の方が（学校から）近かったからず、っとそこに行ってました。ご飯もそっ
ちのほうがよかったし（笑）。
〔部活中心の生活だったんだ。〕
マイク一一俺は高校で別人のように変わったと思います。性格も。フィジ力
ルも。本当！こAASOのはじめのころはよーげーでした。今思っても。
スコッ卜一一うん、めっちゃ変わった。あの頃ロン毛だったしな（笑）。キ
モかった（笑）。
マイク一一（スコットの腕を軽く殴る）部でまるぼー（丸坊主）にして走り
とかで変わった。もう（俺に）部活なかったらって考えるとガチでやばいっ
す。
〔なんで高校でサッカ一部入ったの？〕
マイク一一中3で日本語まだまだ足りなかったけど、当日（推薦入試の）面
接であんまできんくて、落ちたなーって思って。で、やっぱ落ちてて、危機
感感じて、一般でどうにか入りました。で、なんか知らんけどサッカ一部入
った（笑）。
〔スコットは部活は何か自分を変えた？〕
スコットーーやっぱ部活（柔道部）でフィジカルが変わりました。でも（自
分の体を指しながら）高校入って俺クラスの3番目に（体重が）軽かったん
ですよ。みんなゴツくみえて、これはやばいと思って筋トレはじめて。部活
にはいったきっかけは、筋卜レして 1～2ヶ月でめっちゃ体が変わったんで、
すよ。で、柔道部が練習で筋トレしてるよって言われて筋トレするために入
った（笑）。今、入ってよかったなーって思う。しかも先生がすごかったん
ですよ。昔60キロ級で1位。練習がめっちゃきつくて。 （強豪校の）北第三高
とほとんど変わらないメニューとかしててめっちゃきっかったです。
〔ウチナンチュとしてのアイデンテイティ感じる瞬間とかある？〕
マイク一一う～ん、タコライス食べるときとか（笑）。ほぼ県人会にいるん
で常に沖縄にいるって感じです。
スコット一一俺はよく「お前は日本人じゃなくてウチナンチュって感じしか
しない」ってみんなから言われます。西町って北部じゃないですか。なまり
も少しキツイんですよ。それで。
マイクーーまた県人会の話ですけど「6.23」つてのが毎年あって。慰霊の日
の劇やるんですよ。エイサーのグルーフもあるし、 （このために県人会に）
入りました。これ（劇）があるから（日々の練習を通して）こそ1年が仲良く
なれる。沖縄の、結構、戦争とか真剣な話もします。県人会、工イサーサー
クル、ウチナ一平和会っていう3団体が一緒lこ。ホールがいっぱいになるんで
すよ。平和のためにもガチになって練習して。泣く人もいるし。本気で。こ
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ういう時は沖縄人だって感じますね。イベン卜でみんな（感動して）泣いた
りして、深いっていうか。ホールに1000人くらいは入ります。
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インタビュー日： 2014年8月26日
インタビュー場所： AASO一室
名前：エミリ一
年齢 10代後半
生まれ場所：沖縄
育った場所：沖縄
家族構成：母（沖縄人）、姉の3人で住んでいる。父はアメリ力出身で離婚。
父親は黒人。
言語環境：お母さんは英語喋れないから日本語。若いころアメリ力に行って
たからリスニングはできる。お姉ちゃんとはたまに英語がでるくらい。おば
あちゃんが喋るようなガッツリの方言は分からない。
学校：保育園は北幼稚園。お姉ちゃんが学校でいじめられていたからお母さ
んがそのせいもあってAASOにお姉ちゃんを入れて、自分はそういうの（いじ
め）なかったんだけど、お姉ちゃんが入っていたから、お母さんにセイヤ－
先生が「エミリーもパンパースが取れたら入っていいよ」って言っててそれ
で入った。 Aクラス（当時大山校舎）に。 Aクラスには2年？くらいいた。結構
長かった。自分だけ長かった。学年変わっていったらみんなクラス変わって
いくのに自分だけ残ってるからあれ～って（笑）。 GクラスまでAASOにいた。
（公立学校は）お姉ちゃんが受験生（中3）の時は、今は推薦で行けるけど、
まだAASOが（単位互換制度が認められてなくて）校内推薦で行けるかわから
なくて、子ス卜とかのイベン卜ごとに行けって言われてた。自分の時は、源
先生に、 （単位互換制度が認められて公立学校！こ）行かなくてよくなったっ
て言われてたけど、お姉ちゃんの影響もあって行ってた。それが本当に苦痛
だった。高校は第八高校。推薦で。一般だったら受からなかったはず。一般
で、行ってたら落ちてたね（笑）。絶対に英検は最低でも2級はもっとけと言わ
れてた。現在（8月26日現在）高校2年生。 8月27日からイリノイ州に約一年間
の留学。
〔留学はテストで？テストとかした？〕
一一うん。県費の留学案内が学校の掲示板に貼ってあって、それ見て英語の
先生に行きたいって言ったら県費だったらそんなにお金かからないって言わ
れて行きたいってなった。テストは、英語のSLEP？違うかなんかそんな感じ
のやっと、常識テスト。常識テストは小学校から中学校レベルの国数英社理
のテストでボロボ口（笑）。それと面接。
習い事：あさの先生って居て、あさの先生から習字をずっと教えてもらって
いた。あさの先生がやめた後も習字だけ教えに学校に来てたし、書き初めと
かも学校が休みの日も来てやってたからず、っとやってた。高校では、ハンド
ボーjレ部のマネージャー。高2から放送部にも入った。
〔もしあなた00人ね？って聞かれたらなんて答えてる？〕
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一一一地球人（笑）。ミスターワトソンって人がいたわけよ（昔スクールに）。
めっちゃ背の高い人でから。一応先生だよ。で、週に一回くらいの授業で、
それで一回、他のクラスも合同でやったときがあって、ワトソン先生がみん
なに「私は何人だと思いますか」って質問してから紙配って、みんなアメリ
力人とかブラジル人とか紙に書いて。そしたら「自分は地球人です」って言
って（笑）。それが忘れられなくて、自分は地球に生まれた地球人だって言
ってて、わぁーすごいと思って、それから何人か聞かれたら地球人って答え
てる（笑）。留学のオリエンテーションで、もしあなたが（留学先で） 00 
人ですか？って聞かれたらなんて答えますかつて言われて、地球人って答え
ますって言ったら笑われた（笑）。
〔そりゃあそうだろうね（笑）。じゃあ自分のことを説明する時にアメラジ
アンってカテゴリーはつかわないんだ？〕
一一自分のことを説明する時に？ハーフ？って聞かれたらアメラジアンって
言う。それ何？って聞かれたらアメリ力とアジアを合わせてアメラジアンだ
よって説明する。
〔／＼ーフってことばにネガティブなイメージある？〕
一一うん。何がハーフ？表現がグ口くない？半分って。ダブルのほうがまだ
まし。 2個持ってる感があってお得感がある。 0.5より2のほうがかっこいいさ
（笑）。
〔日常生活でウチナーグチをあえて選んで話そうと思ったこととかある？〕
一ーない。自分のなかでもどこまでがウチナーグチか自分でもわからないか
ら普通に喋ってる83。普通に喋ってるつもりでもポ口っと（ウチナーグチが）
出てるとは思うけど。その言葉なに？って聞かれても変えたりはしない。
〔内地の友だちもいる？〕
一一友だちの友だちにいる。三人で電話してて、 「だからよ～」 「しに～や
っさ」って言ったら「はつ？なにそれ？」って言われる（笑）。相手が富山
の人だわけよ。
相手が、富山弁喋ってたら逆にこっちが（なにそれ？と）なる。
〔内地に住んでみたいって思ったことは？〕
83 例えば、丸坊主を指す「まるぼー」という単語は沖縄でしか通じない単語であるとイ
ンタビ、ュー前の事前の会話で筆者が教えていたため、エミリーはそういった例を思い出
してコメン卜していると思われる。
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一一ある。てか進学は内地に行きたい。大学か専門学校かはまだわからない
けど、自分美術に興味があるから大学は内地に行きたい。
〔その内地って東京？〕
一一うん。一応なんかさ、東京って日本の中心つであるさ。だから、しかも
自分はゲームのキャラクターデザインとかがやりたくて、東京はそういうの
が一番集まるところさ、それで東京かなやっぱり。
〔自分がウチナーグチを身につけた場にどんなのがあると思う？〕
一一う～ん、どこなんだろう？いつのまにかつて感じ。友だちにもっとコア
なやつがいたからそれ何～？つてなるけど。標準語に近いウチナーグチはい
つからか分からない。
〔家族の影響は？〕
一一お母さんも喋るけど、おばあちゃんの話すのは分からない。おばあちゃ
ん一緒に住んでなかったし。
〔AASOにいる時は家にいる時とで話し方変えてた？〕
一一うん。 AASOってめっちゃ方言身につきません（笑）？第八高校で逆に現
代語が身についた。 「かまちょ」とか「やばたにえん」とか（笑）。かまち
ょっていうのはかまってちゃんとかっていう意味で、やばたにえんってのは
やばいっていう意味。で、簡略系が「やばたに」ってば（笑）。第八高校か
らAASOIこ来たらなんか懐かしいってなる5第八高校とAASOは使う言葉が微妙
に違う。 AASOの方がくだけてる。全国的に流行ってるの（言葉）は第八高校
に行ってからはじめて聞いた。
〔ウチナンチュとしてのアイデンテイ子ィを感じる瞬間つである？〕
一一内地の友だちに何それっ？って言われた時。あ～なんかLINEのスタンプ
で沖縄のあるのわかる？なんか富山の友だちが、富山のきときと（魚が新鮮
だという意）ってスタンプもってて、自分それが語目がすごい好きで富山の
子に（LINEスタンプを）送ってもらって。で、富山の友だちが沖縄の方言バ
ージョンも送ってくれて自分は意味わからんけどね～って言ってるけど自分
は全部わかるときはウチナンチュって思う。 「かめ～」とか（笑）。
〔自分がどういう人聞か悩んだことはある？〕
一一あれなんですよ。中2かな、いや中3だ。中3の一番最初の新学期に新
しい中3の転入生が来て、これこんな言っていいかわからないけど一応みん
なからその子嫌われてて、なんかデリカシーがないっていうか。まあ自分は
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どうでもいいやって特に興味なかったんですけど、人の悪口しか言わなくて、
その子にずっと、あ、その子の席が目の前にあって（その子が振り返って）、
「エミリ一つてなんでここにいるの？あんた日本λでしょ？」って（言われ
た）。自分はお母さんに似てるだけって説明してたんだけど、ある日、数学
の移動教室があってその子が移動してるはずの教室に行つてなかったから
「お前、自分のクラスにいけよ」って言ったら、 「お前絶対日本人だろ」っ
てさっきのネタをまた繰り返してきて。それがすごいショックでそのまま授
業抜けだして、初めて授業さぼった（笑）。当時、 （兄弟で顔が、または父
に顔が）似てないって言われるのがすごいショックで。思春期だし。その時
に悩んだ。その日を境にもうどうでもいいやってなった。
〔AASOの生徒はたくましいというかハート強い子多いよね（笑）〕
一一うん。容姿は変えられないし。もう悩んでもしょうがないからね。
〔日本の学校に行った時もそういう経験はあったの？〕
一一日本の学校に行ったら、絶対ハーフってバレたら「エミリ一、ハーフな
の！？」って驚かれる。今になったら笑い飛ばせるけど（笑）。
〔自分から（アメラジアンであることを）隠すことはあったの？〕
一一それはない。お姉ちゃんにはできるだけ（日本の学校に行ったら）普通
にしていけって言われてたけど、セイヤー先生は「何言ってんの！どうどう
としなさい！あんたスクールで何を学んだわけ！」って言われて、どうどう
としようと思って（笑）。英語のクラスとかでもどうどうと英語話す。でも
やっぱ、名前でび、っくりするね。この見た目であれが名前だから。だから ’
（出自について）聞かれたら教えてる。違うものは違うって考えてるから隠
したりすることは特になかった。
〔ウチナーグチを喋る時に安心感を感じる？ストレスなく話せる？〕
一一安心感は感じる。うん。ウチナーグチに。だからAASOIこ来たらなんか安
心する。
（以降、工ミリーの時間の都合上インタビューは打ち切り。一眼レフカメラ
についての談笑したのち、エミリーは留学前最後の友人との約束に出かけて
いった。）
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インタビュー日： 2014年9月9日
インタビュー場所： AASO－室
名前：マリ
年齢 19歳
生まれ場所：アメリ力西部
育った場所：アメリ力西部（2歳まで）→日本、中園地方（3年ほど）→沖縄
(5歳になる前）
家族構成：父（米国）、母（沖縄）、弟、犬
言語環境：保育園に通い始めてから主に日本語。家族で英語を喋るのはお父
さんしかいなかった。父は日本で軍を退役して、母の実家である沖縄に来た。
アメリ力は銃社会なので子どもを育てることに適していないと父自ら判断し、
軍属だった頃の友人がちょうど母の地元でコンビューターリペアショップを
営んで、いたため共同経営することになる。退役していたが、たまたま仕事の
あてもあったので来沖。お父さんは日本語は「ありがとうございますJくら
いしか喋れないですね。簡単な日本語なら少し聞くことは出来る。お父さん
の仕事が終わるのが22時頃だったので、自分たちはもう寝ていてあまり喋つ
てなかった。
学校：日本の中園地方で保育園→西町で保育園→AASO（中学にも籍あり）→
西南高校（推薦）→南東大学（センタ一試験）観光学部
〔もし、日常で「あなたは00人ですか？」と聞かれたらなんて返す？〕
一一一今はもう、普通にまず相手が日本人だったらハーフって言ったほうが通
じやすいのでハーフって言います。で、 「何との（ハーフ）？」って聞かれ
たら、アメリ力と日本、日本ていうより沖縄かな、って言います。
〔そこは日本ではないんだ？〕
一一日本ではないですね。沖縄は沖縄って感じしませんか？一緒じゃない感
じしますよね。
〔アメラジアンというカテゴリーは使わない？〕
一一一応、アメラジアンっていうのがあまり知られてないんで、ハーフって
言う方が伝わりやすいですね。もし、ふみこんで聞いてきたらアメラジアン
っていうかなーって感じです。多分、日本人はふたつの血を持っているんだ
なーってことだけが聞きたいんですよ。挨拶程度をする相手だったら（アメ
ラジアンと）言わなくてもいいかなーって思いますね。うーん、人によるか
な、アメラジアンって説明も長くなるし（笑）。
〔ハーフって言葉にネガティブなイメージはもってる？〕
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一一ハーフがネガティブに感じ始めたのはAASOIこ来てからですね。セイヤー
先生がハーフじゃなくてダブルって言いなさいってよく言うじゃないですか。
けどやっぱり実際はハーフつてのが一般的に知られているんで。例えば、こ
れからも仲良くしたい、なりたい人ならアメラジアンって自分のことを知っ
てもらおうと思うけど、人って第一印象あるじゃないですか、この人と仲良
くなれないなと思った人には自分から言わないですね。
〔じゃあ日常生活であえてウチナーグチを使おうとか学ぼうと思ったことは
ある？〕
一一あ一、基本、自分は会話の中でウチナーグチを使いたいですね。大学で
は4害1]5割は内地の人なんですよ。だけどあえてあっちに合わすんではなく、
ウチナーグチを選びますね「あんまさい（めんどくさい）」とか「あんち
（あんなに）」とか「みんかー（耳が遠い）」とか「みんちゃさい（耳が痛
い）」とか（笑）。もうクセなんで、使うのが。だから内地の人にも覚えて
ちょうだいって思いますね。逆に、自分も熊本弁とか東京の話し方とか教え
てもらったりします。名古屋に行った時はウチナーグチは使いませんでした
よ。フォーマルな時は標準語を気にして使いますけど（笑） 8¥ 
〔内地から来た友だちも多いんだね。〕
－一一友だちは内地の人でも覚えてね～って言ってウチナーグチを教えたりし
ます。高校の友だちで関西に行った友だちがいるんですけど、よかちゃー
（与勝の人）で、関西行ったら関西弁なる人もいるっていうじゃないですか、
でもその友だちは「自分は絶対ウチナーグチをくずさない」っていって貫い
てる友だちもいますね。
〔内地に行ってみたいって思ったことはある？今も思ってるとか。〕
一一内地ってよりも海外ですね。沖縄は出たいって思います。今でも南東大
に通ってるからしかたなく沖縄にいるって感じです。沖縄ってせまいからど
こにいっても知り合いと会うんですよ。大学を卒業したら沖縄にいたくない
って思います。自分はずっと閉じ所にいたくないってのがあって、以前に3週
間くらいアメリ力の親戚をめぐって横断したことがあったんで、すよ。それで
沖縄に帰ってきたらもう狭いな～！って（笑）。誰も自分のことを知らない
で、ゼロからスター卜をしてみたいってのもありますね。
〔スコット（弟）は逆で、ずっと沖縄にいたいって言ってたけど（笑）。〕
一一あれこそ出るべきです（笑）。
84 マリはセイヤーみどり校長と名古屋で行われたトヨタ財団主催のフォーラムに参加し
ていた。
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〔自分がウチナーグチを身につけた「場」にどのようなものを思い浮かべ
る？〕
一一一応、大まかに三つあります。一つ目が、 「家」で家族とかおばあちゃ
んとかと話す時。ヤマトウチナーグチ？つであるじゃないですか。
〔ウチナーヤマトグチ？〕
一一そう、そういう感じの（標準語に近い）方言ですけど。二つ目は「学校」
で、 3つ目は「内地から来た友だちといる時」です。
〔ああ、なるほどね～。〕
一ーその子たちの方が、逆に自分より詳しいこともあって、 「これってこん
なして（沖縄では）言うんでしょ～」とか聞いてきたり、歴史までめっちゃ
詳しい人もいて。そんなの知らないしつてなります（笑）。観光学部なんで、
沖縄風のおもてなしっていうか「かめーかめー攻撃」とかそういう知恵を付
けてから（沖縄に）来るじゃないですか。コースターの話とか（笑）。そう 、
いう時に自分では分からないですけど、これって沖縄だけだよって言われた
りしたときに自分ではじめて認識したって感じですね。
〔二つ目の学校っていうのは？〕
一一アメラジアン（スクール）にいた時は英語が多かったですね。日本語を
しゃべる時はウチナーグチを混ぜて使っていたと思います。高校では、国際
英語科だったのに、英語喋れる人が自分しかいなかったんですよ（笑）。そ
れで、あんまり英語は使わなかったです。 AASOで基礎からやってるんで、英
語の試験はほとんどトップだったんで、すけど。
〔そりゃあそうだよね（笑）〕
一ーはい。でも留学行ってた子が帰ってきてからはその子と英語で話したり
して1位2位を争っていましたね。
〔高校で使ってたウチナーグチとAASOで、使ってたウチナーグチとで、は違った
りしTこ？〕
一一閉じウチナーグチでも微妙に違いますね。例えば、西町では「ミン力一」
って「ミミクンジャー」って言うんですよ。 「お前ミミクンジャーだろ」つ
て言っても「何それ？」って言われて「ミン力ーと一緒さ～」って説明した
〔ウチナンチュとしてのアイデンテイティを感じる瞬間つである？〕
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一一ナイチヤーと関わってる時ですね。考え方が違ったりするんですよ。例
えば、お金の使い方とかですかね。内地の人と金銭感覚が違うとかです。自
分は自分の地元のスーパーで、買い物をすますんですけど、あっちはわざわざ
大きなデパートいったり。あと、海入る時は部着（部活で着るような運動服）
で入るとか（笑）。ナイチヤーってビキニとか着るじゃないですか（笑）。
なんでそんなに気合入ってるのって（笑）。あとは、自転車とか、バスとか、
歩きをナイチヤーは好むんですよ。 「なんで、バス使わないの？」って聞かれ
るんですけど、 「時間通りに来ないからさー」って（笑）。自分、 2時間くら
いバス待たされたことありますよ。親に迎えに来てもらったほうが早いんじ
ゃないかつて（笑）。高いし。
〔ウチナーグチを意識的に使い分けた経験はある？こういう時はウチナーグ
チを使って距離を縮めようとか。例えば、高校に入ったばっかりの時と
か。〕
一一むしろそれでしたね。バ＇）I tリのウチナーグチの方が、打ち解けやすい
んですよ。西町から西南高校に行くのは一人だけだったし、他の人たちはみ
んな塾とかでもともと入学前から知り合いだったりつてのがあってすぐにグ
ループができるんですよ。自分は最初は緊張してて、最初は一人だったんで
すけど、 3日目くらいから周りの子が「一緒にお弁当食べよ－Jとか徐々に話
しかけてくれて。後から知ったんで、すけど、私が英語しかはなせないと思っ
てたみたいで。バリバリ方言使うから（話しかけてみたら）打ち解けやすか
ったって後から言われて（笑）。西南って英語科と理数科って棟も分かれて
てあんまり関わらないんですよ。体育の時くらい（しか一緒にならない） 。
で、体育の時に、スポーツって人をこう、 （仲良くさせること）あるじゃな
いですか。理数の人は絡みにくいイメージで、英語科つてなんかチャラいっ
てお互い思ってたのがあって、方言使ってたら（理数は）冷たいってのじゃ
なくてむしろ喋りやすいって発見もあったり。スポーツやってたらなおさら。
自分、日本の女子高生が苦手で、グルーフ作ったりするって噂聞いてたんで、
自分はAASOと違って日本の高校はやばいんだって思ってたけど、西南は進学
校だから周りも意識高くて、いじめとかもなく、ハーフっていうのもむしろ
知りたいって思われて自分は割りと溶け込みやすかったです。 AASOの一個上
だった人がいて、その人はミスター（コンテスト）とかあるじゃないですか、
それも毎年選ばれてて目立つ人でみんな知ってて有名で。その人と普通に喋
ってたら、 「なんで一個上と仲良いの？」って学校中に知られるようになっ
て（だんだんと） 2個上2個下とかからも顔が知られるようになって（笑）。
〔へえ～後輩にも！〕
（後輩には）高校はAASOと違うから～って敬語のアドバイスとかもしたり。
自分にはタメ口で全然良いんですけど、そういう時には方言使って説明した
〔AASOの繋がりって貴重なんだねえ。〕
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一一（先輩がいることで公立学校に通う）不安の解消っていうか、相談相手
になってくれて安心感はありますね。
（マリはアルバイトがあるため、この日はここまで。 LINEでアンディーとジ
ャネイを紹介してもらえた。）
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インタビュー日 2014年9月1日
インタビュー場所 ：AASO（外のベンチ）
名前 ：ジヤスティン
年齢 ：20歳
生まれ場所：沖縄
育った場所沖縄
家族構成：母、おば、ジヤスティン
言語環境：ほぼ日本語
学校 ：フリースクールの保育園→AASO（中部第一中学）→北東高校
〔もし、日常生活のなかで「あなた、 00人ね？」って聞かれたらなんて返
す？〕
一一ハーフですって答えますね。 「ハーフ？」って相手がなると、お父さん
がアメリ力人で、お母さんが日本人ですって言いますね。
〔沖縄出身じゃなくてそこは日本なんだ。〕
一一お母さんが沖縄出身とはあんまり言わないですね。
〔自分のことを説明するときに「アメラジアンJってカテゴリーは使う？〕
一ーないです（笑）。
〔なんで？〕
一一通じないので（笑）。
〔ネガティブなイメージとかはあるの？〕
一一ネガティブなイメージはないですね。ハーフのほうが、ダブルとかより
みんな知ってるかな～って思うし、そのほうが通じるかな～って。
〔じゃあ、自分がウチナーグチを身につけた場ってどんなところがあるか
な？〕
一一お母さんの仕事場ですね。お母さん、テーマパークで工イサーやってた
んですよ。
〔えっ？本当に？〕
一一聞はい。で、もともとあんまり英語喋つてなかったので。
136 
〔そうなんだ。学校でも？〕
一ーはい。英語できても日本語で返すって感じで。あんまり英語が得意じゃ
なくて、日本語のほうが自分は喋りやすいってのもあるし。
〔じゃあ家族でもそうなんだ。〕
一一家族でももう日本語ですね。英語はほとんど喋らないです。周りが自分
に合わしてくれてたかもしれないし、日本語でも普通に通じたので。
〔日本語つてのは方言？〕
一一ふつうの方言です（笑）。
〔今まで沖縄の方言を自分から学ぼうと思ったり、あえて方言で話そうと思
ったことってある？〕
一一う～ん、興味をもったことはありますね。中学生の頃くらいですかね。
でも興味を持っただけって感じです。
〔人によって方言か標準語かで使い分けはしたことある？〕
一一意識はしてないけど多分あると思います。人によってはつてのは特にな
いですね。
〔内地に行ってみたいとか思ってた？〕
一一あ一、内地。ありますね。最近思います。最近です。ずーっとエイサー
をやるつもりでいたんですけど、エイサーをやめて何するかつて時にあんま
思いつかなくてその時に内地もあるかなーって思いました。お母さんが先に
（工イサー）やめて、もともとあった環境がなくなったことで、内地に行っ
たら何か成長できるかな～って思いました。
〔自分がうちなーんちゆだなーって感じる瞬間つであるね？〕
一一あるかな～（笑）。なんていうんですかね、特に自分が何かは、自分は
自分と思ってるんで（笑）。
〔それってアメラジアンスクールの教育が関係するのかな？〕
一一わからないです（笑）。これやっちゃダメとか言われることがあんまり
なかったので。
〔じゃあアメリカ人だな～って感じたりは？〕
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一一英語が一応は喋れるもんだな～って（と感じる時に）自分で思います。
でも顔見て判断されて英語でベラベうってこられると困ります。接客の仕事
をしているんで結構多いです。訳して～って（同僚からも）言われるから難
しいですね。 AASOは英語でほとんど学んだんですけど難しい。
〔ジヤスティンは高校まで日本の公立学校には通つてなかったみたいだけど、
いざ高校入って初めてのアウェイの場ってどうだった？すぐに馴染めた？〕
一一絡まれる事が多いので、見た目で。 「J、ーフなの～？」ってあっちから
が（聞いてくるのが）多いですね。
〔話し方に何か気をつけてたりはした？〕
一一そんなに深くは考えたことないですけど、自分人見知りなんで丁寧には
なりますね。 「～だよ」とか「～だね」って。そんなにはないですね。
〔自分がハーフということで悩んだことはあった？〕
一一自分がどっちなんだろう、どっちだと納得するんだろうって思ったこと
はあります。例えば戦争の話とか。どの立場でみればいいんだろうとか。嫌
な思いをしたとかは全く無いです。困ったこともないですね。むしろプラス
に考えてたんで。やっぱりAASOが関係してんのかな（笑）
〔自分がハーフだってことを隠そうとかは？〕
一一隠そうと思ったことはないですね。
〔ウチナンチュとウチナーグチで喋ってて安心感とかは感じる？〕
一一あ～、つねにこんな感じなので（笑）。日本語がメインだったので、安
心するというよりも…。
〔アメリ力に行ってみたいとか思ったことは？〕
一一特にないですね。行ったことあるんですよ。お母さんの仕事でアメリ力
に行ってそのついでにオハイオに。お父さんがオハイオだったんで。基地と
一緒だな～って思いました（笑）。そんなに変わらないというか。
〔初海外でアメリ力に行ってアイデンテイティが揺らいだりしなかった？な
んか気づいたこととかあった？〕
一一意外とアメリ力でも喋れるもんだなーって思いました。でも帰ってきて
もアイデンテイ子ィが揺らぐことは特になかったですね。
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〔さっきエイサーの話がでたんだけど、ジヤス子ィンは子どもの頃からエイ
サーがしたかったの？〕
一一エイサーがしたかったです。自分がいたのは舞台会社の中のグループで、
観光地と契約してそこに派遣されるんです。工イサーが好きでした。このグ
ループが。アクロバットっぽい感じもあるので。お母さんについていくこと
が多かったんで、母子家庭で、それでいつも見るので自分でもやりたいなー
って思ってやり始めました。
〔そんなに好きなエイサーをやめたのはなぜ？〕
一一健康上の問題です。お母さんが先にわけあってやめて、お母さんが新し
いグループを自分で立ち上げて。その時自分はまだ前の会社にいたので、気
まずいじゃないですか。ギクシャクしていずらいなーって思って。健康上の
問題もあって辞めました。
〔じゃあ今でも本当はやりたいんだ。〕
一一今でもやりたくなることはありますね。音楽を聞いたりしたら。
〔工イサーはジヤスティンにとってとても重要だったんだね。〕
一一一踊ってる時に、お客さんは沖縄的なものを求めて見に来てるじゃないで
すか。で、お客さんから見て「なんで外人（が踊ってるの？）」って思われ
てるかもとか思ったりしました。あんまり考えないようにはしてたけど。外
人の旅行者の人にも聞かれたりしました。
〔聞かれたってのはじ＼ーフなの？」とか？〕
一一「ハーフ？」ってあんまり聞かれないんですよ。それよりも「どっち？」
って聞かれます。日本人なのか、外人なのかつて。お客さんから。ハーフで
すって返しています。
〔工イサーやめたのはいつ？〕
一一工イサーやめて3ヶ月ですね。結構最近ですよ。会社との契約上2年間は
エイサーできないんですよ。で、 2年後に何ゃるかつて思った時に、接客で人
とのコミュニケーションとか心遣いとか学べたら何かプラスになるんじゃな
いかなって思った時にカフェでした。ずっとお母さんの元にいたってことも
あるし、さっきの内地の話じゃないですけど、何もないところから最初から
がっつり学び、たいと思いました。カフェは結構言葉使いとかの指導は厳しい
んですけどやり方は結構自由で。やっぱり拍手をもらう仕事をしてたんで、
人とふれあいたいって思って、ホテルマンかカフェで迷ってました。
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〔2年後何やりたいかとか考えてるの？〕
一一2年後は、今お母さんがやっているエイサーに戻ると思います。若い内に
やっておきたいってこともあって。今ホテルで母が一日2回くらい踊ってるん
ですよ。
〔エイサーやってて何かよかったって思う？〕
一ーやっぱきつい、つらいって思うけど、お客さんの拍手とかでやっててよ
かったって思います。工イサーに刺激をもらってました。 AASOでもエイサー
やってたり、なんでも好き勝手やってました。
〔自分と沖縄を結びつけるものとしてエイサーは意味があるのかな？〕
一一それはあると思います。エイサーの中では自分のことを「わん」とか言
ったりする人もいて沖縄って感じです（笑）。自分もウチナーグチですね。
内地の人も（グループに）いますけどそんなには染まらないですね。高校は
デザイン科だったんでデザインも好きだけど、やっぱり人前に出たいですね。
あのポスターも自分が書いたんで、すよ（AASOのポスターを指さして）。
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インタビュー日 ：2014年9月18日
インタビュー場所： AASO－室
名前：バーバラ
年齢： 19歳
生まれ場所：沖縄
育った場所：沖縄
家族構成：母、バーバラ、弟、弟、妹
言語環境：日本語（英語はほとんど使わない）
学校：幼稚園～小5まで（北西市基地内学校）、小6からAASO～中3まで（北
西第一中学校）、北西第一高（推薦入試）
〔もし「あなた00人？」って聞かれたらなんて答える？聞かれたことあ
る？〕
一一聞かれることはあるんですけど、生まれも育ちもここだから日本って答
えるんですけど、日本人って言ってそれからとくに深く聞かれたことはない
んですけど納得した顔をされないんですよ（笑）。見た目はアメリ力人なの
に（と思っているはず）、 「ふ～ん」って（笑）。 「見た目はこんなだけど
ね～」とかは（自分からふざけて）言うんですけど。 「日本人って言っても
どこどこのハーフだけどさ～」って説明いれて。
〔「アメラジアンです」みたいにアメラジアンっていう名称は使わない
の？〕
一一全然（笑）。使ったら「何それ？」つてなるからめんどくさくて。ハー
フのほうが通じやすいからそっちを使いますね。小さい時からハーフ、ハー
フって言われたりしてきたから今更って感じで。
〔ウチナーグチを身につけた場って今思えばどこにあったと思う？〕
一一ここですかね、はい、アメラジアン（スクール）で。小学校は基地内だ
ったんで、ほぼ英語だし、お母さんも「～ゃんにJとか「～やっさ」とかあん
ま使わないんで。ここに来てですね。マリとかに影響されて（笑） 85。友だち
とのコミュニケーションでだんだんとですね。
〔自分のことをウチナンチュだな～って感じる瞬間つである？自分の中の沖
縄のアイデンテイティを感じるというか。〕
一一最近なんですけど、コールセンターでアルバイトしてたことがあって、
今はやってないですけど。声だけじゃないですか。それで「あんた、どこか
らかけてるの」って、あ、関西と九州方面から電話かかってくるんですよ。
普通に自分では喋ってるつもりだけど「これどこからかけてるの」 「沖縄で
85 マリとパーパラはAASOで同級生だった。パーパラへのインタビューはマリからの紹介。
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す」 「ああ、だからか」って（笑）。なんか関西の人たちとかと喋り方が違
う時に感じます。あと、テレビとかで家賃とか（笑）。東京と沖縄で家賃を
比べてみようって番組があって同じ8万でも東京は1K、沖縄は一軒家借りれた
りもするじゃないですか。内地と比べたりすると自分も沖縄だと（感じる）。
高いな～とか狭いな～とか。
〔内地に住んでみたいって思ったことある？〕
一一一うん、住んでみたいとか思ってました。色々お店とか建物とか有名人と
かいるじゃないですか（笑）。でも（実際行ってみて） 「あっ、ここだめだJ
って思いました。
〔なんで？〕
一一人が多い、臭い（笑）。電車とか（笑）。 「住むとかではないかな～」
って、想像してたのと違いますね。東京とか大阪行ったんですけど。
〔ず、っと沖縄がいい？〕
一一そうですね。旅行で十分ですね。
〔じゃあアメリ力には？行ってみたいって思う？〕
一一一応去年行ったんですけど、一応思ってたより、なんていうんですかね、
東京より住みやすいかな～って。ただ、もう学校を日本で通って英語が落ち
てきてつてのをアメリ力で感じました。伝えたいけど出てこないっていうか。
〔ウチナーグチを使い分けした経験はあるかな？ここではウチナーグチを使
おうとか意識したこととか。〕
一一そうですね。もうニュアンスとかもウチナーグチに変わる時、おじ－お
ばーとかお盆の時。仏壇がうちにあるんで親戚とか集まったら硬い敬語より
ウチナーグチで使います。
〔家に仏壇あるんだ。〕
一一おじーおばーのお家を長男じゃなくて一番下のお母さんが住んでるんで。
〔j中縄って感じの家に住んでるね（笑）〕
一一そうですね（笑）。
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〔バーバラは高校から日本の公立学校に通ったわけだけど、公立高校に入学
した当初は相手との距離のとり方について喋り方を意識してたことはあるか
な？ウチナーグチとか、標準語とか英語とかで。〕
一一そうですね。あの時は自分が日本語で話しかけたら相手がび、っくりする
だろうと思って誰かからのを待ってて、緊張してたってこともあるんですけ
ど、自分から話しかけてひ、っくりさせたらこわいな～って思ってて。
〔結構話しかけられた？〕
一一みんな話しかけてみたいって思ってたらしくて。日本語喋れるのかな～
って思ってたみたいです。今でも仲の良い友だちが高校入つてはじめて話し
かけてくれて。最初は不安があったらしいです。でもバリバリ日本語喋って
るからび、っくりしたみたいで（笑）。自分が日本語を喋れるのが周りが分か
ったらみんな一気に来ました（笑）。
〔仲良くなるのにウチナーグチって役に立つ？〕
一一普通にはじめはウチナーグチを意識せずにいたんですけど、 「あがっ」
とかふいにいうと「あがって（笑）。ウチナーグチ喋ってるし（笑）」って
ウチナーグチ喋れるんだな～、意外だな～って笑いが起きて、 「バーバラっ
て面白いね～」って言われて仲良くなっていくって感じでした。
〔高校に入って嫌なこととかはあった？〕
一一一年の時はやっぱ英語の授業が苦手で。英語の授業は内容が小学生レベ
ルだったから先生に「Jtー バラは分かるから違うことしてていいよ」とか
「みんなに教えてあげて」って悪気はなかったと思うけど「大声で言わない
で～」って、プレッシャーもあるし、別に自分英語が完霊でもないし。アメ
リ力と日本のハーフだからって完壁ではないし、バーバラは英語ができると
いうステレオタイプが（嫌でした）。
あと、英語の授業のあとの国語の授業がある日は、国語が苦手だったから自
分で空き時間に勉強したかったのに英語（の授業）が先にあるからみんな聞
いてくるんですよ（笑）。結構嫌でした。 「自分も勉強したいんだよ」って
（笑）。 「なんで先生より自分なの？意味よ」みたいな。
〔嫌なことされたりとかは？〕
一一高校ではないんですけど、籍だけおいていた北西第一中学校の時はあり
ましたね。普段ほとんど行かないから、二年の新学期の時に行って、教室、
クラスメイト、先生とかを一応把握しとこうと思って行ったら、 （自分の）
名前ないし、机も椅子もないからび、っくりして（笑）。籍は置いていたはず、
なのに、クラス分けの時にクラス分からないから「自分はどこいけばいい
の？」つてなって。
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〔それはキツイね～。〕
一一それで、地元の子ども会で一緒だった子をみつけて「今だけここにいて
いい？」って頼んで、終わった後に先生をつかまえて、先生も「は？」みた
いになって。たしか新しく赴任してきた先生だから把握してなかったと思い
ます。
〔周りから見ると目立ったんだろうね～。嫌だな～。〕
一一めっちゃ目立つし、席ないし、なんかざわざわし始めて（笑）。自分は
つったってウロウ口してるからなんだなんだって（笑）。それで、廊下の端
っこから机と椅子を持って先生が来て、一番後ろの席にされて。元から置か
れてた席も均等だったから後ろのスペースがせまいんですよ（笑）。それで
後ろの人に（一つ前に）寄ってって頼んで。それが恥ずかしくて恥ずかしく
て、自己紹介の挨拶も遅れて。
〔さっき言ってた地元の子ども会について聞いてもいい？〕
一一北西市の子ども会です。小から中学校まで。正月は子ども餅っき大会と
か、北西市の子どもたちが集まって色々イベントするんですよ。その時に仲
良くなった子が北西第一小、北西第一中でそれがきっかけで仲良くなりまし
た。
〔その子がいて本当によかったね～。〕
一一一それが中学校になったら助かりました。その子が伝達してくれて。テス
ト範囲とか教えてくれたり。北西子ども会に入つてなかったらなにもできな
かったと思います。北西第一中に行くのは地獄です（笑）。
〔北西子ども会はお母さんが入れたの？〕
一ーはい。子ども会のアナウンスが流れるんですよ。それで「行ってみたら
～？」って。小4くらいの時に。
〔その子ども会は今もあるの？〕
一ーはい。妹とか弟にも積極的に行けって言ってるんですけど、あの子たち
はゲーム命だから（笑）。行って友だち作ってこいつては言うんですけど。
自分が経験してるから。自分の時は子ども会の時の子と同じクラスにしてく
ださいって考慮してくれたと思うんです。たくさん知り合い作ってくれた方
が楽だろうとは思うんですけど。
〔子ども会では他になにやるの？〕
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一一ラジオ体操とか、みんなで盆踊り、クリスマス会、沖縄のエイサーとか
もやりました。祭りの前夜祭とか道で踊ったり。
〔ウチナーグチをもっと勉強したいって思う？〕
一一小 1から三味線ならってるんですけど、発音とか、 「ま」を「む」って
読んだり、あれっ、まあ読み方が変わってくるんで歌いながら意味が入って
こないんで、 （歌詞を）読んでも、気持ちが入らないんでいつも先生にこう
いう気持ちで歌うんだよって指摘されます。小1からやってるのに悔しいっ
て思って。 （三味線を習ってるところは）まわりが、おじーおぽーとかにな
ってウチナーグチで「J《ーバラ意味分かる？」って聞かれてもさっぱり。も
っとウチナーグチわかつてたら（三味線も）上手くなるし、おじーおぽーと
ももっと話せると思いますね。
〔沖縄的なものを習っててよかったなって思うことはある？〕
一一「三味線習ってるんだ～いつから？生まれも育ちもここ？」って聞かれ
て、相手と生活があまり変わらない、お盆とか、みんなと変わらない暮らし
をしてるって知ったらハーフっていうことを思わないっていうか、 「J、－フ
だから」じゃなくて「沖縄で生まれて沖縄で育った」って感じで、 「お盆な
にした～？」とか「内地行ったことある？」とかハーフを意識しない会話つ
てのはあるなと思います。特に三味線やってるっていったらガラッとかわり
ます。なんか英検とかは、ハーフだからすごいけど当たり前で、三味線だと
すごいっていうか沖縄を（相手が）意識し始めるのはあります。
〔AASOのいいところとわるいところを教えて（笑）〕
一一いいところはもちろん、英語、日本語両立ってことと、あとはみんな閉
じ、なんていうんだろう、母も父も国が違うものどうしだから差別とか、
「肌黒いね」とかないし、わるいところは日本の教育に近づけようとしてる
のは分かるけど、まだまだ足りないところですね。保健体育とか。
〔保健体育？〕
一一一性教育とか習ってなかったんで、生理とか f笑）。
〔ああ～なるほど。〕
一一早い子は習つてないと休のこととかわからないじゃないですか。男の子
からみれば、 「お前病気じゃない？」って。 （保健体育の授業を）やるのは
たまにみるけど、先生によるというか、一応ヘルスの授業はあるけど、日本
とアメリ力は違うんでいつ学ぶの、全部親まかせかつて。母子家庭が多いの
で、お母さん忙しいからこういうのまで自分でどう伝えるとかあるから学校
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でやったほうがいいと思います。広く遊べるところあるから。 iPadとかはい
いと思います。デジタル面ではこっちのほうが進んでるけど、基礎的なのは
中1～中3合同だったから、中3なのに中2の勉強してたり、みんなが学ん
でるのを学んでないんで。できれば、教室少ないのは分かるけど、その年に
あった勉強ができたらいいなあって思います。
〔やっぱり日本の公立高校に行ってギャップとか感じたの？〕
一一理科の時間とか、実験とか揃つてなかったんで、ビーカーと火だけとか
（笑）。実験は楽しかったですね。揃ってるから。実践になると公立の方が
本格的にできて。あとは、休憩時間です。こっちは会話というか、遊んだり、
走り回ったりなんですけど、移動教室とかないから、端から端まで近いし
（笑）。 「（公立高校では）休憩時間なの？移動時間なの？」ってび、っくり
しました。 「ここで（授業）やらないの？Jとか「移動するの？」とか
（笑）。前は休み時間の時、自販機があって、ジュース買ってお菓子持って
たら食べたりしてたんですけど、北西第一中でやったら「何してんの！？」
って驚かれた（笑）。 「Jtレたらやばいよ」 「えっダメなんだ」って。あの
時はこっちのほうがゆるかったですね。北西第一中は厳しすぎる。今はもう
こっちも厳しくなってるけど。
〔親との会話、兄弟との会話に違いはある？特にない？〕
一一兄弟と話すときにはなるべく英語にしようとはしてるんですけど、どう
しても日本語になりますね。お母さんとは全然日本語だし、英語に関して困
らせることない、お母さんでも分かるような英語にしようとか。お母さんは
喋るより聞くのが上手いから。英語の宿題は自分に聞いてとか。
〔お母さんの負担を和らげるって意味でね。〕
一一うん。そうですね。
〔J《ーバラのお父さんは？〕
一一昨年からアメリ力にいったんで、す。それまでは沖縄にいました。
〔お父さん日本語はどうなの？〕
一一片言だったらって感じですね。日本語学ぶのに勉強熱心だ、ったんで、ひ
らがなの本買ったり。高校の友だち連れてきた時、友だちが英語しゃべれな
いのわかったら英語交じりの日本語で、見た目ゴツイんですよ、身長も高い
し、場所を和らげるために英語の語尾に「ね！」をつけたり（笑）。自分と
長男は読み書きが英語が先で話し言葉は日本語だったから小さい時から英語
やってたから今の年に英語の環境がなくなってもまだいいけど、下の弟たち
は自分たちと習い始めの言語ちがうからどうなんだろう。
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〔そういえば、兄弟で日本語名と英語名でそれぞれ違うのはなんでなの？〕
一ーなんでだろう。言いやすいほうなのか。自分たちが呼ばれたい方。バー
バラの方が好きで珍しいし、日本名は力ナエなんですけど。妹と下の弟は、
多分ハナエが「はーなー」って略せるから、 「はーなー」って呼んだほうが
かわいいって、ハナエって、自分がつけたんですよ（笑）。小さい時からハ
ナ工、ハナエって言ってたんで。
〔へえ～。ノーリー（下の弟）は？〕
一ーなんですかね？忘れました。あ、ノーリーが生まれる前に祖父が他界し
て、祖父の名前がノリオだったからノリヒコにして。 （兄弟の名前が日本風、
英語風ということに）なんでって気持ちもあんまりないですね。
〔まわりも日本名では呼ばないんだ？〕
一一J《ーバラの方が呼びやすい、かっこいいじゃんって、その気持はわから
ないんですけど（笑）。
〔日本名のトウバル力ナエ使う時はあるの？〕
一一今のバイトもそうなんですけど、レシート登録するとき名前が長すぎて
入らないんですよ（笑）。その時は日本の名前にしてます。
〔自分がどういう人間なのかっていうことに悩んだことは？〕
一一北西第一中行ったり来たりしてる時が一番でした。墓地の中では悩むこ
ともほとんどなかったで、す。でもやっぱ大きくなって北西第一中行きはじめ
て、自分って何？、中2の席がないって時が一番「同じ北西第一中生じゃな
いの？なんのためにここにいるの？なんで英語できるって思ってるの？」っ
て悩んで。名前が珍しいから男子が名前で遊びはじめるんですよ。自分の名
前で遊ばれるのが嫌でした。今は逆に「／＼－バラで覚えてね」って言うんで
すけど。日本語の授業だと「今どこ習ってるの？」って状態で、日本語でき
ると思ったけどできないって気づいたり、色々気付かされたのが北西第一中
です。自分について考えるきっかけができました。お母さんとこれについて
話してアドバイスもらったり、 「J、－フであるかぎりだれもがぶつかるんだ
よ～。落ち込んでもいいことないよ～。答えはないよ～。」って言ってくれ
てお母さんとの仲がもっと仲良くなりました。
〔逆に安心感を感じることは？〕
一一あ～そうだな、 U校の3年の時の英語の先生がはじめて日本人で、ハーフの
くるしさを他人では一番理解してくれてる先生で、 「I＼ー バラの方がそりゃ
147 
あ英語はうまいけど両立のプレッシャーが小さい頃からあったし、勉強して
きたことを理解してる。みんなより 2倍3倍やってるんだよ」とかハーフの
大変さは自分から言えないから代わりにみんなに言ってくれて、 「バー バラ
も色々悩むことはあるだろうけどその経験を活かして言いたいこと言えるよ
うにしないと」 「J、ーフだからってI＼／、ハって遠慮、して笑うんじゃなくてJ
って言われて、英語スピーチコンテストでそれを題材にして。日本人って他
人と比較するじゃないですか。自分も肌とか顔とか髪とか比較してたけどあ
りのままの自分を受け入れようと考えるほうが大切じゃないかっていうのを
英語スピーチコンテストでやってたんですけど、その時にすごいすっきりし
て、大勢の前で言うから色んな人に言えたから。高校、県内、全国って進ん
で結局2位になって。
〔全国2位！？すごいね！〕
一一悔しかったんですけど、小さいところから大きいコンテストで言えたん
で「結構世界に伝えたぜJって達成感、思いを伝えれてすっきりしました。
くよくよしてても前に進めない、嫌だと思ってたことを逆にいいことに使え
ないかなって。 「Jfー バラバイビー」とか（笑）。英語が小さい頃からでき
るってすごいことじゃないかつて、恵まれたかなーって改めて思って。あと
はやっぱり親の事が大きいですね。親に悩みを相談して、どんなのでも返信
してくれました。 「仕方ないよ」だけじゃなくて、 「こうこうこうだからこ
んなこんなして」とか「国際結婚したから同じ悩みあったよ～」とか、真剣
に考えてくれて向き合い直すことができました。
〔弟たちもそうやって成長していくのかな。〕
一一自分も北西第一中で経験あったから北西第一中も考慮、してくれるとは思
うけど、中学校の頃から自分lこ悩み始めるとは思うけど、その時安心させら
れるアドバイスを言えるかが心配で。肌とか髪とか体型も違うからはーなー
のことは心酉E。
〔こればかりはだれもが通るからね～。〕
一一お父さんも近くにいないし、ノーリーも小4なのにお母さんだけだから
大きくなってお父さんと一緒にいる時間が短いから悩みはじめるかなーって。
〔昔と今とではハーフに対する見方が変わったって感じる？〕
一一留学とか結婚とか海外に対する興味とかが、昔と比べて今の方があるん
で、自分も外人とか憧れとか無かったんですけど、高校生になって洋楽とか、
もっと留学したいとか、外人と友だちになってみたいとか、昔よりもハーフ
芸人とかで、ハーフあるあるとかテレビでもバラエティでハーフが全国的にも
受け入れられてきてるんだなっては感じます。モデルとか日本人の中でメア
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リー CAASOの卒業生）とか日本人と一緒のステージ立ってるから、今のほう
が全然ハーフには自分たちの時よりいいんだな～って思います。
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